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●執筆者等の役職・職位は 2025 年 4 月 1 日現在、大学広報課が把握している範囲で表示しています。



新
島
　
襄
の
言
葉

同
志
社
大
学
神
学
部 

教
授
　
　
　

 

み 

や
け

三
宅
　
た
け
ひ
と

威
仁

「
自
由
」
と
い
う
言
葉
を
、
余
り
に
も
多
く
の
現
代
人
が
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他
者
か
ら
妨
害
さ
れ
る
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と
な
く
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分
の
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を
満
た
し
得
る
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態
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理
解
し
て
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る
。
し
か
し
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リ
ス
ト
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文
脈
に
お
い
て
は
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欲

望
の
奴
隷
に
な
っ
て
い
る
状
態
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し
か
過
ぎ
な
い
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の
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遺
言
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あ
る
言
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己
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切
っ
て
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選
び
取
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と
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意
味
す
る
。
即
ち
、「
真
正
の
自
由
」
と
は
「
自
己
中
心
性
か
ら
の
自
由
」
で
あ
り
、「
神
と
隣

人
に
仕
え
る
た
め
の
自
由
」
で
あ
る
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し
か
し
、
人
間
は
弱
い
存
在
で
、
自
力
で
利
己
的
な
欲
望
を
断

ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
弱
さ
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従
来
「
罪
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
人
間
は
い
か
に
し
て
罪
か

ら
解
放
さ
れ
得
る
の
か
。

聖
書
に
は「
真
理
は
あ
な
た
た
ち
を
自
由
に
す
る
」と
書
か
れ
て
い
る（
ヨ
ハ
ネ
伝
８
：
32
）。「
真
理
」

と
は
、イ
エ
ス・キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
現
さ
れ
た
神
の
愛
に
他
な
ら
な
い
。
新
島
が
「
聖
書
の
中
の
太
陽
」

と
呼
ん
だ
「
神
は
、
そ
の
独
り
子
を
お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
、
世
を
愛
さ
れ
た
。
独
り
子
を
信
じ
る

者
が
一
人
も
滅
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
聖
句
（
ヨ
ハ
ネ
伝
３
：
16
）
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
核
心
を
言
い
表
わ
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
が
こ
の
世
に
現
れ
、
人
々
を
教
え
諭
し
、
私
た

ち
の
罪
を
贖
う
た
め
に
十
字
架
を
担
わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
イ
エ
ス
の
生
涯
と
死
と
復
活
に
全

人
類
の
救
済
を
願
う
神
の
愛
が
現
れ
て
い
る
こ
と―

―

こ
の
「
真
理
」
を
知
れ
ば
、「
罪
人
」
で
あ
り
な

が
ら
赦
さ
れ
た
喜
び
・
感
謝
が
私
た
ち
の
心
中
に
湧
き
上
が
り
、
善
（
＝
神
と
隣
人
へ
の
奉
仕
）
へ
の

原
動
力
と
な
る
。
正
に
イ
エ
ス
が
こ
の
世
に
来
り
て
真
正
の
自
由
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「耶蘇世ニ降リ自由顕［ル］、耶蘇教ナキ国ハ自由ナシ」

（1880 年 10 月 21 日に今治教会で行った演説「霊ノ学問ナカ
ルベカラス」の一節。元々は新島がアーモスト大学において恩師
J・H・シーリーから学んだ言葉。『新島襄全集』第2巻、385ページ）



新島旧邸における八重茶会
2024年10月19日（土）、同志社創立150周年
記念事業として「新島旧邸における八重茶
会」が学校法人同志社と同志社大学茶道部の
共催、同志社社史資料センターの協力により
開催されました。
同志社の創立者、新島襄の妻・八重は、襄の
死後、裏千家十三代円能斎宗匠の直門として、
茶名「宗竹」を授かりました。八重は自宅「新
島旧邸」を改造し、茶室「寂中庵」を設け、た
びたび茶会を催しました。同志社大学茶道
部には八重ゆかりの茶器が伝来しています。
この茶会には、八田英二総長・理事長、小
原克博大学長をはじめ、同志社内各学校の
学生、生徒、児童、卒業生、教職員を対象
に募集をし、合わせて約40名の同志社人が参加しました。
掛軸には「紫気満」が掛けられました。「紫気」は吉兆の前
触れを意味し、来年の同志社創立150周年の前触れを連想
させます。菓子は創業1755年「京菓子司 俵屋吉富」にこ
の日のために用意していただいた同志社の徽章をイメー
ジした「三友の集い」が用いられ、「学生・卒業生・教職員
の三者の同志社人が絆を育む」という思いが込められてい
ます。
茶会後には、同志社社史資料センター調査員による新島
旧邸見学が行われました。
詳細は右記「創立150周年記念ホームページ」をご参照くだ
さい。
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https://150th.doshisha.ed.jp

同志社墓地への山道整備が2025年1月に完成
若王子神社から同志社墓地へと続く山道
の多くは未整備の状態でした。歩行者が
安全に、かつ歩きやすいように、同志社
創立150周年記念事業の一環で山道の整
備工事を行い、2025年1月に完成しまし
た。



スポーツフェスティバル2024を開催
2024年11月3日（日）、京田辺キャンパスにおいて、スポーツフェスティバルを開
催しました。2022年度からスポーツを通じた地域連携イベントとして体験教室を
実施しています。今年度は地域の方々に体育会クラブの練習見学や体験をしていた
だき、集めたスタンプの数で景品を贈呈する体育会スタンプラリーを実施しました。
当日は12クラブが練習を公開し、6クラブが体験教室を行いました。デイヴィス記
念館で行われたバスケットボール教室では37名の子供たちが参加し、大学生との
練習の後、最後に大学生と試合を行いました。その他の体験教室にも合計99名の
参加があり、子供たちは大学生の指導を受けながら笑顔でスポーツを楽しみました。
子供たちへの指導を通じて、体育会の学生たちも新たな気づきを得られたことと思
います。次年度もスポーツを「する人」、「観る人」、「支える人」のつながりを生み出
すイベントを目指します。
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同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L
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アニバーサリー・ホームカミングデー2024
10月27日（日）、今出川キャンパスで「アニバーサリー・ホームカミングデー2024」
を開催しました。
2026年に迎える創立150周年に向けた記念イベントを「アニバーサリー」として、
卒業生を母校にお迎えする「ホームカミングデー」と同日開催し、創立記念礼拝や
創立150周年記念事業を紹介いたしました。栄光館ファウラーチャペルで行われた
創立記念礼拝では、「新たな息吹に誘われ〜E.L.ヒバード初代学長の夢に連なり〜」
と題して小﨑眞学長が奨励を行いました。また、本学のあゆみを知るパネル展示や
記念写真撮影スポット、在学中の思い出を共有するメッセージボードの設置など、
本学の歴史を卒業生の皆さまと振り返る機会になりました。
その他のイベントとして、在学生・卒業生によるステージパフォーマンスや、学科
の学びを紹介するワークショップ、パイプオルガン見学会、同志社女子大学女性ア
クティベーション講座や同志社女子大学キャリアサロンなどの講演会も行いました。
イベント運営には、各学科の教員や在学生が携わり、当日は澄み渡る秋空のもと約
550名の卒業生およびご家族、ご友人、在学生や在学生ご父母等の皆さまにご来場
いただきました。
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「ウェズリーカレッジ交換留学プログラム」
1992年に始まったオーストラリアにあるウェズリーカレッジとの交換留学は、４

年間オンラインでの交流にとどまっていましたが、今年度ようやく対面での交流が
可能となりました。７月末、13名の同志社高校生が渡豪し、ウェズリーカレッジで
学びました。「経済学」や「歴史学」といった社会科の科目だけでなく、「数学」
や「化学」といった幅広い分野の授業を学び、最初は慣れない英語に苦戦しながら
も、バディと絆を育みながら知識を蓄えました。また、「演劇」や「写真現像」の
授業にも参加させていただき、自己を表現する力の重要性や自分自身の世界の見え
方を現像や視角の工夫を通して、他者に伝えていく方法を学ぶことができました。

学校外においてもバデ
ィと共にメルボルンシテ
ィを探索したり、観光名
所を訪れたりしたことで、
現地の景色や文化を吸収
することができ、異文化
交流の楽しさを改めて認
識することができた留学
となりました。

９月末、ウェズリーカレッジからの留学生を受け入れました。同志社高校生はバ
ディと共に授業を受け、休日にはオーストラリアに留学したメンバーが嵐山の散策
にも同行し、仲を深めました。また、留学生の方々には特別授業である「生け花」
や「日本舞踊」、「書道」を通して、日本の文化を学んでいただきました。最終日
には、同志社高校生がお別れ会を企画し、日本の伝統的な遊びや日本に関するクイ
ズを通して、思い出を作りました。

対面で、現地で、実際に交流できたからこそ、言葉だけでは表せない相手の表情
やボディランゲージから、気遣いや温かさを感じ取ることができ、慣れないながら
も積極的に英語で会話しようとする生徒の様子を見ることができました。自分たち
の殻を破り、人としても一回り大きく成長することができた貴重な留学プログラム
となりました。
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文化祭
2024年度文化祭が11月1日（金）・２日（土）・５日（火）の三日間にわたって開催

されました。
今年度のテーマ「Co.Rebron（コ―・リボーン）」には、「Co：ともに」と

「Reborn：生まれ変わる」という意味があり、開催期間の半日延長や模擬店の一部
復活など、コロナ禍後に新しく生まれ変わった同志社香里の文化祭であるというメ
ッセージが込められていると同時に、「コーリ」の音を掛け合わせたものとなってい
ます。二日目の11月2日（土）は気象警報発令により残念ながら途中で中止となり、
一部のプログラムが5日（火）に延期して実施されましたが、模擬店や展示、演劇や
有志団体によるステージなど、バラエティに富んだクオリティの高い内容で大いに
盛り上がりました。

当日までには、中学生徒会・高校生徒自治会の役員が中心となり多くの試行錯誤
を経ながら準備に取り組みました。参加生徒や教職員、PTA役員の方々の協力な
どもあり、盛況のうちに終えることができました。
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「2024学園祭」
10月2日から5日まで学園祭が行われました。合唱コンクール、中2・中3展示コ

ンクール、授業・クラブの展示、栄光館・静和館ホール・アトリウムでの催し物な
ど、生徒の様々な活動の発表の場となりました。また、5日（土）には父母の会の
バザーも開催され、生徒の家族や受験希望の小学生親子で賑わいました。体育祭が
雨の影響で8日に延期されましたが、無事にすべてのプログラムを終えることがで
きました。
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選択書道の授業作品展示

合唱コンクール

体育祭

体操クラブの演技発表 管弦楽クラブの発表
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WWL(World Wide Learning)の流れを
うけた授業

2020年度に文部科学省の採択を受けたWWL(World Wide Learning)事業は、高
一では探求学習として、高二・高三では選択科目として発展しています。

本校コミュニケーションセンターでの授業風景

フィールドワーク
環境先進国のデンマークへ出向き、現地の高校生と交流をする生徒たち

大学田辺キャンパスを借りての京田辺市長の講演を
聞く高校一年生
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初等部：『6年生修学旅行』
初等部6年生は、9月24日から27日の3泊4日の日程で、鹿児島・熊本方面に修学旅
行に出かけました。「知覧特攻平和会館」(鹿児島)や「山の中の海軍の町にしき　ひ
みつ基地ミュージアム」(熊本)等で平和について学び、慈恵病院では命の大切さに
ついて学びました。天候にも恵まれ、なし・ブドウ狩り、シークルーズ、阿蘇登山、
熊本城と、楽しく充実した活動盛りだくさんの修学旅行でした。

国際部：『DISK School Trip』
DISK students started off the new school year with an enriching experience 
at Doshisha Biwako Retreat Center. The main focus was on promoting 
teamwork and social skills. The other key objectives were fostering 
independence, encouraging physical activity, and building community and 
memories. we all had a fantastic time!



「避難訓練」
11月19日（火）２校時開始後に家庭科室から火事が発生し、燃え広がったとの想定
で避難訓練を実施しました。児童は先生の指示に従って速やかにグランドに避難す
ることができました。当日は左京消防署の皆様に講評をいただくとともに、消火器
の使用訓練も実施しました。
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遠足（府立植物園）
　10月24日（木）、地下鉄に乗って全学年で京都府立植物園に遠足に行きました。1
学期とは違い今回は公共交通機関を使いましたが、他のお客さんの存在や公共の場
での振る舞いを意識しながらの移動でした。年長児は年少児と手をつなぎ、電車の
揺れや階段の上り下りの際には励ましたり手伝ったりする姿が見られ頼もしく感じ
ました。植物園では学年ごとに散策に出かけ、色とりどりのバラを見たり、木々が
うっそうとした狭い道を通って冒険気分を味わったり、時間を忘れて色々な場所を
楽しく散策しました。園外で子ども同士で声を掛け合ったり助け合ったりしながら、
より一層関わりを深める機会となりました。
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収穫感謝祭
　11月5日（火）に、園内のリチャーズホールにて収穫感謝祭を行ないました。各家
庭から野菜や果物を持ち寄りホールに捧げてから、園児全員で合同礼拝の時間をも
ちました。聖話を聞きながら、日頃当たり前にいただいている食べ物を大切に育て
てくださった方々がいることに気付き、農作物を作っている人々や今年も豊かな恵
みをくださった神様、いつも豊かに食べ物を食べられることへの感謝の気持ちをも
つことができました。



Interview

インタビューの２人
日本マイクロソフト株式会社勤務

世
せ

古
こ

龍
た つ

郎
ろ う

さん

私の
志

クラウドや AI の技術で宇宙ビジネスを推進。ロケットを打ち上げたり宇宙飛
行士が活躍したりするだけでなく、宇宙ビジネスにはとても広がりがあります。
GPS や天気予報から、スマート農業、防衛事業まで。「今はない」分野を切り
拓くべく、挑戦を続けています。

1989 年、大阪府生まれ。2007 年
に同志社大学工学部インテリジェン
ト情報工学科に入学し、３年次に
The University of Montana へ１年
間留学。2012 年に卒業後、日本マ
イクロソフト株式会社に入社。技術
部門で６年半エンジニアおよびテク
ニカルリードとして活躍。その後、
官公庁部門に異動し、防衛・宇宙領
域の技術戦略を３年半担当。マイク
ロソフト本社の宇宙領域開発部門に
異動し、プログラムマネージャーお
よび日本の宇宙領域リードとして宇
宙事業を推進。2023 年に退職し、他社でアジアの宇宙企業の大規模案件を推進。2024 年にマ
イクロソフトに復職し、ビジネス開発マネージャーとして宇宙を含む防衛インダストリーを担当。



Interview

インタビューの２人
チューリップテレビ　アナウンサー

小
こ

西
に し

鼓
こ

子
こ

さん

私の
志

1997 年４月 27 日生まれ。京都市
出身、富山市在住。同志社女子中学
校・高等学校卒業後、同志社大学商
学部に入学。2020 年３月に卒業後、
チューリップテレビ報道制作局所属
のアナウンサーに。この春で６年目
を 迎 え る。 担 当 番 組 は「THE 
TIME,」（午前５時 20 分～）中継リ
ポーター、「ミタイノコレクション」

（土曜午後４時 30 分～）MC、「柴
田理恵認定！ゆるゆる富山遺産」
MC、「N6」中継リポーター・定時
ニュース。

「鼓子（ここ）」という名は祖父がつけてくれました。鼓のように打てば響くような人に、
そして人を鼓舞するような人にと。大変な仕事だなと思うこともありますが、視聴者
の皆様からいただく応援メッセージの一つひとつに、私の方が鼓舞されています。



　　　　　　　　　　私の志

Interview

学
生
時
代
か
ら
目
指
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア

会
社
で
も
自
ら
宇
宙
関
連
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
開
拓

—
—

大
学
で
は
ど
ん
な
分
野
に
興
味
を
持
っ
て
学
ば
れ
ま
し
た
か
。

世
古 

私
は
同
志
社
香
里
中
・
高
校
を
経
て
大
学
の
工
学
部
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
情
報
工
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
主
に
Ｉ
Ｔ
分
野
、
特

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
シ
ス
テ
ム
設
計
を
中
心
に
学
び
を
深
め
ま
し

た
。
も
う
一
つ
力
を
入
れ
た
の
は
海
外
経
験
で
す
。
長
期
休
暇
を
利

用
し
て
短
期
留
学
を
重
ね
、
さ
ら
に
１
年
間
休
学
し
て
ア
メ
リ
カ
の

モ
ン
タ
ナ
大
学
に
学
部
留
学
も
し
ま
し
た
。
目
的
は
国
際
力
を
高
め

る
こ
と
で
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
動
力
、
技
術
力
、

Ｉ
Ｔ
業
界
の
ト
ッ
プ
を
走
る
企
業
に
入
り
、
「
防
衛
・
宇
宙
×
Ｉ
Ｔ
」
で
新
ビ

ジ
ネ
ス
を
開
発
し
続
け
る
卒
業
生
が
い
ま
す
。
現
代
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
と
今
後

の
可
能
性
、
そ
し
て
ご
自
身
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
動
力
を
育
て
た
背
景
を
伺
い

ま
し
た
。

日
本
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を
リ
ー
ド

未
知
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
宝
庫
で
あ
る
宇
宙
に 

挑
み
続
け
る
同
志
社
人

世せ

古こ

龍た
つ
郎ろ
う

さ
ん
（
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

私の
志

4



　　　　　　　　　　私の志

Interview
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
３
つ
を
重
視
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
も
日
系
企
業
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
な
ど
４
社
で
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
将
来
的
に
は
海
外
で
働
き
た
い
、
海
外
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た

い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
世
界
各
地
40
か
国
以
上
を
旅

行
し
て
で
き
た
友
だ
ち
の
存
在
も
財
産
で
す
。

—
—

宇
宙
へ
の
ご
関
心
は
い
つ
か
ら
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
す
か
。

世
古 

お
そ
ら
く
小
学
生
の
頃
か
ら
で
す
。
本
や
映
画
を
観
て
ロ
ケ

ッ
ト
に
興
味
を
持
っ
た
り
、
ア
ト
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自

身
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
宇
宙
へ
行
く
時
代
が
来
る

だ
ろ
う
と
未
来
を
想
像
し
た
り
。
当
時
は
天
文
系
や
ロ
ケ
ッ
ト
工
学

的
な
分
野
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
以
降
は
サ
ッ
カ
ー
の
部
活

や
Ｉ
Ｔ
な
ど
に
興
味
が
向
い
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
に
入
社
後
、
２
０
１
８
年
に
防
衛
・
宇
宙
領
域
の
技
術
戦
略
を
担

当
で
き
る
官
公
庁
部
門
へ
、
自
分
で
手
を
挙
げ
て
異
動
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
改
め
て
宇
宙
の
実
態
や
広
が
り
を
知
り
、
ど
う
活
用
で
き

る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
と
絡
め
て
い
け
る
の
か
を
考
え
出
し
た

あ
た
り
か
ら
、
真
剣
に
宇
宙
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
が
宇
宙
事
業
へ
の
参
入
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
の
は
２
０
２
１
年
。

当
時
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
の
本
社
組
織
で
し
か
動
き
が
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
か
ら
積
極
的
に
動
き
、
本
社
に
対
し
て
日
本
に
お
け
る
宇
宙
ビ

ジ
ネ
ス
の
プ
ラ
ン
を
示
し
て
新
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

—
—

素
晴
ら
し
い
行
動
力
で
す
ね
。
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

世
古 

と
て
も
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
人
工
衛

星
と
の
通
信
を
利
用
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
そ
う
で
す
し
、
天
気
予
報
も
衛

星
か
ら
撮
っ
た
地
球
の
画
像
を
利
用
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
衛
星

画
像
を
分
析
し
て
、
例
え
ば
農
作
物
の
育
ち
具
合
を
調
べ
る
な
ど
、

農
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
を
使
え
ば

土
壌
成
分
の
分
析
も
で
き
る
し
、
農
薬
の
散
布
場
所
や
量
も
導
き
出

せ
る
。
他
に
も
例
え
ば
、
も
う
す
ぐ
キ
ャ
ベ
ツ
が
た
く
さ
ん
収
穫
で

き
る
か
ら
、
広
告
会
社
は
そ
ろ
そ
ろ
回ホ
イ
コ
ー
ロ
ー

鍋
肉
の
広
告
を
打
つ
と
い
っ

た
先
回
り
が
で
き
ま
す
ね
。
最
近
で
は
漏
水
検
知
も
衛
星
デ
ー
タ
で

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
衛
星
レ
ー
ダ
ー
の
反
射
特
性
を
解
析
し
水
道

水
と
非
水
道
水
を
見
分
け
る
事
で
、
漏
水
箇
所
が
分
か
る
よ
う
に
な

り
、
衛
星
デ
ー
タ
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本

当
に
範
囲
が
広
い
の
で
、
私
自
身
は
特

定
の
分
野
の
専
門
家
に
な
る
の
で
は

な
く
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を
全
般
的
に
理

解
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
各
分
野
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
協
働
し
て
ビ
ジ
ネ

ス
を
進
め
て
い
く
や
り
方
に
注
力
し

ま
し
た
。

5



　　　　　　　　　　私の志

Interview
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
で
日
本
の
世
界
進
出
を
支
え
た
い

—
—

現
在
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
お
仕
事
を
、
可
能
な
範
囲
で
教
え

て
く
だ
さ
い
。

世
古 
防
衛
・
宇
宙
領
域
の
お
客
様
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
お
話
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す

が
、
例
え
ば
日
本
企
業
に
海
外
の
最
先
端
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介

し
た
り
、
海
外
の
お
客
様
と
連
携
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
支
援
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
具
体
的
に
言
え
ば
、

複
数
の
国
が
重
要
な
場
面
で
協
業
す
る
際
は
、
共
同
イ
ン
フ
ラ
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
に
用
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術
を
支
援
す
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。
防
衛
領
域
は
国
防
と
し
て
非
常
に
重
要
で
す
し
、
宇
宙

領
域
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
今
後

の
拡
大
が
非
常
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
も
宇
宙
戦
略
基
金
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
今

や
宇
宙
に
関
す
る
技
術
は
国
際
競
争
力
に
直
結
し
て
い
ま
す
か
ら
。

—
—

ま
さ
に
最
先
端
を
行
く
お
仕
事
で
す
ね
。
今
の
や
り
が
い
、
夢

は
何
で
す
か
。

世
古 

防
衛
分
野
、
宇
宙
分
野
と
も
に
、
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
点
で
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
特
に
宇
宙

分
野
は
、
挑
戦
し
続
け
ら
れ
る
と
い
う
環
境
が
す
ご
く
面
白
い
で
す

ね
。
宇
宙
事
業
の
ト
ッ
プ
を
走
る
の
は
、
や
は
り
経
済
力
の
あ
る
ア

メ
リ
カ
や
中
国
で
す
が
、
全
然
進
ん
で
い
な
い
国
も
多
い
。
そ
の
中

で
日
本
に
は
古
く
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
と
し
て
多
様

な
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
が
既
に
あ
る
の
で
、
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
大
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
宇
宙
と
Ｉ
Ｔ
を
掛
け
合
わ
せ
、

ま
だ
世
界
で
実
現
し
て
い
な
い
新
し
い
宇
宙
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
創

出
し
て
い
く
に
は
も
っ
と
実
行
力
が
必
要
だ
と
考
え
、
今
年
か
ら
海

外
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
学
し
て
勉
強
中
で
す
。

—
—

原
動
力
は
何
で
す
か
。

世
古 

学
生
時
代
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
き
方
に
関
心
が
あ
り
ま
し

た
が
、
変
わ
ら
な
い
の
は
日
本
へ
の
思
い
で
す
。
今
の
私
と
い
う
人

間
を
形
成
し
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
日
本
。
そ
の
大
好
き
な
日
本
に

貢
献
し
、
こ
の
国
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。
同
志

社
人
と
し
て
も
、
多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
活
躍
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

—
—

同
志
社
人
の
活
躍
と
い
え
ば
２
０
２
４
年
１
月
、
生
命
医
科
学
部

の
渡
辺
公
貴
教
授
ら
が
開
発
し
た
世
界
最
小
の
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト

「
Ｓソ

ラ

キ

ュ

ー

Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
」
が
、
月
面
着
陸
と
月
面
撮
影
に
日
本
製
と
し
て
初
め

て
成
功
し
ま
し
た
。
あ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
ど
う
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

世
古 

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
月
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
そ
の
先
に
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Interview
あ
る
も
の
を
考
え
る
と
、
と
て
も
心
が
躍
り
ま
す
。
月
面
探
査
を
行

う
企
業
は
、
そ
の
先
に
宇
宙
空
間
で
産
業
革
命
を
起
こ
し
て
い
こ
う

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
地
球
上
で
で
き
な
く

て
も
宇
宙
で
は
可
能
な
事
が
あ
る
し
、
地
球
に
は
な
い
鉱
物
が
宇
宙

に
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
石
油
の
代
わ
り
に
な
る

も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
で
も
月
面
探
査
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
は
、
多
く
の
企
業
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
月
を
走
る
車
を
開
発
し
て
い
た
り
、
ゼ
ネ
コ
ン
が
月
に
建
物

を
造
る
準
備
を
し
て
い
た
り
。
だ
か
ら
今
回
の
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ-

Ｑ
の
成

功
は
、
月
面
活
動
の
最
初
の
手
が
か
り
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
す

ご
い
で
す
。
今
後
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

—
—

志
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

世
古 

日
本
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
挑
戦
と
成

長
を
続
け
る
こ
と
で
す
。

—
—

同
志
社
で
過
ご
さ
れ
た
日
々
も
、
そ
こ
へ
関
係
し
て
い
ま
す
か
。

世
古 

自
由
主
義
の
中
で
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
自
由
・
自
治
・
自
立
の
精
神
を
同
志
社
で
育
て
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
私
の
コ
ア
な
部
分
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

自
由
と
は
制
限
の
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
良
心
に
基
づ
い
た
も
の
。

そ
れ
が
自
分
を
律
す
る
力
に
な
り
、
挑
戦
の
原
動
力
に
な
り
、
社
会

に
出
た
と
き
人
か
ら
も
信
用
し
て
い
た
だ
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
知
り
合
っ
た
友

人
た
ち
の
活
躍
を
お
り

に
触
れ
て
知
る
こ
と
も
、

支
え
や
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

—
—

読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

世
古 

社
会
で
得
た
多
く
の
経
験
を
通
じ
て
、
今
の
自
分
が
あ
り
ま

す
。
変
わ
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ア
な
部
分
、
つ
ま
り
志
は

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
志
が
あ
る
か
ら
こ

そ
行
動
指
針
が
あ
り
、
困
難
に
直
面
し
て
も
自
分
を
支
え
る
力
に
な

る
。
強
い
意
志
と
情
熱
を
注
ぎ
続
け
な
が
ら
、
一
貫
し
て
進
め
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

—
—

い
つ
か
宇
宙
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

世
古 

行
っ
て
み
た
い
で
は
な
く
、
行
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

既
に
日
本
の
旅
行
会
社
も
宇
宙
旅
行
の
事
業
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
の
技
術
が
問
題
な
く
発
展
す
れ
ば
、
宇
宙
旅
行
は
特
に
難
し
い
も

の
で
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

—
—

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
５
年
１
月
10
日
、
東
京
に
て
）
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　　　　　　　　　　私の志
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小こ

西に
し

鼓こ

子こ
さ
ん
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

社
会
問
題
に
関
心
を
抱
い
た
こ
と
を
契
機
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
し
、
夢
を
叶

え
た
卒
業
生
を
紹
介
し
ま
す
。
京
都
に
生
ま
れ
、
富
山
と
い
う
新
た
な
土
地
で

受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
努
力
を
重
ね
、
今
で
は
多
く
の
視
聴
者
か
ら
応
援
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
大
き
な
夢
を
目
指
し
て
精
進
す
る
日
々
を
伺

い
ま
し
た
。

い
つ
か
は
報
道
番
組
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に

武
器
に
も
凶
器
に
も
な
る「
言
葉
」と 

真
摯
に
向
き
合
う
放
送
人

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
学
び
を
契
機
に

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
へ
の
道
を
志
す

—
—

同
志
社
女
子
中
・
高
校
の
ご
出
身
で
す
。
商
学
部
と
い
う
選
択

も
含
め
て
志
望
動
機
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
西 

自
宅
が
と
て
も
近
か
っ
た
の
も
大
き
な
理
由
で
す
が
、
小
学

生
の
と
き
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
文
化
祭
に
行
き
、
栄
光
館
の
品

格
や
、
先
輩
た
ち
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
商
学
部
を
選
ん
だ
の
は
、
同
じ
く
本
学
商
学
部
の
卒
業
生
だ
っ

た
祖
父
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
部
の
歴
史
が

１
０
０
年
以
上
あ
っ
て
横
の
つ
な
が
り
が
強
い
し
、
い
ろ
ん
な
ジ
ャ

私の
志

8



　　　　　　　　　　私の志

Interview
ン
ル
に
挑
戦
で
き
て
視
野
が
広
が
る
か
ら
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

—
—

大
学
で
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
に
興
味
を
持
っ
て
学
ば
れ
ま
し
た
か
。

小
西 
金
融
で
す
。
実
家
の
近
く
に
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
が

あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
ま
た
活
気
あ
る
商
店
街
に
戻
せ
る
か
と
い
う
課

題
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
五
百
旗
頭
真
吾
教
授
の
金
融
ゼ
ミ
に
所

属
し
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
他
大
学
を
交
え
て
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
な
ど
で
大
い
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
志

社
で
は
中
学
か
ら
大
学
ま
で
を
通
じ
て
、
自
由
な
校
風
の
中
で
自
分

の
「
好
き
」
を
伸
ば
せ
た
と
思
い
ま
す
。
今
も
中
高
の
事
務
室
や
大

学
の
研
究
室
を
訪
ね
る
と
先
生
が
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
自
分

の
居
場
所
の
一
つ
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

—
—

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
西 

小
学
生
の
と
き
皆
の
前
で
話
す
機
会
が
あ
り
、
保
護
者
の

方
々
か
ら
ほ
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
人
前
で
話
す
の

が
好
き
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
を
読

む
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
姿
も
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
高
校
２
年
の
と
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
授
業
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
同
志
社
女
学
校
を
卒
業

さ
れ
た
井
深
八
重
さ
ん
が
、
い
っ
た
ん
ハ
ン
セ
ン
病
と
誤
診
さ
れ
、

の
ち
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
救
済
に
生
涯
を
捧
げ
た
と
い
う
話
で
す
。

そ
の
後
、
有
志
で
東
京
の
多た
ま
ぜ
ん
し
ょ
う
え
ん

磨
全
生
園
と
い
う
国
立
療
養
所
に
行
き
、

ハ
ン
セ
ン
病
を
経
験
さ
れ
た
方
た
ち
に
お
話
を
伺
う
な
ど
し
て
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
自
分
た

ち
が
苦
し
ん
だ
事
実
を
メ
デ
ィ
ア
は
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
く
れ
て
い
な

い
、
あ
る
い
は
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
き
ち
ん
と
伝
え
き
れ
て
い
な

い
と
い
う
、
当
事
者
の
方
々
の
声
で
し
た
。
そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
と
い

う
の
は
隠
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
だ
な
と
疑
問
を
持
っ
た
ん
で
す

ね
。
自
分
が
そ
れ
を
掘
り
起
こ
し
、
自
分
の
言
葉
で
伝
え
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
本
格
的
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
、
大
学
１
年
の
冬
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
養
成
学
校

に
通
い
ま
し
た
。
他
に
も
京
都
府
茶
協
同
組
合
の
宇
治
茶
レ
デ
ィ
と

い
う
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
話
す
こ
と
に
慣
れ
る

機
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

—
—

先
ほ
ど
収
録
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
稿
を
ほ
ぼ

見
る
こ
と
な
く
、
自
在
に
時
間
調
整
を
し
な
が
ら
見
事
な
Ｍ
Ｃ
を
さ

れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
度
胸
が
お
あ
り
な
の
で
し
ょ
う
か
。

小
西 

ど
う
で
し
ょ
う
（
笑
）。
中
学
時
代
、
生
徒
会
長
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
選
挙
で
は
全
校
生
徒
の
前
で
演
説
を
し
た
の
で
、

あ
れ
で
度
胸
が
つ
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
立
候
補
し
た
の
は
、

仲
の
良
か
っ
た
先
輩
が
生
徒
会
長
を
さ
れ
て
い
て
、
文
化
祭
や
体
育

祭
な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
姿
が
か
っ
こ
い
い
な
と
思

っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
同
志
社
女
子
中
・
高
で
は
、
学
校
行
事
は
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す
。
皆
が
す
べ
て
の
役
割
を
分
担
す

る
の
で
、
社
会
で
今
も
多
く
見
ら
れ
る
、
性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思

い
込
み
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
共
学
に
行
っ
て
い
た
ら
、
私
の

性
格
も
少
し
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
女
子
校
を
選
ん
で
、

私
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
自
分
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
情
報
・
ニ
ュ
ー
ス
を

選
び
抜
い
た
言
葉
で
届
け
た
い

—
—

現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
番
組
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
西 

情
報
番
組
「
ミ
タ
イ
ノ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
の
Ｍ
Ｃ
、
朝
の
情
報
番

組
「TH

E TIM
E,

」
の
中
継
リ
ポ

ー
タ
ー
、
お
盆
と
お
正
月
に
放
映
す

る
「
柴
田
理
恵
認
定
！
ゆ
る
ゆ
る
富

山
遺
産
」
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
も
や
っ

て
い
ま
す
。
あ
と
は
夕
方
の
「
ニ
ュ

ー
ス
６
」
で
の
中
継
や
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
中
継
で
は
、

自
分
で
ど
ん
な
内
容
に
す
る
か
ネ
タ

を
考
え
て
、
ア
ポ
を
取
り
、
中
継
原
稿
や
テ
ロ
ッ
プ
を
作
成
。
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。

—
—

地
域
の
文
化
や
人
間
関
係
と
密
接
に
関
係
す
る
「
言
葉
」
を
扱

う
お
仕
事
で
す
。
課
題
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

小
西 

こ
れ
は
入
社
し
て
3
年
目
が
過
ぎ
た
あ
た
り
に
言
わ
れ
た
の

で
す
が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
く
て
来
た
の
だ
か
ら
1
年
く
ら

い
い
た
ら
す
ぐ
辞
め
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
弱
音
を
吐
か
ず
頑

張
っ
て
い
て
意
外
と
根
性
あ
る
ん
だ
ね
、
と
（
笑
）
普
段
厳
し
い
カ

メ
ラ
マ
ン
が
ぼ
そ
っ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ど
こ
か
や
っ
と
認
め
て
も

ら
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
か
ら
も
こ
こ
ち
ゃ
ん

～
！
い
つ
も
テ
レ
ビ
見
て
応
援
し
て
る
よ
～
と
、
街
や
お
店
な
ど
で

声
を
か
け
て
も
ら
う
こ
と
が
と
て
も
増
え
て
、
5
年
前
は
知
り
合
い

が
一
人
も
い
な
か
っ
た
こ
の
土
地
で
こ
ん
な
に
多
く
の
人
に
応
援
し

て
も
ら
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
嬉
し
い
な
と
。
私
も
そ
の
声
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
で
車
を
運
転
し
て
富
山
県
内
を
隅
々
ま
で
訪

れ
、
勉
強
し
ま
し
た
。
今
で
は
京
都
よ
り
詳
し
く
な
っ
た
ぐ
ら
い
で

す
。

—
—

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
西 

例
え
ば
今
日
は
８
時
半
に
出
社
し
て
、
９
時
か
ら
「
ミ
タ
イ

ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
冠
コ
ー
ナ
ー
「
コ
コ
の
太
鼓
判
」
の
ロ
ケ
に

行
き
、
会
社
に
戻
っ
た
の
が
12
時
半
で
す
。
そ
こ
か
ら
軽
く
ご
飯
を

食
べ
、
13
時
か
ら
は
「
ミ
タ
イ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
台
本
を
自
分

で
考
え
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
観
て
感
想
を
ま
と
め
な
が
ら
時
間
内
に
収
め
る

作
業
と
練
習
を
し
て
、
15
時
か
ら
収
録
。
16
時
か
ら
は
各
番
組
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
収
録
し
、
19
時
半
に
退
社
予
定
で
す
。「TH

E 
TIM

E,

」
の
中
継
が
７
時
45
分
か
ら
あ
る
と
き
は
、
深
夜
２
時
に
会

社
に
集
合
後
、
現
場
へ
行
っ
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
か
ら

の
修
正
要
請
に
、
そ
れ
こ
そ
本
番
１
分
前
ま
で
対
応
し
ま
す
。

—
—

現
在
の
や
り
が
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
西 
自
分
で
取
材
に
行
っ
て
原
稿
を
書
き
、
テ
ロ
ッ
プ
を
発
注
し

て
映
像
編
集
な
ど
も
行
い
ま
す
。
大
変
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
「
小

西
さ
ん
に
取
材
し
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
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　　　　　　　　　　私の志

Interview

こ
と
が
あ
る
と
、
自
分
の
思
い
が
伝

わ
る
感
じ
が
し
て
、
続
け
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

—
—

今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。

小
西 

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
ハ
ン
セ

ン
病
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
、

改
め
て
取
材
し
た
い
と
思
い
続
け
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
人
権
が
無
視

さ
れ
、
ど
れ
だ
け
悲
惨
だ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
に
ち
ゃ
ん
と
光
を
当
て
て

報
道
し
た
い
。
も
と
も
と
社
会
問
題

に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
テ
レ
ビ
局
に
入

り
ま
し
た
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で
、
女
性
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
や
わ
ら
か
い
素
材
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
そ
の

よ
う
な
枠
を
乗
り
越
え
て
、
い
つ
か
は
帯
で
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
こ
の
人
に
中
継
を
さ
せ

れ
ば
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
で

す
。

—
—

志
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
西 

自
分
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
事
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

そ
う
い
う
私
を
見
て
い
た
だ
き
、
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
は
番
組
制
作
の
、
い
わ
ば
最
後
の
関
門
で
す
。
記
者
、
カ

メ
ラ
マ
ン
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ

の
仕
事
の
最
後
に
、
非
常
に
大
切
な

部
分
を
担
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
全
員
の
思
い
を
背
負
っ
て
私
が

代
弁
す
る
と
い
う
意
識
を
毎
日
欠
か

さ
ず
持
ち
、
カ
メ
ラ
の
前
に
立
つ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
の
チ
ョ
イ
ス
に

真
摯
で
あ
り
た
い
で
す
。
こ
れ
を
話

し
て
傷
つ
く
人
が
い
な
い
か
も
含
め
、

絶
対
に
一
度
は
考
え
て
か
ら
言
葉
を

発
し
た
い
。
例
え
ば
１
年
目
の
と
き
、

富
山
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
の
ど
か
さ
を
伝
え
る
言
葉
を
私
が
発
し

た
際
、
周
囲
の
空
気
が
ピ
リ
つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
失

礼
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
発
し
た
言
葉
で
も
、
聞
く
人
に
よ
っ
て

そ
う
は
受
け
取
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
は
良
い
意
味
で
の

武
器
に
も
な
れ
ば
、
凶
器
に
も
な
り
得
ま
す
。
慎
重
に
使
わ
な
け
れ

ば
と
、
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。

—
—

読
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
西 

こ
の
春
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
歴
６
年
目
に
入
り
ま
す
。
原
動
力

は
常
に
視
聴
者
の
方
々
か
ら
の
反
応
で
す
。
修
正
す
べ
き
点
も
良
か

っ
た
点
も
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
志
は
い
つ
も
高
く
持
ち
、

高
み
を
目
指
し
て
挑
戦
と
進
化
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
２
５
年
１
月
14
日
、
富
山
市
に
て
）
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座談会座談会  特集座談会

同志社大学では、同志社大学環境宣言を定め、教育・研究・社会貢献にかか
わる全ての活動の環境影響を改善するために、環境マネジメント活動を推進し
て地球環境との調和を目指している。また、その上位の目標として、地球全体
の国際的な目標であるＳＤＧｓがある。ここでは、地球温暖化や生物多様性の
保全といった環境課題のほか、多様な社会的課題が環境の課題として提示され
ている。

本座談会では、広く環境への教育活動や取り組み、考えについて意見を交換
することで、読者に「環境」を身近に感じてもらい、今一度自分事として「環
境」を認識してもらうきっかけとなることを目指した。併せて、異なる教育課
程の教員が互いの取り組みを学ぶことで、今後の教育、研究の発展について展
望を語り合った。

◆特◆集

同志社の環境教育を考える

同
志
社
大
学	

理
工
学
部	

教
授

　

赤
尾
聡
史　

元
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校	

理
科
教
諭

　

田
邉
利
幸　

同
志
社
女
子
大
学	

学
芸
学
部	

教
授

　

髙
木
毬
子　

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校	

理
科
教
諭

　

古
本
大　
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特
集

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
で

環
境
問
題
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

赤
尾
●
本
学
で
は
同
志
社
大
学
環
境
宣
言
を
定
め
、
教
育
・
研
究
・

社
会
貢
献
に
関
わ
る
す
べ
て
の
活
動
の
環
境
影
響
を
改
善
す
る
た
め

に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
推
進
し
、
地
球
環
境
と
の
調
和
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
環
境
宣
言
を
定
め
る
動
機
と
な
る
の
が
、
も
う

一
つ
上
の
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。
こ
こ
で
は
地
球
温
暖
化
や

生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た
環
境
問
題
以
外
に
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

フ
リ
ー
な
ど
多
様
な
社
会
的
課
題
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
今
回
の
座
談
会
で
は
広
く
環
境
へ
の
教
育
活
動
や
考

え
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
将
来
的
に
は
読
者
の
皆
様
に
環
境
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
自
分
事
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
記
事
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
異
な

る
教
育
課
程
の
教
員
が
互
い
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ
と
で
、
今
後
の

教
育
、
研
究
の
発
展
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
自
己
紹
介
の

後
、
現
在
の
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
。
私
は
理
工
学
部
の
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
か
ら
生
態
系
、
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
環
境
技
術
ま
で
、
地

球
と
人
間
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
環
境
シ
ス
テ
ム
を
探
る
学
科
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
地
球
科
学
、
高
校
で
言
う
と
地
学
を
ベ
ー
ス
と
し

て
い
ま
す
。
広
く
地
球
上
の
環
境
の
成
り
立
ち
を
学
ん
だ
上
で
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
多
く
行
い
、
現
在
地
球
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
生

態
系
、
あ
る
い
は
我
々
の
生
活
環
境
な
ど
社
会
シ
ス
テ
ム
を
学
び
、

さ
ら
に
省
資
源
、
創
資
源
な
ど
の
科
学
技
術
を
学
び
ま
す
。
私
個
人

は
環
境
衛
生
工
学
を
専
門
と
し
、
廃
棄
物
処
理
、
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
衛
生
工
学
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
農
産
業
地
域
で
発
生

す
る
廃
棄
物
、
あ
る
い
は
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
活
用
に
関
す

る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

髙
木
●
私
は
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
メ
デ
ィ
ア
創
造
学
科
で
教

え
て
い
ま
す
。
文
字
を

使
っ
た
表
現
に
始
ま
り
、

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
や
本

の
装
丁
を
専
門
と
し
て

い
ま
す
。
約
20
年
前
か

ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
を
ツ
ー
ル
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
な
ど
多
様
な

赤尾 聡史 
同志社大学 理工学部 教授
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問
題
を
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
内
容
を
授
業
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
専
門
性
が
高
い
内
容
ほ
ど
専
門
外
の
人
に
は
分
か
り
に
く
く
な

る
も
の
で
す
が
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
専
門
性
の
高
い
内
容

を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
表
現
し
、
形
に
翻
訳
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
の
座
談
会
に
招
い
て
い
た
だ
い
た
き
っ
か
け
は
、
学

芸
学
部
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。
こ
れ
は
本
学
部
の
３

つ
の
学
科
を
横
断
し
て
、
毎
年
度
異
な
る
テ
ー
マ
で
課
題
に
取
り
組

む
科
目
で
す
。
私
が
２
０
２
２
年
に
こ
の
科
目
を
受
け
継
い
だ
と
き
、

３
年
間
続
け
て
担
当
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
意
義

の
あ
る
テ
ー
マ
を
３
年
間
扱
い
、
次
の
先
生
に
さ
ら
に
内
容
を
発
展

さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
、
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く
「
環
境
」
を
軸
に

置
き
ま
し
た
。
１
年
目
は
「
環
境
×
食
」、
２
年
目
は
「
環
境
×
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」、
３
年
目
は
「
環
境
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
、

少
し
ず
つ
テ
ー
マ
を
移
行
し
て
企
画
を
続
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
消
費
活
動
を
促
す
よ
う
な
媒

体
で
し
た
。
今
後
は
地
球
上
に
私
た
ち
が
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、

も
う
少
し
地
球
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
付
き
合
い
方
を
考
え
、
そ
れ

を
発
信
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生

に
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ン
テ
ィ
オ
ー
ク
大

学
でEnvironm

ental Ethics

を
学
ん
で
も
い
ま
す
。

赤
尾
●
環
境
倫
理
で
す
ね
。

髙
木
●
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
非
常
に
楽
し
く
、
学
生
に
伝
え
続
け
る

力
に
な
っ
た
り
、
自
分
の
研
究
に
役
立
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
週

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
先
住
民
た
ち
が
今
ど

の
よ
う
に
環
境
危
機
と
向
き
合
っ
て
い
る
か
、
現
在
私
た
ち
が
普
通

と
思
っ
て
い
る
事
が
ど
れ
だ
け
異
常
な
の
か
な
ど
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
気
に
な
っ
た
の
が
、
私
た
ち

は
今
、
知
識
も
学
問
も
消
費
物
の
一
つ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
い
う

発
言
で
し
た
。
ま
さ
に
そ
う
思
い
ま
す
。
良
い
と
さ
れ
る
大
学
を
卒

業
し
さ
え
す
れ
ば
、
良
い
職
業
を
見
つ
け
ら
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て

し
ま
い
、
学
問
そ
の
も
の
を
大
事
に
し
て
い
な
い
。
で
す
か
ら
環
境

倫
理
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
今
の
暮
ら
し
を
改
め
て
問
い

返
す
と
い
う
、
非
常
に
重
要
な
事
も
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

学
内
の
自
然
ツ
ア
ー
や
学
内
探
訪
ブ
ロ
グ
で

生
徒
の
視
野
を
広
げ
る

赤
尾
●
先
住
民
の
暮
ら
し
を
知
り
、
視
点
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
田
邉
先
生
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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田
邉
●
私
の
学
生
時
代

は
、
京
都
の
宇
治
田
原

か
ら
福
井
県
名
田
庄
村

に
か
け
て
分
布
す
る
丹

波
帯
と
い
う
地
層
で
、

放
散
虫
と
い
う
小
さ
な

化
石
を
も
と
に
地
質
調

査
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
同
志
社
中
学

校
で
41
年
間
、理
科
を
教
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
、「
な
べ
や
ん
の『
学

内
探
訪
』」
を
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
連
載
し
て
い
ま
す
。
学

内
の
花
や
樹
木
の
そ
ば
を
子
ど
も
た
ち
が
素
通
り
す
る
の
を
見
て
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
幅
広
い
見
方
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
、
学
内
の

自
然
環
境
を
伝
え
始
め
た
も
の
で
す
。
内
容
は
動
植
物
の
ほ
か
、
建

築
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
テ
ー
マ
を
探
し
て
学
内
を
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
し
ま
す
が
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
こ
そ
、
子
ど
も

た
ち
が
環
境
問
題
を
学
ぶ
と
き
の
中
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
学
校
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
深
泥
池
水
生
生
物

研
究
会
に
所
属
し
て
、
氷
河
期
時
代
か
ら
の
動
植
物
保
護
の
た
め
、

特
に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
外
来
動
植
物
を
駆
除
す

る
活
動
を
２
年
ほ
ど
し
て
い
ま
す
。

古
本
●
私
が
同
志
社
香
里
中
学
校
に
着
任
し
た
と
き
、
校
内
に
大
木

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
感
嘆
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
自
然
保
護

に
関
心
が
あ
り
、
大
学
で
も
生
態
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
こ

の
学
校
の
自
然
環
境
を
利
用
し
た
教
育
に
希
望
を
持
ち
ま
し
た
。
最

初
は
校
内
に
生
え
て
い
る
植
物
を
採
集
し
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
を

持
っ
て
図
書
館
へ
行
き
、
図
鑑
を
開
い
て
調
べ
さ
せ
、
植
物
の
分
類

や
生
態
を
学
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
も
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た

際
、
教
科
書
を
読
ん
で
い
る
と
「
群
系
」
と
い
う
言
葉
が
目
に
留
ま

り
ま
し
た
。
平
均
気
温
や
降
水
量
な
ど
が
似
通
っ
た
自
然
環
境
下
で

ど
ん
な
植
物
が
育
つ
の
か
と
い
う
、
分
類
単
位
の
こ
と
で
す
。
そ
れ

を
理
解
さ
せ
る
た
め
生
徒
と
共
に
学
校
の
樹
木
な
ど
を
観
察
し
な
が

ら
、
例
え
ば
オ
リ
ー
ブ
や
ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
を
見
て
、
大
阪
と
気
温
や

降
水
量
が
似
て
い
る
地
中
海
性
気
候
を
考
え
る
、
あ
る
い
は
亜
熱
帯

に
も
育
つ
植
物
を
見
て
亜
熱
帯
気
候
を
感
じ
よ
う
と
い
う
話
を
し
ま

す
。
夏
休
み
は
磯
採
集
に
行
か
せ
、
岩
場
の
生
き
物
を
観
察
さ
せ
ま

す
。
同
時
に
漂
着
物
を
見
て
、
環
境
破
壊
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問
題

を
身
近
に
捉
え
て
も
ら
う
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
も
の
を
見
せ
、
感

じ
さ
せ
て
、
授
業
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

田
邉
●
私
も
校
内
で
岩
石
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

田邉 利幸 
元同志社中学校・高等学校 理科教諭
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学
内
に
あ
る
多
様
な
岩
石
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
、
よ
り
身
近
な

も
の
と
し
て
岩
石
を
考
え
る
活
動
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
中

で
み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
発
揮
し
、
こ
ち
ら
の
想
定
以
上
の
発
見
を

し
て
い
ま
す
。

現
実
の
危
機
的
状
況
だ
け
で
な
く
希
望
を
感
じ
さ
せ

自
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
る

赤
尾
●
私
も
「
学
内
探
訪
」
の
記
事
を
何
本
か
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
は
小
さ
な
事
で
も
、
記
事
に
な
り
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
に
大
き
な
存
在
に
な
っ
て

人
の
気
持
ち
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
す
ね
。
伝
え
る
プ
ロ
セ
ス
は
非
常

に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
、
髙
木
先
生
も
環
境
問
題
を
伝

え
る
際
、
重
視
し
て
い
る
事
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

髙
木
●
伝
え
方
と
い
う
の
は
本
当
に
難
し
い
で
す
。
特
に
温
暖
化
現

象
や
絶
滅
危
惧
種
に
関
す
る
問
題
な
ど
は
伝
え
に
く
い
で
す
。
地
球

の
生
態
系
が
今
後
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
よ
り
崩
れ
た
場
合
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
い
ろ
ん
な
心
配
も
あ
る
中
で
、
無
視
し
て

は
い
け
な
い
危
機
で
あ
る
こ
と
を
忠
告
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ

け
希
望
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
性
が
非
常
に
難
し

い
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
楽
観
視
は
も
は
や
で
き
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
私

た
ち
は
来
て
い
ま
す
。
伝
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
例
え
ば
テ
レ
ビ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
よ
う
に
、
現
状
を
そ
の
ま
ま
見
せ
て
デ
ィ

ス
ト
ピ
ア
的
に
相
手
に
伝
え
て
し
ま
う
と
、
自
分
に
は
何
も
で
き
な

い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
せ
て
し
ま
う
。
で
す
か
ら
私
は
ゼ
ミ
で
学
生

と
話
す
際
は
、
で
き
る
だ
け
ユ
ー
モ
ア
を
入
れ
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
性

の
高
い
も
の
を
見
せ
た
り
し
ま
す
。
残
酷
で
気
持
ち
悪
い
表
現
を
す

る
と
、
や
は
り
人
は
怖
く
な
っ
て
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

赤
尾
●
先
生
の
ご
専
門
で
あ
る
本
の
装
丁
も
、
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。

髙
木
●
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
く
作
業
は
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
行

い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
し
、

前
の
ペ
ー
ジ
に
戻
っ
た

り
先
へ
飛
ば
し
た
り
も

で
き
る
。
そ
う
い
う
可

能
性
も
含
め
て
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
持
た
せ
、
重

要
な
事
を
デ
ザ
イ
ン
で

伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

髙木 毬子 
同志社女子大学	学芸学部 教授

16



特
集

ま
す
。

赤
尾
●
私
は
水
の
問
題
を
扱
う
学
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
危
険

性
を
煽
っ
て
ば
か
り
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
確
か
に
今
の
ま
ま
で
は
環
境
に
危
険
が
及
ぶ
可
能
性
は

あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
に
か
狼
少
年
的
に
な
り

は
し
な
い
か
と
。
大
事
な
こ
と
は
「
不
安
を
煽
る
」
こ
と
で
は
な
く
、

「
正
し
く
伝
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
で
も

相
手
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
受
け
手
の
ペ
ー
ス
で
理
解
を
進
め
て
も

ら
う
と
い
う
お
話
は
非
常
に
納
得
で
き
ま
し
た
。
私
が
社
会
に
出
た

頃
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
代
表
さ
れ
る
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
問
題
が
真
っ

盛
り
で
し
た
。
し
か
し
今
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
焼
却
炉
か
ら
出
た
も

の
が
中
心
な
の
で
は
な
く
、
農
薬
か
ら
出
た
も
の
が
環
境
中
に
広
ま

っ
た
の
だ
と
い
う
説
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
は
ま
だ
分
か

ら
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に

就
任
し
、
今
後
は
温
暖
化
懐
疑
論
が
高
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

よ
う
な
中
で
環
境
問
題
を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
は
難
し
い
課
題
で
す

ね
。

髙
木
●
例
え
ば
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
使
い
捨
て
る
た
め
に
発
明
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
長
持
ち
す
る
素
材
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
で
は
使
い
捨
て
商
品
に
多
く
使
わ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
体
内
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が

国
際
的
な
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
変
化
を
、
い
か
に
上
手
に
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

結
局
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
問
題
は
繋
が
っ
て
お
り
、
連
携

し
て
い
る
の
で
す
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
環
境
×
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
を
取
り
上
げ
た
と
き
も
、
一
見
別
々
の
課
題
に
思
え
ま
す
。

た
だ
し
、
両
者
は
大
い
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
人
類
の
半
数
に
対
等

な
知
識
を
与
え
な
い
こ
と
は
、
人
類
の
半
分
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
政
治
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
性
差
別
は
か
な
り
怖
い
こ
と
な
の
で
す
。
環
境
に
与
え

る
影
響
を
知
ら
ず
、
毎
日
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃
料
代
わ
り
に
燃
や
し

て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
女
性
た
ち
も
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
有
害
物

質
も
発
生
し
ま
す
。
ゼ
ミ
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
を
一
つ
紹
介
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
は
何
で
も
安
く
買
え
ま
す
が
、

そ
の
１
０
０
円
は
実
際
の
値
段
な
の
で
し
ょ
う
か
。
資
源
を
持
ち
出

す
と
こ
ろ
か
ら
商
品
の
製
作
、
運
送
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
広
告
な

ど
店
舗
に
並
ぶ
ま
で
を
学
生
に
調
べ
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
学
生
は

多
く
の
気
づ
き
を
も
た
ら
せ
、
自
分
に
繋
げ
て
い
け
ま
す
。
そ
う
い

う
視
点
を
学
生
に
教
え
て
い
ま
す
。

田
邉
●
学
生
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
創
作
し
て
も
ら
う
際
、
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実
際
の
動
植
物
な
ど
を
観
察
し
て
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
す
と
い
う
作
業

を
す
る
の
で
す
か
。

髙
木
●
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
に
用
い
る
色
を
、
ナ
ス
の
皮

や
ヘ
タ
を
用
い
た
り
石
を
削
っ
た
り
し
て
、
自
分
で
染
色
や
、
イ
ン

ク
を
つ
く
る
実
験
を
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。

田
邉
●
大
切
な
事
で
す
ね
。
中
学
生
に
ニ
ワ
ト
リ
の
絵
を
描
き
な
さ

い
と
い
う
問
題
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
4
本
足
の
ニ
ワ
ト
リ
を
描
く
子

が
い
ま
し
た
。
自
然
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
た
り
本
質
を
つ
か
ん
だ

り
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
実
際
の
自
然
物
を
ど
れ
だ
け
し
っ

か
り
観
察
す
る
か
が
勝
負
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
50
年
以

上
前
か
ら
、
点
描
に
よ
る
精
密
ス
ケ
ッ
チ
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
昆
虫

や
植
物
の
葉
っ
ぱ
な
ど
を
す
べ
て
点
で
描
か
せ
る
の
で
す
。
小
豆
、

大
豆
、
落
花
生
の
栽
培
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
解
剖
、
岩
石
標
本
の
制
作

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
授
業
で
本
物
の
自
然
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

な
課
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
実
物
主
義
教
育
で
す
。

自
分
で
気
づ
き
を
得
る
よ
う
促
す
の
が
環
境
教
育

赤
尾
●
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
、
私
の
中
で
繋
が
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
中
学
や
高
校
で
行
っ
て
お
ら
れ
る
自
然
観
察
で
は
、
自
然
を

感
覚
的
に
認
識
し
理
解
す
る
。
髙
木
先
生
の
お
話
で
は
、
環
境
問
題

は
さ
ま
ざ
ま
に
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
一
つ
を
題
材
に
取
り
上

げ
、
そ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
事
を
認
識
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
感
性

で
消
化
し
表
現
す
る
こ
と
で
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
。
我
々
に
は

な
い
観
点
で
す
が
、
認
識
し
て
い
く
過
程
と
い
う
意
味
で
は
、
両
者

に
は
共
通
項
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
目
を
養
う
の
が
環
境

教
育
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
自
然
へ
の
気
づ
き
に
せ
よ
、
我
々

の
社
会
の
ち
ょ
っ
と
し
た
歪
み
の
気
づ
き
に
せ
よ
、
気
づ
く
こ
と
が

非
常
に
重
要
な
の
か
な
と
、
自
分
な
り
に
納
得
し
ま
し
た
。

古
本
●
学
校
の
畑
で
、
生
物
部
と
一
緒
に
カ
ボ
チ
ャ
を
育
て
て
い
ま

す
。
夏
の
猛
暑
日
に
観
に
い
く
と
葉
が
萎
れ
て
い
る
。
夕
方
涼
し
く

な
っ
て
か
ら
水
や
り
を
し
よ
う
と
指
導
し
た
と
こ
ろ
、
誰
も
ま
だ
水

や
り
を
し
て
い
な
い
の
に
、
夕
方
に
な
る
と
シ
ャ
キ
ッ
と
元
に
戻
っ

て
い
る
。
翌
日
も
同
じ
で
し
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
と
、
生
物
部
で
研
究

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
で

も
そ
れ
を
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
事
に
気
づ
い
て
い
く

上
で
大
切
な
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

赤
尾
●
そ
う
い
う
気
づ
き
が
、
将
来
的
に
は
問
題
解
決
の
き
っ
か
け

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
気
づ
く
こ
と
は
勉
強
に
お
い
て
も
社

会
に
出
た
後
も
、
ず
っ
と
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
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田
邉
●
解
剖
学
者
の
養
老
孟
司
さ
ん
が
興
味
深
い
話
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
る
大
学
の
講
義
で
、
水
の
入
っ
た
コ
ッ
プ
に
イ
ン
ク
を
落
と

し
た
。
し
ば
ら
く
経
つ
と
色
が
消
え
た
。
ど
う
い
う
原
理
な
の
か
と

学
生
に
聞
く
と
、
分
子
運
動
を
考
え
る
の
で
は
な
く
「
そ
う
い
う
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
答
え
た
そ
う
で
す
。
１
０
０
円
シ
ョ

ッ
プ
の
商
品
の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
授
業
も
、
気
づ
き
の
た
め
の
教
育

で
す
よ
ね
。「
そ
う
い
う
も
の
だ
」
と
い
う
思
考
停
止
で
は
な
く
、

ル
ー
ト
を
た
ど
る
学
習
は
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
あ
ら
ゆ
る
段
階

で
有
効
で
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
情
報
が
あ
ふ
れ
か
え
る
時
代
に
、

一
つ
の
現
象
に
つ
い
て
多
面
的
に
見
る
と
い
う
作
業
は
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

創
造
性
・
共
感
性
・
良
心
を
育
む

髙
木
●
そ
れ
は
創
造
性
の
話
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
頭
で
考
え
、
創
造
す
る
力
で
す
。
例
え
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ
た

情
報
を
「
ニ
ュ
ー
ス
」
だ
と
信
じ
る
若
い
人
た
ち
は
多
い
。
宣
伝
と

ニ
ュ
ー
ス
の
違
い
が
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
す
。
必
要
な
の
は
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
で
す
。
既
に
あ
る
解
答
の
通
り
に
答
え
る

の
は
Ａ
Ｉ
が
し
て
く
れ
る
の
で
、
人
間
と
し
て
は
違
う
も
の
を
学
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
こ
で
一
番
重
要
な
の
が
創
造
性
や

共
感
、
良
心
で
あ
る
と
、
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
思
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
自
然
観
察
も
大
切
で
す
が
、
そ
も
そ
も
「
環
境
」
と
「
自

然
」
と
い
う
ふ
う
に
言
葉
で
は
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
も
自

然
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
自
然
が
な
け
れ
ば
人
間
も
生
存
で
き
な
い

と
い
う
理
解
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
土
は
汚
い
、
虫
は
気
持
ち

悪
い
と
思
っ
て
い
る
若
い
人
や
子
ど
も
が
多
く
、
自
分
が
食
べ
る
物

は
ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
に
興
味
を
持
つ
子
ど
も
は
少
な
い
。
そ

れ
を
教
育
機
関
が
教
え
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
。
共
感
や
良
心
を
育

て
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
、
先
生
方
は
お
考
え
で
す
か
。

田
邉
●
例
え
ば
幼
稚
園
の
子
ど
も
な
ど
は
園
庭
に
転
が
っ
て
い
る
石

に
興
味
を
示
し
、
ポ
ケ

ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
帰

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
そ
の
ぐ
ら
い
の
子

ど
も
た
ち
は
、
自
分
も

自
然
の
一
部
で
あ
る
と

い
う
感
覚
を
持
ち
、
全

身
で
自
然
の
中
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
と

古本 大 
同志社香里中学校・高等学校 理科教諭
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き
一
緒
に
「
き
れ
い
な
石
だ
ね
」「
面
白
い
形
だ
ね
」
な
ど
と
言
っ

て
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
の
が
共
感
性
で
す
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
、
子

ど
も
た
ち
の
鋭
敏
な
感
覚
は
も
っ
と
育
っ
て
い
く
の
で
は
。
大
人
が

子
ど
も
に
共
感
す
る
余
裕
を
持
て
る
世
の
中
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
す
。

古
本
●
中
学
１
年
で
ツ
ル
グ
レ
ン
装
置
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ
て
、

ふ
る
い
の
中
の
土
壌
動
物
を
観
察
さ
せ
た
と
き
、「
む
ち
ゃ
か
っ
こ

い
い
虫
が
い
る
！
」
と
喜
ぶ
生
徒
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
ゴ
キ
ブ
リ

の
幼
虫
だ
よ
と
教
え
る
と
、
途
端
に
悲
鳴
を
上
げ
た
。
ゴ
キ
ブ
リ
と

い
う
生
き
物
に
対
し
て
は
こ
う
反
応
し
な
い
と
い
け
な
い
と
、
テ
レ

ビ
や
宣
伝
で
思
い
込
ま
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
取
捨
選
択
を
す
る

前
に
染
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
の
中
で
や
は
り
、

本
物
の
凄
さ
を
自
分
が
見
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
大
事
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
せ
て
感
じ
さ
せ
る
の
が
重
要
で
は

と
思
い
ま
す
。

社
会
的
共
通
資
本
の
考
え
方
を

「
ネ
ク
ス
ト
『
深
山
大
沢
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
入
れ

同
志
社
な
ら
で
は
の
視
点
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
た
い

赤
尾
●
今
は
便
利
な
世
の
中
で
す
。
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
が
当
た
り

前
の
世
代
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
と
、
我
々
は
気
づ
き
の
機
会
を

失
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
世
の
中
だ
か
ら
こ

そ
、
子
ど
も
た
ち
に
は
も
っ
と
気
づ
か
せ
、
工
夫
を
さ
せ
、
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
さ
せ
る
。
自
分
で
価
値
観
を
作
っ
て
い
く
時
間
が
必
要

で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
気
づ
き
を
育
ん
で
い
く
た
め
、
同
志
社
全
体

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
や
期
待
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

田
邉
●
資
本
主
義
の
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
す
る
と
き
、
企
業
が
儲

か
る
た
め
の
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
目
標
を
達
成
し

て
安
心
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
環
境
問
題
は
そ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う

疑
問
が
あ
る
。
哲
学
者
の
斎
藤
幸
平
氏
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
大
衆
の
ア

ヘ
ン
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
と

こ
ろ
に
安
住
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
。
経
済
学
の
宇
澤
弘
文
先
生
が

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
ら
れ
た
同
志
社
大
学
社
会
的
共
通
資
本
研
究
セ
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ン
タ
ー
で
は
、
社
会
的
共
通
資
本
と
は
「
人
間
的
に
魅
力
の
あ
る
社

会
を
安
定
し
て
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
社
会
的
装
置
の
こ

と
」
と
し
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
制
度
や
、
自
然
環
境
、
道
路
な
ど
の
社
会
基
盤
が
そ
う
で
す
。
今

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
て
同
志
社
大
学
全
体
で
は
、
未
来
の
あ
り
方
を
展

望
す
る
「
ネ
ク
ス
ト
『
深
山
大
沢
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
動
い
て
い

ま
す
。
私
は
宇
澤
先
生
の
社
会
的
共
通
資
本
の
発
想
を
深
山
大
沢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
、
何
か
が
変
わ
っ
て
く

る
の
で
は
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

髙
木
●
田
邉
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
企
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
は
多
い
で
す
。
17
の
到
達
目
標
の
一
つ
ず
つ
は
非
常
に
重
要
で

す
が
、
そ
も
そ
も
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
最

近H
um

an Suprem
acy

と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
人
間

が
主
権
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
精
神
の
こ
と
で
す
。
人
間
が
生
態
系

の
一
部
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
り
、
人
間
が

す
べ
て
の
上
に
立
つ
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
哲
学
者
の
斎
藤
幸
平
氏
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
と
て
も
危

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
自
然
に
触
れ
、
私
た
ち
は
そ
の

一
部
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
く
教
育
が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。
女

子
大
学
で
は
あ
ま
り
環
境
活
動
は
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
、
今
後

大
学
と
し
て
こ
の
課
題
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
か
も
肝
心
で
す
。

意
識
の
あ
る
高
校
生
は
、
そ
う
い
う
面
も
考
え
て
大
学
を
選
ん
で
い

ま
す
。
今
後
、
優
秀
な
学
生
を
大
学
に
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
も
、
同

志
社
が
考
え
る
べ
き
テ
ー
マ
で
し
ょ
う
。
法
人
諸
校
と
の
連
携
で
い

ろ
い
ろ
企
画
が
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

古
本
●
我
々
は
自
然
か
ら
恵
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
気

持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
の
恵
み
を
根

こ
そ
ぎ
収
奪
す
る
の
で
は
な
く
、
使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
を
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
。
生
徒
に
も
そ
ん
な
事
を
感

じ
取
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

赤
尾
●
環
境
教
育
に
は
、
や
は
り
「
気
づ
き
」
が
大
事
な
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
徹
底
的
に
自
然
を
観
察
す
る
、
あ
る
い

は
視
点
を
変
え
る
と
こ
ろ
か
ら
次
の
価
値
観
が
生
ま
れ
、
創
造
性
も

発
揮
さ
れ
て
く
る
の
か
な
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
同
志
社
と
し
て
も

法
人
内
で
の
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
５
年
1
月
22
日
、
今
出
川
校
地
に
て
）
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大
学

「
絵
に
描
い
た
餅
」
で
は
終
わ
ら
せ
な
い

法
学
部
教
授 

梶か
じ

山や
ま

　
玉た
ま

香か

権
利
の
実
現
ま
で
見
届
け
た
い

私
の
研
究
に
つ
い
て
は
、『
同
志
社
時
報
』
一
〇
七
号
（
一
九
九

九
年
三
月
）
に
一
度
、
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は
、
強
制

執
行
を
裏
付
け
る
権
利
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
押
え
・
競
売

が
行
わ
れ
た
場
合
の
後
始
末
の
話
で
し
た
。

私
の
専
門
で
あ
る
民
法
は
、
契
約
や
不
法
行
為
、
婚
姻
、
相
続
等
、

日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
誰
に
ど
の
よ
う
な
権
利
が
あ
る

か
を
定
め
る
法
律
で
す
。
た
と
え
ば
、
お
金
を
貸
し
た
人
に
は
借
り

た
人
に
対
し
貸
金
の
返
還
を
求
め
る
権
利
（
債
権
）
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
権
利
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
解
決
す
る
…
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

私
が
研
究
を
始
め
て
ま
も
な
く
、
日
本
で
は
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩

壊
し
ま
し
た
。
執
行
妨
害
が
横
行
し
、
債
権
者
が
強
制
執
行
や
抵
当

権
実
行
を
申
し
立
て
て
も
、
適
正
価
格
で
競
売
が
で
き
な
い
状
態
が

生
じ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
妨
害
行
為
は
違
法
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
排
除
に
多
大
な
時
間
や
労
力
が
か
か
る
と
な
る
と
、

事
実
上
、
権
利
行
使
を
断
念
す
る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。

権
利
の
実
現
が
手
続
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
裁

判
等
の
手
続
は
、
本
来
、
権
利
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
し

か
し
、
手
続
の
迅
速
・
安
定
性
の
た
め
、
適
時
に
主
張
を
行
わ
な
か

っ
た
者
の
権
利
が
「
な
か
っ
た
も
の
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

政
策
的
考
慮
か
ら
の
制
限
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
法
は
差
押
禁

止
財
産
を
定
め
て
い
ま
す
。
債
務
者
の
生
活
を
守
る
た
め
の
施
策
で

す
が
、
債
権
者
は
、
差
押
禁
止
財
産
か
ら
債
権
回
収
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
も
権
利
行
使
の
制
限
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

権
利
が
あ
っ
て
も
実
現
で
き
な
い
の
で
は
、
権
利
が
な
い
の
と
同

じ
で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
、
お
の
ず
と
、
民
法
上
の
権
利
の
「
そ
の

先
」、
わ
か
り
や
す
く
い
う
と
、「
貸
し
た
お
金
が
き
ち
ん
と
戻
っ
て

私の研究・私の授業
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く
る
」
た
め
の
手
続
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
保
障
へ

最
近
、「
誰
ア
ク
」
Ｐ
Ｊ
い
ろ
い
ろ
（「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
い
ろ
い
ろ
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

https://dareaku.jim
dosite.com

/

）
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
借
金
の
取
立
て
」
の
研
究
者
が
な
ぜ
？
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

き
っ
か
け
は
、
二
〇
一
六
年
、
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
の
年
に

障
が
い
学
生
支
援
室（
現
在
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ・

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
）
の
室
長
に
就
任
し
た
こ
と
で
す
。

同
志
社
大
学
は
、
他
大
学
に
先
駆
け
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行

さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
わ
て
て
制
度
を
作
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、
当
時
、「
制
度
」
と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
は
、

学
生
か
ら
の
「
お
願
い
」
に
応
じ
る
教
員
の
「
熱
意
」「
好
意
」
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
教
員
が
「
嫌
だ
」
と
拒
否
す
れ
ば
、

そ
れ
以
上
は
何
も
言
え
な
い
…
そ
う
し
た
例
は
、
決
し
て
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
存
在
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う

か
は
教
員
任
せ
で
あ
り
、
学
生
か
ら
支
援
内
容
の
見
直
し
を
要
求
す

る
機
会
は
、
制
度
上
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
年
か
け
て
、
同
志
社
大
学
の
障
が
い
学
生
支
援
制
度
を
、
法
の

趣
旨
に
合
う
よ
う
見
直
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
合
理
的
配
慮
の

内
容
を
学
生
と
学
部
と
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
す
る
た
め
の
手
続
、

合
意
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
第
三
者
が
入
っ
て
合
意
形
成
を
目
指
す

「
調
停
」
の
よ
う
な
手
続
を
設
け
ま
し
た
。

見
直
し
に
取
り
組
む
な
か
で
、
次
第
に
、
こ
れ
で
は
不
十
分
だ
と

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
し
か
に
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
は

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
で
も
、
現
場
の
教
員
が
配
慮
提
供

に
戸
惑
い
、
負
担
を
感
じ
る
な
ら
、
結
局
、「
絵
に
描
い
た
餅
」
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
う
、
こ
こ
で
も
、
権
利
の
「
そ
の
先
」
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
室
長
で
や
れ
る
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

室
長
職
を
辞
し
、
支
援
室
と
連
携
し
つ
つ
、
支
援
室
の
外
か
ら
制

度
の
実
効
性
を
確
保
し
よ
う
と
、
同
志
社
バ
リ
ア
フ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
授
業
に

お
け
る
合
理
的
配
慮
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、一
般
に
、「
視

覚
障
が
い
の
あ
る
学
生
が
受
講
し
て
い
る
場
合
、
図
表
の
内
容
を
口

頭
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
授

業
で
用
い
ら
れ
る
図
表
の
内
容
や
役
割
は
様
々
で
す
か
ら
、
こ
れ
だ

け
で
は
、
自
分
の
授
業
で
使
っ
て
い
る
「
こ
の
図
」
を
ど
う
説
明
す

れ
ば
伝
わ
る
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
当
事
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

そ
の
部
分
を
具
体
化
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
年
目
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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染
症
の
感
染
が
拡
大
し
、
大
学
の
授
業
の
あ
り
方
が
一
変
し
ま
し
た
。

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
が
一
部

不
要
に
な
る
一
方
、
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
学
生
等
が
支

援
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
対
面
授
業
が
再
開
す
る
と
、
基
礎
疾
患
等

に
よ
り
来
校
で
き
な
い
学
生
等
の
受
講
保
障
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
同
志
社
バ
リ
ア
フ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

発
展
形
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、「
誰
ア
ク
」
Ｐ
Ｊ
い
ろ
い
ろ
で
す
。

「
誰
ア
ク
」
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
を
含
む
、
す
べ
て
の
人

へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
保
障
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
第
一
弾
で
は
、

バ
ー
チ
ャ
ル
教
室
や
分
身
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た
授
業
参
加
を
試

み
ま
し
た
。
今
は
、
授
業
内
容
の
文
字
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

字
幕
は
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
だ
け
で
な
く
、
留
学
生
や
初
学
者
が

授
業
内
容
を
理
解
す
る
う
え
で
も
有
効
だ
か
ら
で
す
。

法
律
学
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
保
障

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
私
の
授

業
に
も
少
し
ば
か
り
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
私
は
、
教
室
で
の
授
業
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
は
受
講
者
が
受
講
方
法
を
選
択
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
は
届
出
制
に
し
ま
し
た
が
、
感
染
症
に
よ
る
出

校
停
止
の
学
生
、
交
通
機
関
の
遅
延
や
就
職
活
動
で
来
校
で
き
な
い

学
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
授
業
資
料
も
、
昔
は
文
字
ば
か
り
で
し

た
が
、
初
学
者
向
け
の
授
業
で
は
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
す
る
こ

と
で
、
法
律
学
の
入
り
口
で
の
「
つ
ま
づ
き
」
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

法
職
講
座
に
も
、
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
法
学
部

に
は
、
法
職
講
座
と
い
う
課
外
講
座
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
七
〇

年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
講
座
で
す
。
か
つ
て
は
司
法
試
験
受
験
生
の

た
め
の
講
座
で
し
た
が
、
二
〇
一
三
年
、
す
べ
て
の
法
学
部
生
の
学

び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
講
座
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ん
だ
関
係
で
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
通
算

六
年
間
、
運
営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
法
職
講
座
の
内
容
は
、
進
路

選
択
の
た
め
の
情
報
提
供（
法
曹
、公
務
員
等
）、学
習
サ
ポ
ー
ト（
期

末
試
験
対
策
）、
施
設
見
学
（
家
庭
裁
判
所
、
検
察
庁
）
等
、
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
学
生
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
チ
ラ
シ

の
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
て
い
ま
す
（X

：
＠

do_hourt

）。
こ
れ
も
、「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
保
障
」
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

権
利
、
制
度
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
い
ず
れ
も

「
絵
に
描
い
た
餅
」
で

は
終
わ
ら
せ
な
い
…
そ

の
想
い
が
、私
の
研
究・

教
育
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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ダ
イ
エ
ッ
ト
の
研
究
？

私
の
研
究
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援
す
る
効

果
的
な
心
理
学
的
方
略
を
検
討
す
る
こ
と
で
す
。
特
に
2
型
糖
尿
病

患
者
さ
ん
や
高
度
肥
満
症
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
治
療
の「
や
る
気
」

「
動
機
」
に
関
わ
る
部
分
を
ど
う
や
っ
た
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
実
験
に
よ
る
分
析
と
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効

果
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
の
専
門
は
心
理
学
の
中
で
も
行
動
分
析
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
学
問
の
特
徴
は
人
が
あ
る
行
動
を
と
る
原
因
を
そ
の
人
の

性
格
や
素
質
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
行
動
と
相
互
作
用
す
る
「
環

境
」
だ
と
捉
え
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
分
か
っ
て
い
る
も
の
の
な

か
な
か
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
活
習
慣
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
私
の
場
合
は
夜
間
の
間
食
を
や
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

夜
遅
い
食
事
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
乱
れ
や
体
重
増
加
に
繋
が
り

や
す
い
た
め
控
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
頭
で
は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
、
ひ
と
し
き
り
そ
の
日
の
仕

事
と
家
事
育
児
を
終
わ
ら
せ
た
後
の
息
抜
き
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で

い
る
の
で
す
。
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。
や
め
ら
れ
な
い
意
志
の
弱

さ
？
も
と
も
と
易
き
に
流
れ
る
性
格
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
改
善
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
正
し
い
生

活
習
慣
を
送
っ
て
い
る
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
性
格
を
変
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
。
家
族
に
見
張
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

私
に
と
っ
て
は
い
ず
れ
も
苦
行
の
よ
う
で
進
ん
で
や
り
た
い
方
法
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、行
動
を
変
え
ら
れ
な
い
人
に
対
し
て「
意

志
が
弱
い
」「
易
き
に
流
れ
る
性
格
」
と
い
っ
た
そ
の
人
の
素
質
だ

と
捉
え
て
し
ま
う
「
個
人
攻
撃
の
罠
」
は
、
課
題
解
決
を
遠
ざ
け
て

し
ま
い
危
険
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
に
周
囲
か

ら
性
格
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

私の研究・私の授業

大
学

「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
で
き
な
い
」
を 

支
援
す
る

心
理
学
部
准
教
授 

大お
お

屋や

　
藍あ
い

子こ
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行
動
と
環
境
の
関
係
を
紐
解
く

行
動
分
析
学
で
は
行
動
に
影
響
を
与
え
て
い
そ
う
な
環
境
を
直
接

検
討
し
行
動
変
容
に
繋
が
る
方
略
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば

夜
間
の
間
食
行
動
は
、
ひ
と
し
き
り
仕
事
と
家
事
育
児
を
終
わ
ら
せ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
息
抜
き
が
成
立
す
る
こ
と

で
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
息
抜
き
で

き
る
別
の
方
法
を
、
し
か
も
ひ
と
し
き
り
仕
事
と
家
事
育
児
が
終
わ

っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

に
特
化
し
た
方
法

を
用
意
す
る
こ
と

が
効
果
的
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
顔
面
の
保
湿

パ
ッ
ク
や
目
や

肩
・
腰
を
温
め
る

カ
イ
ロ
を
使
う
時

間
に
変
え
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。

食
べ
る
こ
と
が
譲

れ
な
い
場
合
は
、

ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
や

ス
ー
プ
の
よ
う
に
、
満
足
感
の
得
ら
れ
や
す
い
低
カ
ロ
リ
ー
の
飲
料

に
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
「
意
志
が
弱
い
」
こ
と
や

「
易
き
に
流
れ
る
性
格
」
が
ど
う
変
容
し
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
素
質
が
原
因
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
そ
う
で
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
内
的
構
成
概
念
に
つ
い
て
は
問
わ

ず
、
行
動
を
環
境
と
の
相
互
作
用
と
し
て
捉
え
、
直
前
の
き
っ
か
け

や
直
後
の
報
酬
を
踏
ま
え
て
行
動
の
変
容
を
直
接
促
す
の
が
行
動
分

析
学
の
醍
醐
味
な
の
で
す
。

2
型
糖
尿
病
や
高
度
肥
満
症
に
お
け
る
問
題
は
、
生
活
習
慣
が
不

適
応
的
な
形
で
固
定
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
生
活
習
慣
、
つ
ま
り
行
動
の
パ

タ
ー
ン
を
変
容
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
し
い
行
動
パ
タ
ー
ン
の
構
築

と
固
定
化
し
た
古
い
行
動
パ
タ
ー
ン
の
減
弱
の
両
方
が
必
要
で
す
。

こ
の
と
き
、
通
常
の
医
療
と
は
異
な
り
、
医
療
者
の
助
言
や
教
育
以

上
に
治
療
の
鍵
を
握
る
の
は
、
当
事
者
自
身
が
行
動
修
正
を
行
い
維

持
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
2
型
糖
尿
病
や
高
度
肥
満
症
は
そ
の

瞬
間
の
行
動
一
つ
で
即
座
に
結
果
が
出
る
よ
う
な
疾
患
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
筋
ト
レ
を
あ
る
日
30
回
や
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
日
体
重
計

に
乗
っ
て
体
重
が
1
キ
ロ
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状

態
に
も
よ
り
ま
す
が
、
逆
に
あ
る
日
少
し
食
べ
過
ぎ
た
と
し
て
も
血

糖
値
や
体
重
に
強
い
影
響
は
出
に
く
い
で
す
。
行
動
し
た
結
果
を
即

座
に
は
感
じ
に
く
い
疾
患
だ
と
言
え
ま
す
。
一
方
美
味
し
い
も
の
を

息抜き
満足感

夜

ひとしきり
仕事と家事
育児を終わ
らせた瞬間

間食をする

行動 直後の環境変化きっかけ

報酬として働き行動を強める

同じ相互作用を生む別の行動を考える

Figure
例における行動分析学に基づいた間食行動の改善
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私の研究・私の授業

好
き
な
と
き
に
好
き
な
よ
う
に
食
べ
た
満
足
感
は
即
時
で
報
酬
価
値

の
高
い
も
の
で
し
ょ
う
。
固
定
化
す
る
不
適
応
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン

は
固
定
化
す
る
だ
け
の
理
由
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
、
新
し
い
行

動
パ
タ
ー
ン
を
構
築
す
る
こ
と
で
塗
り
替
え
よ
う
と
す
る
わ
け
で
す

の
で
、
患
者
さ
ん
一
人
で
取
り
組
む
の
は
な
か
な
か
に
大
変
で
す
。

心
理
学
的
知
見
に
基
づ
い
た
環
境
設
定
で
支
援
し
た
い
、
と
い
う
の

が
私
の
研
究
の
中
核
で
す
。

創
造
性
は
支
援
で
き
る

新
し
い
行
動
パ
タ
ー
ン
を
構
築
す
る
た
め
の
研
究
を
一
つ
紹
介
し

ま
す
。
新
し
い
行
動
パ
タ
ー
ン
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
行

動
を
考
え
出
し
た
り
、
新
し
い
行
動
を
実
際
に
と
っ
た
り
、
試
行
錯

誤
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
う
し
た
「
創
造
性
」
は
個
人

の
素
質
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
周
り
が
支
援
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
大
屋
と
武
藤
（
２
０
１
６
）
は
、
大
学
生
を
対
象
に
自

分
が
普
段
食
べ
な
い
野
菜
を
摂
取
す
る
行
動
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
か
検
討
し
ま
し
た
。
毎
日
食
べ
た
野
菜
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
の
で
す
が
、
途
中
か
ら
、
新
し
い
種

類
の
野
菜
を
食
べ
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
際
に
「
◯
◯
を
食
べ
た

ん
で
す
ね
！
い
い
で
す
ね
。」「
◯
◯
は
季
節
も
の
で
す
ね
、
素
敵
で

す
ね
。」
な
ど
新
し
い
野
菜
を
食
べ
た
こ
と
に
関
心
を
示
す
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
続
け
る

と
、
7
名
中
4
名
の
参
加
者
の
方
は
積
極
的
に
新
し
い
種
類
の
野
菜

を
食
べ
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
決
し
て
十
分
な
人
数
で
は
な
い

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
行
動
を
と
る
こ
と
自
体
を
、
周

囲
の
態
度
や
言
葉
か
け
一
つ
で
支
援
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。「
◯
◯
を
や
り
な
さ
い
！
健
康
に
良
い
の
だ
か

ら
！
」
と
伝
え
る
よ
り
も
楽
し
い
行
動
変
容
支
援
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
。さ

ら
に
、
行
動
分
析
学
を
応
用
し
た
心
理
療
法
と
し
て
ア
ク
セ
プ

タ
ン
ス
＆
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
（A

cceptance &
 

C
om

m
itm

ent Therapy: A
C

T

）
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
糖
尿

病
の
方
の
生
活
習
慣
改
善
に
対
し
て
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
例
え
ばG

regg et al., 2007

）、
現
在
日

本
で
も
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
2
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
へ
の
効
果
が
見
ら
れ
る

か
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
研
究
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
で
き
な
い
」
行
動
を
、
自
分
が
大
切
に

し
て
き
た
楽
し
さ
を
損
な
わ
ず
「
意
志
が
弱
い
」
ま
ま
で
も
変
容
し

て
い
く
方
法
、
そ
ん
な
も
の
を
探
し
て
引
き
続
き
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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私の研究・私の授業

女
子
大
学

描
か
れ
た
古
典
文
学
の
世
界

表
象
文
化
学
部
准
教
授 

宮み
や

腰こ
し

　
直な
お

人と

奈
良
絵
本
研
究
の
魅
力

私
の
専
門
分
野
は
、
日
本
古
典
文
学
で
す
。
一
般
的
に
文
学
研
究

と
い
う
と
文
字
で
書
か
れ
た
物
語
や
和
歌
が
連
想
さ
れ
ま
す
が
、
私

の
場
合
、
17
世
紀
か
ら
18
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
絵
巻
や
絵
本
を
研
究

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
筆
工
と
町
絵
師
の
手
仕
事
で
彩

色
ゆ
た
か
に
つ
く
ら
れ
た
絵
巻
や
絵
本
は
、
土
佐
派
や
狩
野
派
等
、

専
門
的
な
絵
師
の
画
業
と
は
区
別
さ
れ
て
、
奈
良
絵
本
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

言
葉
と
挿
絵
で
織
り
な
さ
れ
る
奈
良
絵
本
の
物
語
世
界
に
学
生
時

代
か
ら
魅
了
さ
れ
、
も
う
30
年
程
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
作
家

が
生
み
出
す
不
思
議
で
多
様
な
物
語
は
む
ろ
ん
、
詞
書
の
筆
致
の
美

し
さ
や
挿
絵
の
味
わ
い
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら

し
い
書
物
が
長
き
に
渡
り
つ
く
り
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
古
典
文
学
で
す
が
、
同
時
に
美
術
工
芸
的
な
側
面
を
も
つ
の
が

奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
面
白
さ
で
す
。

も
う
一
つ
の
文
学
史
を
求
め
て

私
が
京
都
に
き
て
、
も
う
六
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
遅
々
た

る
歩
み
な
が
ら
進
め
て
き
た
の
が
奈
良
絵
本
の
制
作
に
携
わ
っ
た
居

初
つ
な
と
い
う
女
性
作
家
の
研
究
で
す
。
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
多
く

に
は
、
署
名
が
な
く
、
誰
が
制
作
に
関
与
し
た
の
か
と
い
う
情
報
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
つ
な
は
、
女
性
向
け
の
教
科
書
・
指
南
書

で
あ
る
往
来
物
を
手
が
け
、
そ
の
一
方
で
『
伊
勢
物
語
』
や
『
百
人

一
首
』
か
る
た
等
も
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
な
の
作
品
に
は
、
署

名
が
な
さ
れ
、
は
っ
き
り
と
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
署
名
に
は
「
書
画
」
と
あ
る
こ
と
が
多
く
、
つ
な
が
詞
書
本
文

と
挿
絵
、
双
方
に
筆
を
執
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
従
来
か

ら
奈
良
絵
本
の
制
作
に
お
い
て
は
詞
書
と
挿
絵
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
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私の研究・私の授業

の
人
物
が
担
当
し
、
分
業
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

つ
な
の
「
書
画
」
は
こ
れ
を
一
部
覆
し
、
よ
り
具
体
的
に
奈
良
絵
本

制
作
の
現
場
に
お
け
る
ひ
と
り
の
女
性
の
関
与
を
示
す
事
例
と
な
り

ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
に
は
八
幡
市
・
松
花
堂
庭
園
美
術
館
で
、
つ

な
の
名
前
を
掲
げ
た
初
の
展
覧
会
も
開
催
さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し

た
。私

は
最
近
、
居
初
つ
な
が
書
写
し
た
『
平
家
物
語
』
を
見
つ
け
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
（
拙
稿
「
居
初
つ
な
と
軍
記
物
語
― 

新
出
『
平
家
物
語
』
写
本
・
往
来
物
・
物
語
草
子
」（『
立
教
大
学
日

本
文
学
』
一
三
二
号
、
二
〇
二
四
年
）。
こ
れ
は
、
７
年
ほ
ど
前
、

偶
然
私
が
目
に
し
た
書
物
で
す
。
は
じ
め
は
、
そ
の
書
物
の
奥
書
に

記
さ
れ
た
署
名
を
み
て
、「
ど
こ
か
で
み
た
こ
と
あ
る
な
」
と
思
っ

た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、「
あ
あ
、
あ
の
居
初
つ
な
だ
！
」

と
思
い
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
『
平
家
物
語
』
奥
書
に
は
、
延
宝
８

年
（
１
６
８
０
）
に
、
つ
な
が
大
津
の
地
で
こ
の
本
を
書
写
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
貞
享
２
年
（
１
６
８
５
）

の
奥
書
を
も
つ
仏
教
説
話
集
『
沙
石
集
』
の
例
が
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
五
年
遡
る
例
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
さ
や
か
な

発
見
で
す
が
、
確
実
に
奈
良
絵
本
に
携
わ
っ
た
人
び
と
の
事
績
自
体

が
判
明
す
る
こ
と
は
珍
し
く
、
私
に
は
と
っ
て
印
象
深
い
、
う
れ
し

い
発
見
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
発
見
か
ら
は
、
奈
良
絵
本
の
筆
者
が

求
め
ら
れ
て
写
本
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

居
初
つ
な
の
作
品
を
見
渡
す
と
、『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』、

『
徒
然
草
』
や
『
鉢
か
づ
き
』
と
、
じ
つ
に
様
々
な
書
物
を
手
が
け

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
平
安
文
学
も
中
世
文
学
も
同
じ
筆
者

に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
愛
ら
し
い
挿
絵
を
添
え
て
読
者
に
提
供
さ
れ

て
い
た
と
い
う
江
戸
時
代
の
読
書
環
境
の
一
端
が
確
認
で
き
ま
す
。

旧
来
の
時
代
別
・
ジ
ャ
ン
ル
別
の
文
学
史
と
は
異
な
る
〈
も
う
ひ
と

つ
の
文
学
史
〉
が
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
京
都
で
活
躍

し
た
ひ
と
り
の
女
性
の
歴
史
を
通
し
て
立
ち
現
れ
て
き
ま
す
。

展
覧
会
の
見
学
を
通
じ
て

着
任
以
来
、
二
年
次
生
を
対
象
と
す
る
日
本
文
化
基
礎
演
習
Ａ
で

は
、
絵
巻
等
の
書
物
の
見
方
や
扱
い
方
、
く
ず
し
字
（
変
体
仮
名
）

の
読
解
の
た
め
の
導
入
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て
大
学
そ
ば
の
相
国

寺
承
天
閣
美
術
館
に
行
き
、
展
覧
会
見
学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
に
は
常
設
さ
れ
て
い
る

伊
藤
若
冲
の
襖
絵
、葡
萄
小
禽
図
（
鹿
苑
寺
大
書
院
障
壁
画
の
一
部
）

や
円
山
応
挙
の
作
品
を
は
じ
め
、
多
く
の
美
術
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
禅
宗
の
寺
院
ら
し
く
、
明
代
の
仏
教
絵
画
や
頂
相
の
優
品
が
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
内
に
は
茶
室
も
設
け
ら
れ
、
相
国
寺
ゆ
か
り

の
茶
道
具
も
豊
富
に
展
示
さ
れ
、
飽
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

近
隣
に
あ
り
な
が
ら
相
国
寺
の
境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
学
生
も
い
て
、
は
じ
め
は
恐
る
恐
る
寺
内
に
入
っ
た
学
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生
も
緑
豊
か
で
開
放
感
あ
る
空
間
を
新
鮮
に
感
じ
る
よ
う
で
す
。

見
学
は
、
展
覧
会
の
ポ
イ
ン
ト
を
事
前
に
私
が
講
義
し
、
そ
の
う

え
で
美
術
館
に
足
を
運
ぶ
形
式
で
す
。
受
講
生
は
見
学
後
の
所
感
を

授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
に
提
出
し
、
私
が
個
々
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

ま
す
。
必
ず
し
も
美
術
史
の
知
識
は
伴
わ
な
く
て
も
、
直
感
的
に
絵

画
表
現
や
茶
道
具
の
味
わ
い
を
感
じ
取
る
学
生
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
展
覧
会
で
の
一
期
一
会
の
機
会
を
活
か
し
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ

の
ペ
ー
ス
で
絵
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
生
の
所
感
か

ら
授
業
で
と
も
に
学
ぶ
際
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

研
究
と
教
育
の
往
還
を
目
指
し
て

展
覧
会
見
学
は
、
事
前
の
準
備
に
手
間
が
か
か
る
面
は
あ
り
ま
す

が
、
私
自
身
の
勉
強
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
研
究
と
教
育
と
を
連
携

す
る
要
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
私
の
取
り
組
み
に

は
恩
師
の
一
人
、
大
西
廣
先
生
（
日
本
美
術
史
）
の
影
響
が
あ
り
ま

す
。
大
西
先
生
は
、
美
術
史
家・ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
の
『
美
術
の
物
語
』

の
自
在
な
語
り
口
さ
な
が
ら
に
、
古
今
東
西
の
イ
メ
ー
ジ
や
表
象
を

比
較
し
、
分
析
す
る
楽
し
さ
と
面
白
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
は
授
業
や
展
覧
会
で
学
生
と
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
、
議
論
を
深

め
て
い
く
名
人
で
し
た
。
学
問
に
対
す
る
拓
か
れ
た
姿
勢
と
、
温
か

な
学
生
へ
の
慈
愛
が
先
生
の
根
幹
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
に
は
、
い
ま
だ
そ
の
力
量
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
授
業
や
展
覧
会

の
場
で
生
ま
れ
る
発
言
や
対
話
が
も
つ
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
先
生

と
ご
一
緒
し
た
時
間
か
ら
、
わ
ず
か
な
が
ら
体
得
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
か
つ
て
先
生
か
ら
頂
い
た
有
形
無
形
の
贈
り
物
を
、
次
代

を
担
う
学
生
達
に
、
で
き
れ
ば
自
ら
の
研
究
の
成
果
と
と
も
に
新
た

な
か
た
ち
で
手
渡
し
た
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
試
行
錯
誤
の
日
々
の
な

か
で
考
え
て
い
ま
す
。

居初つな書画『女実語教』部分
（国会図書館デジタルライブラリーから引用）
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私の研究・私の授業

私の研究・私の授業

香
里
中
高

リ
コ
ー
ダ
ー 

～
そ
の
歴
史
と
音
楽
授
業
に
お
け
る
取
り
組
み
～

教
諭 

水み
ず

上か
み

　
陽よ
う

一い
ち

リ
コ
ー
ダ
ー
と
い
う
楽
器

リ
コ
ー
ダ
ー
は
非
常
に
歴
史
の
長
い
楽
器
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
私
の
専
門
楽
器
は
こ
の
リ
コ
ー
ダ
ー
で
す
。
音
楽
大

学
で
は
こ
の
楽
器
を
専
攻
し
、
在
学
中
よ
り
チ
ェ
ン
バ
ロ
や
ヴ
ィ
オ

ラ
・
ダ
・
ガ
ン
バ
等
を
伴
っ
て
、
リ
コ
ー
ダ
ー
が
活
躍
を
し
た
バ
ロ

ッ
ク
時
代
の
音
楽
を
中
心
に
演
奏
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
演
奏
解

釈
に
基
づ
き
、
独
奏
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

に
よ
っ
て
作
曲
家
が
意
図
し
た
演
奏

の
再
現
、
即
ち
一
般
的
に
言
わ
れ
る

「
古
楽
演
奏
」
を
現
在
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。

以
前
は
リ
コ
ー
ダ
ー
を
演
奏
し
て

い
る
と
言
え
ば
必
ず
「
小
中
学
校
で
使

う
『
た
て
ぶ
え
』
？
」
と
返
っ
て
き
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
吹
い
て
い
る
印
象
が
以
前
は
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
最
近
で
は
歴
史
あ
る
古
楽
器
の
一
つ
と
い
う
位
置
付

け
も
世
間
に
広
ま
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
フ
ル
ー
ト
と
並
ぶ
西
洋
の

伝
統
楽
器
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

リ
コ
ー
ダ
ー
の
歴
史

リ
コ
ー
ダ
ー
の
起
源
は
十
三
世
紀
と
も
十
四
世
紀
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
語
で
はFlauto dolce

（
甘
い
音
色
の
笛
）、

ド
イ
ツ
語
で
はBlockflöte

（
吹
口
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
入
っ
た
笛
）、

英
語
で
はRecorder

（
鳥
の
鳴
き
声
を
記
録
す
る
笛
）
と
呼
ば
れ

ま
す
。
古
い
時
代
の
楽
器
は
一
本
の
木
を
く
り
抜
い
て
作
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
は
同
種
の
楽
器
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
ト

（
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
・
テ
ナ
ー
・
バ
ス
に
よ
る
四
重
奏
）
が
盛
ん

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
は
楽
器
が
三
分
割
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出
来
る
よ
う
に
改
良
さ
れ
、
ピ
ッ
チ
の
調
節
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ッ
ハ
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
や
ヘ
ン
デ
ル
に
よ
っ
て
こ
の
楽
器
の
独

奏
曲
や
協
奏
曲
が
数
多
く
作
ら
れ
、
こ
の
時
代
は
リ
コ
ー
ダ
ー
の
全

盛
期
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

楽
器
と
い
う
も
の
は
時
代
の
流
れ
に
従
い
、
演
奏
し
易
い
よ
う
に
、

ま
た
大
き
な
音
が
出
る
よ
う
に
と
改
良
が
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
の

リ
コ
ー
ダ
ー
は
ど
の
よ
う
に
改
良
を
試
み
て
も
音
量
な
ど
が
こ
れ
以

上
の
も
の
に
は
な
ら
ず
、
一
般
的
に
は
バ
ロ
ッ
ク
時
代
が
終
わ
る
と

共
に
、
横
吹
き
の
フ
ル
ー
ト
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
を
境
に
一
旦
世
の
中
か
ら
姿
を
消
し
た

楽
器
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
南
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
に

お
い
て
、チ
ャ
カ
ン（C

sakan

）や
フ
ラ
ジ
オ
レ
ッ
ト（Flagiolett

）

と
い
う
名
で
古
典
派

以
降
も
愛
好
家
に
よ

っ
て
演
奏
さ
れ
続
け

て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
デ
ィ
ア

ベ
リ
や
ク
レ
ー
マ
ー

等
の
作
曲
家
が
こ
の

楽
器
の
た
め
に
曲
を

残
し
て
い
ま
す
。
近

現
代
に
お
い
て
も
北
欧
の
ニ
ー
ル
セ
ン
や
ド
イ
ツ
の
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト

が
リ
コ
ー
ダ
ー
曲
を
作
曲
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
多
く
の
現
代
作

曲
家
に
よ
っ
て
曲
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
旦
姿
を
消
し
た
後
、
戦
後
ド
イ
ツ
で
再
発
見
さ
れ
た
と
言
わ
れ

る
リ
コ
ー
ダ
ー
、
指
を
押
さ
え
息
を
吹
け
ば
音
が
出
る
こ
と
か
ら
、

簡
易
楽
器
と
し
て
認
識
さ
れ
、
学
校
教
育
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
材
質
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に
し
て
、
指
使
い
も
易
し
く

改
良
さ
れ
た
、
安
価
で
手
に
入
れ
や
す
い
ジ
ャ
ー
マ
ン
式
リ
コ
ー
ダ

ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本
で
も
こ
れ
を
小
中
学
校
で
使
用
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
リ
コ
ー
ダ
ー
の
教
育
楽
器
と
し
て

の
存
在
意
識
が
広
ま
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
同
時
に
戦
後
の
バ
ロ
ッ

ク
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
作
曲
さ
れ
た
当
時
の
楽
器
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー

楽
器
を
使
用
し
て
作
曲
家
の
意
図
し
た
演
奏
再
現
、
即
ち
古
楽
演
奏

の
中
で
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
と
い
う
位
置
付
け
も
少
し
ず
つ
人
々
の

間
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
教
育
楽
器
で
あ
る
と
共
に
、

古
楽
器
で
も
あ
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
持
つ
楽
器
と
し
て
各
地
で

演
奏
さ
れ
、
学
校
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

本
校
で
の
リ
コ
ー
ダ
ー
の
取
り
組
み

小
学
校
で
は
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
、
中
学
校
高
校
で
は
ア
ル
ト

リ
コ
ー
ダ
ー
が
全
国
的
、
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

本
校
で
は
一
九
九
六
年
頃
ま
で
中
高
共
に
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を

著者所蔵リコーダー（左より）
ルネッサンスC管A=415Hz／ルネッサン
ス G 管 A = 4 6 6 H z ／ バ ロ ッ ク F 管 
A=415Hz／モダンF管A=440Hz／バ
ロックD管A=415Hz／チャカンAs管
A=430Hz／
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私の研究・私の授業

授
業
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
生
徒
た
ち
に
「
良
い
音
楽
を

聴
か
せ
、
良
い
楽
器
を
持
た
せ
る
」
と
い
う
教
科
方
針
が
あ
り
、
ド

イ
ツ
の
モ
ー
レ
ン
ハ
ウ
エ
ル
社
の
木
製
リ
コ
ー
ダ
ー
を
購
入
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
は
高
価
な
た
め
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー

ダ
ー
と
い
う
理
由
で
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
生
徒
た
ち
の
取
り
扱

い
の
乱
雑
さ
、
ま
た
教
科
書
に
は
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
の
楽
曲
し
か

載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

他
の
学
校
と
同
様
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
に
変
更

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
頃
よ
り
高
校
音
楽
で
は
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ナ

ー
、
バ
ス
を
用
い
て
の
リ
コ
ー
ダ
ー
四
重
奏
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
テ
ナ
ー
と
バ
ス
は
高
価
な
も
の
な
の
で
、
学
校
で

最
低
必
要
数
を
購
入
し
て
共
用
と
い
う
こ
と
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

取
り
組
み
方
と
し
て
は
四
人
組
を
組
ま

せ
て
担
当
楽
器
を
決
め
ま
す
。
そ
し
て

ま
ず
教
師
側
で
用
意
し
た
易
し
い
四
重

奏
曲
を
、
運
指
や
吹
き
方
等
を
指
導
し

な
が
ら
仕
上
げ
さ
せ
ま
す
。
そ
の
後
各

グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
選
ん
だ
曲
に
取
り

組
み
ま
す
。

楽
器
と
い
う
も
の
は
人
と
合
わ
せ
る

と
面
白
味
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ま

た
リ
コ
ー
ダ
ー
四
重
奏
の
音
色
は
し
っ
か
り
と
合
え
ば
オ
ル
ガ
ン
の

響
き
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
こ
の

楽
器
に
興
味
を
示
し
、
生
き
生
き
と
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

リ
コ
ー
ダ
ー
、
今
後
の
取
り
組
み
へ

二
〇
二
〇
年
、
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
禍
と
一
転
し
ま
し
た
。
こ
の
数

年
間
は
音
楽
授
業
で
は
歌
う
こ
と
は
勿
論
、
管
楽
器
で
あ
る
リ
コ
ー

ダ
ー
も
授
業
で
は
使
用
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
二
〇
二

三
年
に
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
移
行
さ
れ
る
と
、
音
楽
授
業
も
以
前
の
取

り
組
み
の
再
開
が
少
し
ず
つ
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
以

前
に
な
か
っ
た
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。
以
前
は
テ
ナ
ー
と
バ
ス
は
使

用
後
に
洗
浄
、
消
毒
等
で
の
共
用
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
生
徒
た

ち
も
コ
ロ
ナ
禍
を
境
目
に
こ
れ
を
避
け
た
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
る
上
で
、
学
校
所
有
楽
器
の
数
を
増
や

す
の
か
、
個
人
で
所
有
さ
せ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
継
続
さ
せ

る
の
か
、
四
重
奏
の
取
り
組
み
に
は
大
き
な
課
題
が
出
て
い
る
の
が

現
状
と
な
り
ま
し
た
。

西
洋
の
歴
史
的
に
も
伝
統
の
あ
る
楽
器
で
あ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
、
学

校
音
楽
に
お
い
て
も
豊
か
な
響
き
を
作
り
出
せ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
、
こ

の
楽
器
の
持
つ
良
さ
を
今
後
も
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
伝
え
続
け
て

い
く
こ
と
が
、
長
年
こ
の
楽
器
に
取
り
組
ん
で
き
た
者
と
し
て
大
き

な
役
割
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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私の研究・私の授業

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

女
子
校
に
お
け
る
ダ
ン
ス
の
授
業
の
意
義

保
健
体
育
科 

那な

須す

　
文ふ
み

惠え

な
ぜ
、
ダ
ン
ス
の
授
業
に
力
を
入
れ
る
の
か

本
校
は
「
女
子
校
」
と
い
う
こ
と
で
、
体
育
の
授
業
内
容
の
「
ダ

ン
ス
」
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
現
代
的
な
「
リ
ズ
ム
系
ダ
ン

ス
」
だ
け
で
な
く
、
フ
ー
プ
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
踊

る
ダ
ン
ス
な
ど
独
自
に
創
作
し
た
グ
ル
ー
プ
作
品
を
中
学
生
の
課
題

に
す
る
と
「
ダ
ン
ス
は
恥
ず
か
し
い
、
苦
手
」
と
思
う
生
徒
で
も
、

本
当
に
楽
し
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
２
か
ら
高
２
ま
で

系
統
立
て
て
行
う
「
創
作
ダ
ン
ス
」
は
、
体
育
実
技
は
不
得
手
で
も

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
生
徒
、
音
楽
を
や
っ
て
い
る
か
ら
曲
を

分
析
し
て
動
き
を
う
ま
く
は
め
て
い
く
力
の
あ
る
生
徒
、
ダ
ン
ス
は

上
手
で
は
な
い
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
て
グ
ル
ー
プ
を
ま
と
め

て
い
く
生
徒
、
内
気
で
そ
の
ど
れ
も
や
り
づ
ら
い
と
思
っ
て
い
る
生

徒
、
様
々
な
生
徒
が
、
一
つ
の
作
品
を
作
る
中
で
大
き
く
力
を
伸
ば

し
、
自
分
で
は
知
ら
な
か
っ
た
一
面
に
気
づ
き
、
大
き
な
成
長
を
遂

げ
る
授
業
課
題
と
し
て
大
事
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
２
で
は
、
リ
ズ
ム
の
良
い
曲
の
「
歌
詞
」
に
沿
っ
て
動
き
を
覚

え
さ
せ
、
一
部
分
だ
け
グ
ル
ー
プ
で
創
作
さ
せ
る
形
。
中
３
で
は
教

員
側
が
決
め
た
グ
ル
ー
プ
で
、
あ
ら
か
じ
め
曲
を
用
意
し
、
ま
た
、

あ
る
程
度
の
動
き
を
提
供
し
た
う
え
で
２
分
20
秒
程
度
の
ダ
ン
ス
を

作
る
。
高
１
で
は
「
即
興
」
の
ダ
ン
ス
と
し
て
、一
分
程
度
の
「
曲
」

あ
る
い
は
「
音
」
に
合
わ
せ
て
即
興
で
作
っ
た
動
き
を
発
表
。
２
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
、
例
え
ば
「
通
学
」
や

「
家
事
」
な
ど
か
ら
連
想
し
て
動
き
を
作
る
。
そ
れ
を
別
の
グ
ル
ー

プ
の
作
品
と
合
体
さ
せ
て
一
つ
の
ダ
ン
ス
作
品
と
し
て
構
成
し
て
い

く
。
高
２
で
は
集
大
成
と
し
て
、
や
り
た
い
人
と
組
み
、
曲
・
テ
ー

マ
も
自
分
た
ち
で
決
め
て
、
全
て
を
創
作
す
る
。

普
段
あ
ま
り
喋
ら
な
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
も
の
作
り
を
す
る
時
の
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新
し
い
発
見
や
、
形
な
い
状
態
か
ら
一
つ
の
作
品
を
仕
上
げ
、
み
ん

な
に
見
て
も
ら
え
る
も
の
が
で
き
た
時
の
達
成
感
と
満
足
感
、
グ
ル

ー
プ
で
協
力
す
る
こ
と
や
他
人
を
尊
重
す
る
気
持
ち
な
ど
、
短
い
期

間
で
多
く
の
得
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
３
創
作
ダ
ン
ス
の
授
業
計
画　
初
め
て
の
創
作
ダ
ン
ス

今
年
度
の
中
学
３
年
生
の
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
１
・
２
時
間
目
】
た
く
さ
ん
の
動
き
（
表
現
）
を
体
験
す
る

波
・
風
・
炎
・
ボ
ー
ル
つ
き
・
ゾ
ン
ビ
・
ダ
ン
ス
と
し
て
走
る
（
風

の
ご
と
く
・
忍
者
の
よ
う
に
・
隊
形
を
交
差
し
な
が
ら
な
ど
）・
ジ

ャ
ン
プ
・
タ
ー
ン
・
転
が
る
動
作　
な
ど
。

【
３
時
間
目
】
①
必
須
の
動
き
３
種
類
を
覚
え
る

８
カ
ウ
ン
ト
×
２
の
長
さ
の
一
連
の
動
き
を
３
種
類
作
っ
て
、
必

須
の
動
き
と
し
て
作
品
に
必
ず
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。
最
後
の
ポ
ー

ズ
の
ア
レ
ン
ジ
や
カ
ノ
ン
（
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
し
て
動
く
方
法
）・

左
右
対
称
に
ア
レ
ン
ジ
な
ど
、
少
し
手
を
加
え
て
も
よ
い
。

②
班
決
め
（
教
員
側
が
機
械
的
に
決
め
る
）・
役
職
決
め
・
音
楽
を

与
え
る
（
14
曲
、
違
う
曲
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
で
用
意
し
て
あ
り
、
曲
を
聞
か

せ
な
い
で
く
じ
引
き
の
よ
う
に
班
長
が
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
と
る
形
で
音
楽
が

決
ま
る
）

③
無
言
で
曲
を
聴
い
て
、
一
人
ひ
と
り
イ
メ
ー
ジ
を
書
き
留
め
る
。

「
怖
い
雰
囲
気
」「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
み
た
い
」「
戦
い
も
の
」「
壮
大
」

な
ど
感
じ
た
ま
ま
書
く
。
そ
の
後
、
一
人
一
つ
ず
つ
発
表
し
、
そ
れ

ら
を
す
り
合
わ
せ
て
班
で
作
品
の
方
向
性
を
決
め
て
い
く
。
そ
の
時
、

同
じ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
多
い
と
方
向
性
が
見
出
し
や
す
い
が
、
時

に
は
意
外
な
イ
メ
ー
ジ
の
提
案
が
あ
り
、
自
分
に
な
い
発
想
を
み
ん

な
で
広
げ
て
い
く
こ
と
も
面
白
い
。

【
４
・
５
・
６
・
７
時
間
目
】
動
き
を
創
作
し
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
は
「
起
→
転
→
結
」
程
度
に
し
、
役
割
も
細
か
く
し

す
ぎ
る
と
劇
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ま
ず
は
曲
を
流
し
っ

ぱ
な
し
に
し
、
雰
囲
気
に
合
わ
せ
て
自
由
に
体
を
動
か
す
。
最
初
か

ら
き
ち
ん
と
振
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
曲

全
体
の
中
で「
こ
の
ゆ
っ
く
り
の
と
こ
ろ
を
○
○
の
表
現
に
し
よ
う
」

と
か
「
こ
の
『
ジ
ャ
ー
ン
』
で
び
っ
く
り
す
る
振
り
と
し
て
大
の
字

ジ
ャ
ン
プ
を
入
れ
よ
う
」
な
ど
、
大
雑
把
に
組
ん
で
い
く
と
全
体
像

が
先
に
仕
上
が
る
。「
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
」
の
表
現
で
慌
て
て

走
っ
て
い
る
様
子
を
、
皆
が
ち
ぐ
は
ぐ
に
前
に
行
っ
た
り
後
ろ
に
下

が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
追
い
抜
か
さ
れ
る
様
子
が
表
現
で
き
る
し
、

最
後
に
目
の
前
で
電
車
の
扉
が
閉
ま
る
シ
ー
ン
で
は
敢
え
て
ス
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
を
使
う
、
な
ど
、
生
徒
自
身
が
考
え
る
こ
と
を

重
視
す
る
が
、
ど
う
に
も
困
っ
て
い
る
場
合
に
は
教
員
が
少
し
手
出

し
を
し
て
導
く
こ
と
も
あ
る
。
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【
８
時
間
目
】
学
年
発
表
会
の
た
め
の
選
考
会
と
し
て
披
露

ク
ラ
ス
内
５
班
か
ら
２
作
品
（
６
ク
ラ
ス
あ
る
の
で
12
作
品
）
を

選
び
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
に
学
年
発
表
会
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

作
品
を
選
ぶ
た
め
に
発
表
。
生
徒
も
一
度
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

手
直
し
の
必
要
な
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
側
も
必
須
の
動
き
を
間
違
っ
て

動
い
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
指
摘
し
、
修
正
し
、
練
習
し
な
お
し
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
９
時
間
目
】
テ
ス
ト
と
し
て
発
表

グ
ル
ー
プ
点
と
し
て
は
全
体
の
出
来
栄
え
、
構
成
、
テ
ー
マ
を
う

ま
く
表
現
で
き
て
い
る
か
、
個
人
点
と
し
て
は
与
え
ら
れ
た
動
き
を

正
し
く
動
け
て
い
る
か
、
人
を
見
な
が
ら
で
は
な
く
自
分
自
身
で
曲

に
入
り
込
ん
で
動
け
て
い
る
か
、
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
評
価
す

る
た
め
の
発
表
。

【
学
年
発
表
会
】
体
育
館
で
学
年
２
４
０
名
の
前
で
発
表
会
を
行
う
。

自
分
の
ク
ラ
ス
に
は
な
か
っ
た
曲
で
の
発
表
、
自
分
と
同
じ
曲
で
も

違
っ
た
題
材
で
構
成
さ
れ
た
作
品
、
必
須
の
動
き
の
使
い
方
へ
の
感

心
、
な
ど
、
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
部
分
が
多
い
。

生
徒
の
感
想
を
見
る
と
、「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
今
ま
で

あ
ま
り
話
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
人
と
協
力
し
て
頑
張
れ
た
」「
た

く
さ
ん
練
習
を
し
た
か
ら
発
表
は
緊
張
よ
り
む
し
ろ
楽
し
か
っ
た
し
、

見
て
ほ
し
い
と
さ
え
思
え
た
」「
達
成
感
！
」「
学
年
発
表
会
を
見
て

心
が
ふ
る
え
た
」「
創
作
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
私
の
人
生
が
変
わ
っ
た
」

と
い
っ
た
、
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
た
生
徒
が
多
く
、
我
々
も
生
徒

が
ひ
と
回
り
成
長
し
た
様
子
が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。
１
～
３
時

間
目
は
こ
ち
ら
が
常
に
動
き
回
っ
て
教
え
ま
す
し
、
創
作
さ
せ
て
い

る
と
き
で
も
各
班
を
回
っ
て
様
子
を
伺
い
、「
必
須
の
動
き
が
わ
か

ら
な
い
」
と
言
え
ば
動
い
て
見
せ
て
プ
チ
レ
ッ
ス
ン
を
し
た
り
し
て
、

生
徒
以
上
に
教
員
側
が
テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
動
か
な
い
と
ダ
ン
ス

の
授
業
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
の
方

も
毎
年
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
生
徒
か
ら
た

く
さ
ん
の
「
喜
び
」

と
「
幸
せ
」
を
貰
え

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
女

で
は
「
ダ
ン
ス
」
の

授
業
を
大
切
に
引
き

継
い
で
貰
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

体育館での学年発表会
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小
学
校

「
社
会
に
ひ
ら
く
」
社
会
科
授
業
を 

と
も
に
つ
く
る

教
諭 

東と
う

宇う

　
孝た
か

浩ひ
ろ

子
ど
も
が
「
社
会
に
ひ
ら
く
」
社
会
科
授
業
を

～
「
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
」
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
る
～

私
が
社
会
科
授
業
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
が
「
社

会
に
ひ
ら
く
」
授
業
を
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
つ
く
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
が
社
会
の
事
象
に
対
し
て
自
ら
問
い
、
追
究
す
る
こ
と
。
ま

た
そ
の
中
で
「
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
」
と
し
て
の
自
分
に
気
づ
く

こ
と
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
「
社
会
に
ひ
ら
く
」
こ
と
で
あ
り
、

自
立
し
た
学
習
者
と
し
て
の
姿
と
重
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
日
々
悩
み
な
が
ら

の
実
践
で
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第
五
学
年
「
こ

れ
か
ら
の
食
料
生
産
と
私
た
ち
」の
単
元
を
も
と
に
、子
ど
も
が「
社

会
に
ひ
ら
く
」
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
動
か
さ
れ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
と
の
出
会
い
で

「
社
会
に
ひ
ら
く
」

食
料
生
産
の
単
元
に
つ
い
て
、
教
科
書
を
見
て
み
る
と
、
導
入
段

階
で
「
主
な
食
料
の
自
給
率
」
や
「
外
国
と
日
本
の
食
料
自
給
率
」

の
グ
ラ
フ
資
料
と
と
も
に
、「
日
本
の
食
料
生
産
に
は
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
学
習
問
題
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
食
料
自
給
率
の
低
下
」
や
「
こ

れ
か
ら
の
食
料
生
産
の
あ
り
方
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
に
、
子
ど

も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
心
を
寄
せ
、
追
究
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点

で
す
。「
食
料
自
給
率
が
低
い
」
こ
と
を
捉
え
、「
食
料
生
産
を
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
向
け
る
子
ど
も
も
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
本
当
に
自
分
た
ち
の
問
い
と
し
て
心
を

寄
せ
て
追
究
し
、
食
料
生
産
の
問
題
の
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
こ
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と
に
は
難
し
さ
も
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
食
料
生
産
の

問
題
が
消
費
者
と
し
て
の
自
分
と
無
関
係
で
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る

こ
と
、
そ
う
し
て
問
題
の
中
に
自
分
を
位
置
づ
け
て
追
究
す
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
、
子
ど
も
た
ち
が

心
動
か
さ
れ
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
と
の
出
会
い
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
今
回
、
日
本
の
食
料
生
産
や
そ
れ
に
か

か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
二
○
二

四
年
五
月
頃
、
多
く
の
飲
料
品
会
社
が
輸
入
オ
レ
ン
ジ
果
汁
に
よ
る

ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
停
止
や
値
上
げ
を
行
っ
た「
オ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
ク
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
具
体
的
な
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
飲
料
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
例
を
写
真
資
料
と
し
て
示
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
見
覚
え
の
あ
る
ジ
ュ
ー
ス
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
細
か
な
変

化
か
ら
、「
輸
入
果
汁
よ
り
も
国
産
果
汁
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
こ

と
」
を
捉
え
、「
な
ぜ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
の
か
」「
な
ぜ
こ
ん
な
に

販
売
価
格
が
上
が
る
の
か
」
と
い
っ
た
問
い
を
も
ち
、
多
く
の
食
料

を
輸
入
品
で
賄
う
現
状
や
、
輸
入
品
と
国
産
品
と
の
価
格
差
や
消
費

行
動
と
食
料
生
産
と
の
か
か
わ
り
に
学
び
を
広
げ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
大
切
に
し
た
の
は
、
社
会
の
中
で
奮
闘
す
る
具

体
的
な
人
の
姿
と
出
会
う
こ
と
で
す
。「
ジ
ュ
ー
ス
に
国
産
み
か
ん

が
使
わ
れ
、
農
家
の
人
は
喜
ん
で
い
る
と
思
う
。」
と
い
う
子
ど
も

の
思
考
に
対
し
、本
単
元
で
は「
農
家
と
し
て
は
複
雑
な
思
い
で
す
。」

と
い
う
愛
媛
県
の
み
か
ん
農
家
の
方
の
思
い
に
触
れ
ま
し
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
は
「
自
分
の
み
か
ん
が
使
わ
れ
た
ら
う
れ

し
い
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
複
雑
な
思
い
な
の
だ
ろ
う
。」
と
、

心
を
寄
せ
て
追
究
し
、
自
分
の
消
費
行
動
と
食
料
生
産
の
問
題
に
は

つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
、
食
料
生
産
の
問
題
は
単
純
で
は
な
く
、
す

ぐ
に
答
え
が
出
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
捉
え
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
の
問
題
の
中
に
自
分
を
位
置
づ
け
、「
社
会
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
生
き
る
私
た
ち
」
に
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
バ
ナ
ナ
生
産
の
事
例
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。
バ
ナ

ナ
は
日
本
で
最
も
多
く
消
費
さ
れ
て
い
る
果
物
で
す
が
、
日
本
に
流

通
す
る
バ
ナ
ナ
の
99
％
は
輸
入
品
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
約
80
％
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
産
で
す
。
こ
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
は
、

バ
ナ
ナ
農
園
で
の
厳
し
い
労
働
条
件
や
農
薬
散
布
に
よ
る
健
康
被
害

な
ど
の
問
題
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
単
元
で
は
、
そ
の
事
実
を
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
の
農
家
の
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
と
し
て
示
し
ま
し

た
。
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
口
に
し
て
い
る
バ
ナ
ナ
が
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
の
こ
う
し
た
現
状
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
事
実
と
出
会
う
こ

と
は
、
輸
入
に
か
か
わ
る
安
全
・
安
心
を
保
障
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
自
分
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
て
い
る
と
と
も
に
、
自
分
た

ち
の
豊
か
な
食
生
活
や
消
費
行
動
が
こ
れ
ら
の
問
題
と
無
関
係
で
は

な
い
こ
と
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い

る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
（
ミ
ン
ダ
ナ
オ
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島
に
は
、
同
志
社
大
学
出
身
で
福
音
館
書
店
の
故
松
居
直
さ
ん
の
ご

子
息
、
松
居
友
さ
ん
が
代
表
を
さ
れ
て
い
る
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
子
ど
も

図
書
館
」
が
あ
り
、
本
校
で
は
、
十
年
以
上
物
資
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
）。
社
会
科
授
業
の
中
で
、
こ
う
し
た
心
動
か
さ
れ
る
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
コ
ト
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
心
を
寄
せ
、

自
分
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
追
究
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
習
を
通
し
た
変
容
を
実
感
し
、「
学
び
に
ひ
ら
く
」

こ
の
よ
う
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
そ
の

子
が
「
社
会
に
ひ
ら
く
」
こ
と
と
と
も
に
大
切
に
し
た
い
の
は
「
学

習
を
通
し
た
変
容
を
、
そ
の
子
自
身
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
で
す
。
本
単
元
で
は
、
単
元
の
学
習
前
と
終
わ
り
に
「
食
品
を

買
う
と
き
に
意
識
す
る
こ
と
」
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作

成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
習
を
通
し
て
そ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
の
か
を
ふ
り
返
る
活
動
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
学
習
の
中
で
の
自
分
の
変
容
を

実
感
し
、
そ
の
子
自
身
が
学
び
の
価
値
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
、

単
元
を
越
え
て
、
ま
た
教
科
を
越
え
て
自
立
し
た
学
習
者
と
し
て
問

い
続
け
て
い
く
子
ど
も
の
姿
（「
学
び
に
ひ
ら
く
姿
」）
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

目
の
前
の
子
ど
も
の
姿
を
大
切
に
で
き
る
教
師
に

こ
う
し
て
自
分
の
授
業

実
践
を
ふ
り
返
り
な
が
ら

も
、「
本
当
に
目
の
前
の

子
ど
も
（
そ
の
子
）
を
大

切
に
し
て
授
業
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
の
か
」「
教

師
の
思
い
だ
け
で
授
業
を

つ
く
っ
て
い
な
い
か
」
と

い
う
こ
と
が
、
い
つ
も
自

分
自
身
の
課
題
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
目
の
前
の
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
授
業

を
つ
く
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
え
る
教
師
で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料

・
石
井
正
子
（
２
０
２
０
）「
甘
い
バ
ナ
ナ
の
苦
い
現
実
」
コ
モ
ン
ズ

・ N
H

K
松
山
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
特
集
」

　

 https://w
w

w
.nhk.or.jp/m

atsuyam
a/lreport/ 

（
最
終
閲
覧
日

２
０
２
４
年
10
月
10
日
）

図　本単元で使用したふり返りシート
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同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の
開
校
へ
の
歴
史
背
景

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

等
学
校
の
歴
史
に
関
す
る
著
述
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
調
査
で
き
た
資
料
の
う
ち
、
特
に
先
の
三
校
に
関
わ
る
未
刊

行
で
ト
ピ
ッ
ク
と
な
る
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
眼
に
置
き
、
同

志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の
前
史
の
時
代
背
景
を
た
ど
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

大
阪
偕
行
社
附
属
中
学
校
か
ら
第
二
山
水
中
学
校
へ  　

ま
ず
、
大
阪
偕
行
社
附
属
中
学
校
は
一
九
四
〇
年
に
財
団
法
人
大

阪
偕
行
社
の
支
援
を
受
け
、設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
『
寄
付
行
為
』

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
章　
目
的
及
事
業

第
三
条　
本
法
人
ハ
第
四
師
団
管
内
ニ
ア
ル
陸
軍
将
校
及
高
等

文
官
ノ
団
結
ヲ
鞏
固
ニ
シ
親
睦
ヲ
醇
シ
軍
人
精
神
ヲ
涵
養
シ
学
術

ノ
研
鑽
ヲ
為
ス
ト
共
ニ
其
便
益
ヲ
図
リ
且
ツ
其
子
弟
ノ
教
育
ヲ
為

 

は
じ
め
に  

　

二
〇
二
五
年
に
同
志
社
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
二
〇

二
三
年
と
二
〇
二
四
年
、
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
の

瀧
英
次
先
生
、
図
書
館
の
河
村
麻
紀
先
生
、
柳
井
孝
太
先
生
の
ご
協

力
を
得
て
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
学
校
関
係
資
料
を
閲
覧
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
か
ら
香
里
中
学
校
・
高
等

学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
今
回
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
文
章
を

記
載
す
る
件
を
ご
承
諾
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
は
一
九
五
一
年
に
開
校
し
ま
し

た
が
、
そ
の
時
期
に
突
如
、
設
立
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
京
都
で
な
く
、
な
ぜ
大
阪
に
開
校
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
こ
に
至
る
に
は
大
阪
偕
行
社
附
属
中
学
校
、
第
二
山
水
中
学
校
、

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
と
い
う
三
校
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
資
料
に
つ
い
て
は

す
で
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
喜
多
正
明
教
諭
に
よ
り
香
里
中
学
校
・
高
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ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

（『
財
団
法
人
大
阪
偕
行
社
寄
付
行
為
』：
同
志
社
香
里
中
学
校
・

高
等
学
校
所
蔵
資
料
）

こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
大
阪
偕
行
社
は
当
時
、
大
阪
に
司

令
部
の
あ
っ
た
陸
軍
第
四
師
団
に
関
わ
る
団
体
で
、
そ
の
師
団
の
関

係
者
の
親
睦
を
深
め
、
そ
の
子
弟
に
対
す
る
教
育
活
動
を
目
的
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
中
学
校
を
開
校
す
る
こ
と
を
企
画

し
、
設
立
認
可
願
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

大
偕
発
甲
第
一
四
号

中
学
校
設
立
認
可
願

昭
和
十
五
年
一
月
廿
六
日　
財
団
法
人
大
阪
偕
行
社
長

 

園
部
和
一
郎　
印

陸
軍
大
臣 

畑 

俊
六
殿

別
冊
文
部
大
臣
宛
願
出
ノ
要
領
ニ
依
リ
財
団
法
人
大
阪
偕
行
社

附
属
中
学
校
ヲ
設
立
致
度
候
条
認
可
相
成
度
此
段
奉
願
候
也

（「
中
学
校
設
立
認
可
願
」：
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校

所
蔵
資
料
）

こ
の
文
面
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
ず
文
部
大
臣
に
、
そ
し

て
陸
軍
大
臣
宛
て
に
も
設
立
認
可
願
が
提
出
さ
れ
た
経
緯
を
見
て
取

れ
ま
す
。
陸
軍
大
臣
に
も
認
可
願
を
出
し
た
の
は
大
阪
偕
行
社
が
陸

軍
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
大
阪
偕
行
社
附
属
中
学
校
は
一
九
四
一
年
に
早
々
と
第

二
山
水
中
学
校
と
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
、

東
京
で
山
下
汽
船
の
山
下
亀
三
郎
社
長
が
陸
海
軍
へ
寄
付
を
行
な
い
、

そ
の
資
金
で
軍
人
子
弟
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
山
水
育
英

会
の
傘
下
に
大
阪
偕
行
社
附
属
中
学
校
が
入
っ
た
か
ら
で
す
。

当
然
な
が
ら
、
戦
時
下
の
時
勢
に
も
同
調
し
、
軍
国
主
義
を
支
持

す
る
校
風
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
う
か
が

わ
せ
る
資
料
と
し
て
、
当
時
、
山
水
中
学
校
報
国
団
に
よ
り
刊
行
さ

れ
て
い
た
学
校
誌
『
山
水
』
が
あ
り
ま
す
。
創
刊
号
に
は
橿
原
神
宮

へ
の
参
詣
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、「
燦
た
り
皇
軍
」、「
大
東
亜
戦
争

と
我
等
」、「
戦
時
下
中
学
生
々
活
」
と
い
っ
た
戦
時
色
の
濃
い
文
章

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
陸
軍
に
関
わ
る
学
校
ら
し
い
、

第
二
山
水
中
学
校
の
校
風
が
見
て
取
れ
ま
す
。

 
第
二
山
水
中
学
校
か
ら
香
里
学
園
へ  

　

と
こ
ろ
が
一
九
四
五
年
に
敗
戦
を
迎
え
る
と
、
情
勢
は
大
き
く
変
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わ
り
ま
す
。
八
月
二
三
日
に
は
次
の
よ
う
な
通
達
が
届
き
ま
す
。

大
阪
府
内
政
部
長

公
私
立
中
等
学
校
長
殿

陸
海
軍
諸
学
校
生
徒
編
入
学
ニ
関
ス
ル
件

今
般
本
府
中
等
学
校
ニ
在
学
セ
シ
者
ニ
シ
テ
現
ニ
陸
海
軍
諸
学

校
ニ
在
校
中
ノ
者
並
本
府
中
等
学
校
在
学
中
ニ
入
隊
入
営
等
ニ
依

リ
現
ニ
軍
籍
ニ
ア
ル
者
ニ
シ
テ
復
校
希
望
ノ
者
ニ
対
シ
テ
ハ
左
記

ニ
依
リ
御
処
理
相
成
度
右
ハ
緊
急
措
置
ト
シ
テ
取
扱
ニ
万
遺
憾
ナ

キ
様
格
段
ノ
御
配
意
相
煩
度
此
段
依
命
通
牒
ス
（
…
後
略
…
）

（「
陸
海
軍
諸
学
校
生
徒
編
入
学
ニ
関
ス
ル
件
」：
同
志
社
香
里

中
学
校
・
高
等
学
校
所
蔵
資
料
）

こ
の
通
達
に
よ
り
軍
籍
に
あ
る
者
の
復
学
に
つ
い
て
公
私
立
の
各

中
学
校
は
配
慮
す
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
こ
の
段
階
で

は
、
戦
争
状
態
が
終
結
し
た
こ
と
は
見
て
取
れ
て
も
、
ま
だ
戦
後
の

新
し
い
変
化
は
感
じ
取
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
大
阪
府
内
政
部
か
ら
の
通
達
を
介
し
て
、
文
部
省
か
ら

私
立
学
校
に
と
っ
て
重
要
な
指
示
が
届
き
ま
す
。
従
来
、
一
八
九
九

年
の
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
で
「
法
令
ノ
規
定
ア
ル
学
校
ニ
於
テ
ハ

課
程
外
タ
リ
ト
モ
宗
教
上
ノ
教
育
ヲ
施
シ
又
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ
行

フ
コ
ト
ヲ
許
サ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
示
さ
れ
て
い
た
方
針
が
撤
回
さ
れ
た

の
で
す
。

文
部
省
訓
令
第
八
号

私
立
学
校
ニ
於
テ
ハ
自
今
明
治
三
十
二
年
文
部
省
訓
令
第
十
二

号
ニ
拘
ラ
ズ
法
令
ニ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
課
程
ノ
外
ニ
於
テ
左
記
条
項

ニ
依
リ
宗
教
上
ノ
教
育
ヲ
施
シ
又
ハ
宗
教
上
ノ
儀
式
ヲ
行
フ
コ
ト

ヲ
得

記

一
、
生
徒
ノ
信
教
ノ
自
由
ヲ
妨
害
セ
ザ
ル
方
法
ニ
依
ル
ベ
シ

二
、
特
定
ノ
宗
派
教
派
等
ノ
教
育
ヲ
施
シ
又
ハ
儀
式
ヲ
行
フ
旨

学
則
ニ
明
示
ス
ベ
シ

三
、
右
実
施
ノ
為
生
徒
ノ
心
身
ニ
著
シ
キ
負
担
ヲ
課
セ
ザ
ル
様

留
意
ス
ベ
シ

昭
和
二
十
年
十
月
十
五
日

文
部
大
臣　
前
田 

多
門

（「
学
校
ニ
於
ケ
ル
宗
教
教
育
ノ
取
扱
方
改
正
ニ
関
ス
ル
件
」：

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
所
蔵
資
料
）

こ
の
訓
令
に
よ
り
、
私
立
学
校
は
宗
教
教
育
や
宗
教
行
事
を
望
む
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よ
う
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
宗
教
教
育
の
解
放

は
の
ち
に
第
二
山
水
中
学
校
の
後
続
で
あ
る
香
里
学
園
の
あ
り
か
た

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

や
が
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
指
導
が
本
格
化
す
る
と
、
政
府
に
対
し
、

特
に
戦
前
の
軍
国
主
義
、
超
国
家
主
義
的
風
潮
に
は
厳
し
く
対
処
す

る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
教
育
現
場
に
お
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
年
一
〇
月
三
〇
日
付
の
政
府
へ
の
覚
書
に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
及
教
育
関
係
職
員
ノ
調
査 
選
択 

認
可
ニ
関
ス
ル
件

嘗
テ
敗
戦
戦
罪
災
害
窮
乏
及
ビ
日
本
人
ノ
現
在
ノ
如
キ
悲
惨
ナ

ル
状
態
ニ
導
キ
シ
軍
国
主
義
、
超
国
家
主
義
的
影
響
ヲ
日
本
ノ
教

育
組
織
ヨ
リ
排
除
ス
ル
為
又
軍
国
主
義
的
経
験
又
ハ
関
係
ヲ
有
ス

ル
教
員
並
ニ
教
育
関
係
職
員
ヲ
防
止
ス
ル
為
次
ノ
如
ク
指
令
ス

（
イ
）
軍
国
主
義
、
超
国
家
主
義
又
ハ
進
駐
ノ
目
的
又
ハ
政
策

ニ
相
反
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
知
ラ
ル
ル
現
ニ
日
本
教
育
組
織
ニ
雇
傭

セ
ラ
ル
ル
者
ハ
凡
テ
直
チ
ニ
日
本
ノ
教
育
組
織
ノ
如
何
ナ
ル
地
位

カ
ラ
モ
解
任
シ
又
ハ
除
外
ス
ベ
キ
コ
ト
（
…
後
略
…
）

（「
大
日
本
帝
国
政
府
ニ
対
ス
ル
覚
書
」：
同
志
社
香
里
中
学
校
・

高
等
学
校
所
蔵
資
料
）

こ
の
通
達
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
は
次
の
世
代
へ
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
軍
国
主
義
、
超
国
家
主
義
の
関
係
者
を
教
育

現
場
か
ら
排
除
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
こ
に
は
民

主
化
を
強
く
推
し
進
め
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
時
代
が
明
ら
か
に
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
第

二
山
水
中
学
校
自
体
、
か
つ
て
の
軍
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
団
体

の
庇
護
を
受
け
続
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
い
に

一
九
四
六
年
に
は
九
月
五
日
付
で
「
貴
財
団
〔
香
里
学
園
〕
が
本
財

団
〔
山
水
育
英
会
〕
よ
り
分
離
し
全［
マ
マ
］々無
関
係
に
な
り
度
し
と
の
申

出
に
対
し
、
本
財
団
に
於
て
は
今
後
無
条
件
で
一
切
の
関
係
を
断
つ

こ
と
を
承
認
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
結
末
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
う
し

て
財
団
法
人
山
水
育
英
会
か
ら
離
れ
、
財
団
法
人
香
里
学
園
の
香
里

中
学
校
・
高
等
学
校
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
香
里
学
園
は
前
身
で
あ
る
大
阪
偕
行
社
附
属
中
学
校
や

第
二
山
水
中
学
校
と
完
全
に
断
絶
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
い
う
の
も
一
九
四
〇
年
の
大
阪
偕
行
社
附
属
中
学
校
開
校
に

基
づ
い
て
、
一
九
五
〇
年
に
一
〇
周
年
記
念
式
を
開
催
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
香
里
学
園
は
戦
後
の
新
た
な
教
育
施
策

に
従
い
つ
つ
も
、
偕
行
社
附
属
中
学
校
か
ら
の
流
れ
を
意
識
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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同
志
社
へ
の
合
併
交
渉  

　

た
だ
し
、
香
里
学
園
は
戦
前
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
強
力
な
支
援

団
体
の
庇
護
を
失
い
、
生
徒
を
確
保
し
て
学
校
を
存
続
さ
せ
る
術
を

求
め
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
同
志
社
の
校
友
で
あ
っ
た
柴

田
勝
正
を
介
し
て
、
大
学
へ
進
学
で
き
る
利
点
の
あ
る
同
志
社
と
の

合
併
案
が
持
ち
上
が
り
、
一
九
五
〇
年
秋
か
ら
四
回
に
及
ぶ
交
渉
委

員
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
戦
前
に
陸
軍
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
団
体
の
校
風

と
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
則
っ
た
私
立
の
校
風
と
で
は
あ
ま
り
に
相
違

し
て
お
り
、
香
里
学
園
側
に
は
合
併
が
う
ま
く
進
む
の
か
、
危
ぶ
む

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
か
、
実
際
に
交
渉
委
員
の
内
々
の

審
議
録
の
冒
頭
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
認
事
項　
（
昭
和
廿
六
年
一
月
廿
一
日
）

同
志
社
と
香
里
学
園
と
の
合
併
に
あ
た
り
当
校
交
渉
委
員
会
に

於
て
左
の
諸
件
を
確
認
す
。

一
、
香
里
学
園
の
教
育
目
的
校
風
を
尊
重
し
つ
ゝ
漸
次
同
志
社

の
教
育
目
的
校
風
と
一
致
さ
せ
て
ゆ
く
。

ニ
、
学
校
経
営
の
面
に
於
て
は
均
等
の
立
場
に
立
ち
協
力
し
て

運
営
す
る
。

以
上
の
目
的
を
達
成
す
る
為
次
の
諸
項
を
確
認
す
。

Ａ 

生
徒
に
関
す
る
事
項

　
（
…
中
略
…
）

（
四
）
現
在
の
生
徒
に
対
し
宗
教
教
育
の
強
制
は
し
な
い
。

　
（
…
後
略
…
）

（「
確
認
事
項
」：
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
所
蔵
資
料
）

「
香
里
学
園
の
教
育
目
的
校
風
を
尊
重
し
つ
ゝ
漸
次
同
志
社
の
教

育
目
的
校
風
と
一
致
さ
せ
て
ゆ
く
」、「
現
在
の
生
徒
に
対
し
宗
教
教

育
の
強
制
は
し
な
い
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
よ
う
に
、
合
併
し
て
も

な
る
だ
け
現
状
を
維
持
し
、
急
激
な
転
換
を
望
ま
な
い
思
惑
が
う
か

が
え
ま
す
。

一
方
、
同
志
社
側
で
も
、
田
畑
忍
理
事
は
、
合
併
に
よ
り
却
っ
て

同
志
社
全
体
の
経
営
を
悪
化
し
な
い
か
、
懸
念
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

大
塚
節
治
総
長
も
後
の
回
想
に
よ
る
と
当
初
は
こ
の
合
併
案
に
乗
り

気
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
法
人
評
議
員
会
で
も
合
併
案
は
否
定
的

に
と
ら
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
松
好
貞
夫
教
授
を
長
と
し
た
調
査

委
員
会
に
よ
る
、
合
併
に
肯
定
的
な
報
告
を
踏
ま
え
て
、
よ
う
や
く

三
月
三
〇
日
の
理
事
会
で
合
併
案
は
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
審
議

報
告
で
合
併
の
意
義
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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同
志
社
は
予
て
か
ら
大
阪
と
因
縁
が
あ
り
、
新
島
先
生
が
最
初

日
本
第
二
の
大
都
会
大
阪
に
同
志
社
を
設
立
せ
ん
と
計
画
せ
ら
れ
、

或
は
同
志
社
先
輩
諸
氏
が
関
係
し
て
泰
西
学
館
が
開
設
せ
ら
れ
た

古
い
時
代
の
こ
と
は
措
き
、
海
老
名
総
長
時
代
［
一
九
二
〇
‐
一

九
二
八
］
に
は
向
日
町
に
、
牧
野
総
長
時
代
［
一
九
三
八
‐
一
九

四
七
］
に
は
山
崎
に
、
湯
浅
前
総
長
時
代
［
一
九
四
七
‐
一
九
五

〇
］
に
は
北
河
内
郡
津
田
町
長
尾
に
、
夫
々
大
阪
の
大
人
口
を
目

的
に
南
進
が
企
図
せ
ら
れ
た
が
、
地
価
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
実

現
に
到
ら
な
か
つ
た
。
近
年
、
同
志
社
大
学
の
学
部
数
並
に
専
攻

が
増
し
、
且
つ
学
生
増
募
以
来
、
同
志
社
中
・
高
等
学
校
出
身
大

学
生
数
は
、
全
大
学
生
数
の
一
小
部
分
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
つ

た
。
従
つ
て
、
少
年
時
代
か
ら
同
志
社
に
於
て
基
督
教
主
義
教
育

を
受
け
た
生
徒
が
、
多
数
大
学
に
進
学
し
、
中
学
に
始
ま
る
同
志

社
教
育
が
大
学
に
至
つ
て
完
成
す
る
と
云
う
同
志
社
学
制
の
妙
味

を
完
全
に
効
果
あ
ら
し
む
る
た
め
、
同
志
社
第
二
、
第
二
中
学
校
、

高
等
学
校
を
増
設
す
可
し
と
の
要
望
が
次
第
に
高
ま
り
つ
ゝ
あ
つ

た
際
、
上
記
香
里
学
園
が
、
将
来
の
経
営
難
を
予
想
し
、
何
れ
か

の
有
名
な
大
学
と
提
携
或
は
合
併
の
希
望
を
持
つ
て
い
る
旨
を
知

つ
た
の
で
、
同
志
社
理
事
会
で
は
此
の
好
機
を
捉
え
、
海
老
名
総

長
以
来
歴
代
総
長
の
企
図
し
た
予
て
の
理
想
の
一
部
実
現
を
計
画

し
た
も
の
で
あ
る
。（
…
後
略
…
）

（「
香
里
学
園
の
合
併
に
関
す
る
審
議
報
告
」：
同
志
社
香
里
中

学
校
・
高
等
学
校
所
蔵
）

こ
の
よ
う
に
、
香
里
学
園
が
選
ば
れ
た
の
は
、
同
志
社
に
と
っ
て

大
阪
に
同
志
社
の
中
学
校
、
高
等
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
が
念
願
で

あ
り
、
そ
れ
が
実
現
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
か
ら
と
理
由
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同
志
社
の
目
指
す
、
少
年
期
か
ら
始
ま
る

理
想
的
な
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
も
香
里
学
園
を
傘

下
に
収
め
る
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
は
か
つ
て
香
里
学
園
が
合
併
に
際
し
て
望
ん
で

い
た
思
惑
と
の
相
違
を
見
て
取
れ
ま
す
。
同
志
社
側
は
「
基
督
教
主

義
教
育
」
を
重
視
す
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
一

九
五
一
年
六
月
二
一
日
に
交
わ
さ
れ
た
覚
書
に
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

覚
書

学
校
法
人
同
志
社
（
以
下
甲
と
称
す
）
と
学
校
法
人
香
里
学
園

（
以
下
乙
と
称
す
）
と
は
両
法
人
合
併
に
関
し
次
の
事
項
を
相
互

確
認
す
る
。

一
、
学
校
法
人
に
関
す
る
事
項
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（
一
）
甲
と
乙
と
は
合
併
し
、
乙
は
解
散
し
、
甲
は
存
続
す
る
。

（
ニ
）
現
在
乙
の
経
営
す
る
学
校
名
は
夫
々
同
志
社
香
里
高
等

学
校
同
志
社
香
里
中
学
校
と
称
す
る
。

（
…
中
略
…
）

三
、
生
徒
に
関
す
る
事
項

（
…
中
略
…
）

（
五
）
生
徒
の
教
育
に
就
い
て
は
乙
の
学
風
を
尊
重
し
つ
ゝ
漸

次
甲
の
学
風
教
育
目
的
と
一
致
さ
せ
て
ゆ
く
。（
…
後
略
…
）

（「
同
志
社
と
香
里
学
園
の
合
併
に
関
す
る
覚
書
」：
同
志
社
香

里
中
学
校
・
高
等
学
校
所
蔵
）

か
つ
て
、
確
認
事
項
で
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
条
件
、「
香
里

学
園
の
教
育
目
的
校
風
を
尊
重
し
つ
ゝ
漸
次
同
志
社
の
教
育
目
的
校

風
と
一
致
さ
せ
て
ゆ
く
」
は
語
句
を
変
更
し
て
「
生
徒
に
対
す
る
事

項
」
の
最
後
に
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
香
里
学
園
へ
の
配
慮
が

み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
に
対
す
る
「
宗
教
教
育
の
強
制
は
し

な
い
」
の
文
言
が
無
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の
教
育
方
針
に

つ
い
て
は
同
志
社
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
と
見
て
取
れ
ま
す
。

 

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
の
誕
生  

　

こ
う
し
て
、
よ
う
や
く
合
意
に
至
っ
た
一
九
五
一
年
七
月
五
日
付

の
合
併
契
約
書
に
お
い
て
、
同
志
社
の
意
図
に
沿
っ
た
教
育
方
針
が

明
記
さ
れ
ま
す
。

合
併
契
約
書

学
校
法
人
同
志
社
（
甲
）
と
学
校
法
人
香
里
学
園
（
乙
）
と
の

間
に
夫
々
の
理
事
会
及
評
議
員
会
の
議
決
並
に
所
轄
庁
の
認
可
を

経
て
左
の
条
件
を
以
て
合
併
す
る
こ
と
を
契
約
す
る
。

一
、
乙
は
甲
の
キ
リ
ス
ト
教
を
徳
育
の
基
本
と
す
る
立
学
の
精

神
を
順
守
す
る
こ
と
。

二
、
私
立
学
校
法
に
よ
る
合
併
に
よ
り
乙
は
解
散
し
、
存
続
す

る
甲
に
吸
収
す
る
も
の
と
す
。

（
…
中
略
…
）

五
、
甲
は
乙
の
設
置
す
る
学
校
を
左
の
通
り
改
称
す
る
。

現
称　
　
　
　
　
　
　
改
称

香
里
高
等
学
校　
　
　
同
志
社
香
里
高
等
学
校

香
里
中
学
校　
　
　
　
同
志
社
香
里
中
学
校

（
…
後
略
…
）

（「
合
併
契
約
書
」：
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
所
蔵
資
料
）
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こ
の
よ
う
に
「
乙
［
香
里
学
園
］
は
甲
［
同
志
社
］
の
キ
リ
ス
ト

教
を
徳
育
の
基
本
と
す
る
立
学
の
精
神
を
順
守
す
る
こ
と
」
が
冒
頭

に
述
べ
ら
れ
、こ
れ
ま
で
に
触
れ
ら
れ
た
「
教
育
目
的
校
風
」
や
「
学

風
教
育
目
的
」
に
関
し
て
は
は
っ
き
り
と
「
キ
リ
ス
ト
教
」
が
記
さ

れ
て
、
開
校
時
よ
り
「
立
学
の
精
神
」
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
同
志
社
の
主
導
に
よ
り
合
併
は
進
め
ら
れ

た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
校
風
の
変
遷
は
ま
さ
し
く
戦
争
を
経
て
、
私

学
教
育
の
可
能
性
が
解
放
さ
れ
た
時
代
の
変
化
を
物
語
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
り
同
志
社
は
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
教
育
を
よ
り
実
践
し

う
る
状
況
に
近
づ
け
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
学
校
法
人
同
志
社
は
学
校
法
人
香
里
学
園
を
合
併
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
文
部
大
臣
宛
て
で
次
の
よ
う
に
申
請
し
ま
し
た
。

同
香
高
第
一
二
四
号

　
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
五
日

学
校
法
人
同
志
社
理
事
長

大
塚
節
治　
印

文
部
大
臣 

天
野
禎
祐
殿

合
併
登
記
手
続
に
関
す
る
件

大
阪
府
寝
屋
川
市
大
字
三
井
三
百
二
十
八
番
地
学
校
法
人
香
里

学
園
は
学
校
法
人
同
志
社
に
合
併
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
別
紙
謄
本

相
添
え
此
段
御
届
け
に
及
び
ま
す
。

（「
合
併
登
記
手
続
に
関
す
る
件
」：
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高

等
学
校
所
蔵
資
料
）

 

お
わ
り
に  

　

以
上
が
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
開
校
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

細
か
い
考
察
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
開
校
へ
の
道
の
り
に
は

敗
戦
を
境
に
し
た
社
会
的
大
変
動
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
来
、
陸
軍
に
関
連
し
た
学
校
が
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
則
っ
た
私
学
、

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
れ
た
経
緯
と

は
近
代
日
本
の
教
育
の
た
ど
っ
た
変
遷
の
縮
図
そ
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

本
文
中
の
［　
］
は
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
補
注

47



レクチャー

参
考
文
献

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
［
編
］『
二
十
年
の
歩
み　
昭
和

26
年-
昭
和
46
年
』

同
志
社
香
里
30
周
年
記
念
事
業
委
員
会
編
『
三
十
年
記
念
誌
』
１
９

８
１

同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
『
五
十
周
年
記
念
誌　
語
り
継
ぐ

五
十
年
の
歩
み
』
２
０
０
１

喜
多
正
明
「
同
志
社
と
香
里
学
園
の
合
併
問
題
―
香
里
所
有
の
資
料

を
中
心
に
み
た
―
」『
同
志
社
談
叢
』
第
6
号 

１
９
８
５

喜
多
正
明
［
編
］『
同
志
社
香
里
中
学
高
校
の
歴
史 

第
一
部
』

大
塚
節
治
『
回
顧
七
十
七
年
』
１
９
７
７　
同
朋
舎
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体育棟・部室棟
（同志社国際中学校・高等学校）

建物案内
no.48

２
０
１
５
年
４
月
、
国
際
学
院
初
等
部
の
卒
業
生
を
迎
え

入
れ
る
た
め
、
教
育
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
、
校

舎
の
増
築
と
体
育
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
た
に
「
体
育
棟
」
と
「
部
室
棟
」
と
い
う
２
つ
の
重
要
な

施
設
が
２
０
１
４
年
９
月
に
完
成
し
、
生
徒
た
ち
の
学
び
と

活
動
の
場
が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

体
育
棟
は
、
床
面
積
１
５
０
・
９
０
㎡
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
一
階
建
て
で
、
快
適
で
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で

す
。
施
設
内
に
は
、
体
育
準
備
室
、
男
女
別
更
衣
室
、
男
女

別
テ
ニ
ス
部
室
、
体
育
倉
庫
を
備
え
て
お
り
、
生
徒
た
ち
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
屋

上
に
は
約
１
５
０
名
が
観
覧
で
き
る
席
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

体
育
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
テ
ニ
ス
の
試
合
観
戦
な
ど
に
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

部
室
棟
は
、
床
面
積
２
５
２
・
０
０
㎡
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
２
階
建
て
で
、
本
校
が
開
校
以
来
長
年
に
わ
た
り
設
置

を
望
ん
で
い
た
施
設
で
す
。
こ
の
建
物
は
主
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
利
用
す
る
部
活
動
の
部
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特

に
野
球
部
の
硬
式
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
て
も
壊
れ
な
い
よ
う
に

設
計
さ
れ
た
扉
や
構
造
が
特
徴
で
す
。

「
体
育
棟
」
と
「
部
室
棟
」
の
建
物
名
称
は
、
生
徒
が
親

し
み
や
す
く
、
用
途
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
あ
え
て
シ
ン

プ
ル
な
名
前
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
工
夫
に
よ
り
、

学
び
と
活
動
の
場
と
し
て
の
利
便
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

【体育棟】

【部室棟】



静和館 1993 年６月竣工
（同志社女子中学校・高等学校）

建物案内
no.49

現
在
の
静
和
館
は
旧
静
和
館
の
建
て
替
え
で
２
代
目
と

し
て
館
名
を
引
継
ぎ
１
９
９
３
年
７
月
14
日
に
献
堂
式
、

９
月
１
日
か
ら
運
用
さ
れ
た
建
物
で
す
。
館
名
は
大
正
元

年
８
月
に
竣
工
し
た
旧
静
和
館
が
米
国
太
平
洋
婦
人
伝
道

会
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
の
で
、
太
平
洋
（
パ

シ
ッ
フ
ィ
ク
）
の
名
に
因
み
「
静
和
」
館
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
地
上
４
階
、
地
下
１
階
、

普
通
教
室
（
Ｈ
Ｒ
教
室
）
中
心
で
延
面
積
は
４
９
１
１
．

７
３
㎡
で
す
。

赤
煉
瓦
造
り
で
あ
っ
た
旧
静
和
館
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
全

面
レ
ン
ガ
風
タ
イ
ル
張
り
、廊
下
を
広
く
と
っ
た
１
（
ワ
ン
）

フ
ロ
ア
ー
１
学
年
６
ク
ラ
ス
の
Ｈ
Ｒ
教
室
設
計
で
高
等
学

校
３
学
年
が
１
階
か
ら
３
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

４
階
に
は
１
学
年
が
収
容
（
収
容
定
員
２
８
０
名
）
で
き

る
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
朝
の
学
年
礼
拝
に
使
用
す

る
ほ
か
研
修
や
講
演
会
、
文
化
祭
の
音
楽
系
ク
ラ
ブ
・
有
志

団
体
の
発
表
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
南
側
の
隣
接
の
ホ

ー
ル
ロ
ビ
ー
か
ら
は
京
都
御
苑
の
木
々
が
望
め
ま
す
。

地
階
に
は
図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー
（
床
面
積
約
１
０
０

０
㎡
・
蔵
書
数
約
９
万
冊
）
が
あ
り
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
等
の
授
業
の
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
・
図
書
部
員
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
昼
休
み
や

放
課
後
も
学
習
や
読
書
、
活
動
の
場
と
し
て
多
く
の
生
徒

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
３
代
目
希
望
館
新
築
の
際
、
既
存
で
あ

っ
た
静
和
館
・
新
生
館
（
体
育
館
）
と
３
館
を
１
・
２
階

渡
り
廊
下
で
繋
ぎ
ま
し
た
。

建
設
か
ら
３
０
年
以
上
が
経
ち
、
外
壁
補
修
・
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
更
新
等
を
行
い
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
充
実
の
た

め
各
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
有
線
配

信
設
備
等
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
よ
き
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
、
未
来
へ
歩
み
ゆ
く
同
志
社
少
女
を
育
む
に
ふ
さ
わ
し

い
学
舎
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
、
漸
次
新
た
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

向向かかっってて右右がが静静和和館館、、左左がが栄栄光光館館でですす。。  



本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
挿
絵
画
家
・

諷
刺
画
家
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
るG

eorge 
C

ruikshank

の
作
品
を
中
心
と
す
る
総
数
８
５
０
点
あ
ま

り
か
ら
な
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

C
ruikshank

は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
６
，
０
０
０
点
と

も
８
，
０
０
０
点
と
も
い
わ
れ
る
作
品
を
残
し
た
が
、
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
約
一
割
近
く
（
挿
絵
を
一
点
づ
つ
数
え

れ
ば
計
３
，
０
０
０
点
。
し
た
が
っ
て
彼
の
作
品
の
約
半
数
）

を
収
蔵
し
て
い
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
訳
を
や
や
詳
し
く
述
べ
る
と
、

C
ruikshank

の
挿
絵
を
含
む
小
説
、
伝
記
、
詩
集
、
随
筆

な
ど
の
書
物
が
約
６
０
０
冊
を
数
え
、
こ
れ
が
本
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
主
要
部
分
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
に
は

C
harles D

ickens

のO
liver Tw

ist

の
初
版
本
や
、
歴
史

小
説
家W

illiam
 A

insw
orth

のTow
er of L

ondon

な
ど
、

多
く
の
稀
覯
本
が
含
ま
れ
る
。

次
にC

ruikshank

の
諷
刺
画
、
滑
稽
画
な
ど
の
版
画
が

約
１
８
０
点
あ
る
。
こ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
、“The 

W
orship of Bacchus”

と
題
す
る
禁
酒
運
動
推
進
を
目

的
と
し
た
大
判
の
版
画
や
、
エ
ッ
チ
ン
グ
・
プ
レ
ー
ト
（
諷

刺
画
1
点
、
挿
絵
2
点
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

─　c o l l e c t i o n   2 1　─

George Cruikshank Collectionについて

同 志 社 の 逸 品

名ばかりのコレラ対策委員に対する諷刺

「中央保険委員会―コレラ対策会議―」
1831年にロンドンを襲ったコレラの対策委員
会委員たちの無為無策、かつ乱脈な実態を諷
刺したもの。

George ⅣとCaroline王妃に対する諷刺

「見たことがないぞ！ こんなぴったりの二
人！！」
George ⅣとCaroline王妃の不仲を諷刺した
もの。



第
三
に
、
友
人Blanchard Jerrold

の

L
ife of G

eorge 

C
ruikshank

な
どC

ruikshank

に
関
す
る
研
究
書
と
伝
記
が
40

点
含
ま
れ
て
い
る
。

第
四
にC

ruikshank

の
自
筆
書
簡
、
ス
ケ
ッ
チ
、
自
身
の
写
真
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
が
約
１
２
０
点
含
ま
れ
て
い
る
。

第
五
に
、C

ruikshank

の
兄Isaac Robert C
ruikshank

の
挿
絵
の
あ
る
書
物
が
約
80
点
入
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
はG

. C
ruikshank

に
つ
い
て

研
究
す
る
際
の
基
礎
資
料
を
多
数
含
む
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
文

学
研
究
や
社
会
、
風
俗
研
究
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
を
数

多
く
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
だ
け
の
ま
と
ま

っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
日
本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
海
外
で
も
な
か
な

か
見
出
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
極
め
て
重
要
な
資
料

だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

引
用
文
献

同
志
社
女
子
大
学
発
行
・
編
集
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク 

カ
タ
ロ
グ
」

（
同
志
社
女
子
大
学
学
術
情
報
部
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
課
）

同志社の逸品

飲酒の悪習に対する諷刺

本作品は4部に分けて（1828,29,32年）出版
され、各部に6点の挿絵が入れられている。
Phrenological Illustrations (1826) やIllus-
trations of Time (1827) 同様、挿絵は色刷
りとモノクロとがある。
また本作品によってCruikshankの名声は高ま
り、このうち数点の挿絵はPunch誌の漫画モ
デルとしても使われた。

テムズ川汚染に対する諷刺

「国民の健康こそ至高の法なり」
1828年の調査委員会の報告に基づいたウォー
ルブルックの下水道やその他の廃棄物による
テムズ河汚染に対する諷刺画。



コラム・エッセイ

再
び
注
目
を
集
め
る
「
１
０
３
万
円
の
壁
」
は
、「
最
低
生
活
費

保
障
（
憲
法
25
条
）
の
た
め
の
基
礎
控
除
48
万
円
」
と
「
給
与
所
得

控
除
の
最
低
額
55
万
円
」
の
２
つ
の
控
除
に
よ
り
、
１
０
３
万
円
ま

で
は
所
得
を
得
て
も
所
得
税
が
課
さ
れ
な
い
ラ
イ
ン（
課
税
最
低
限
）

の
こ
と
で
す
。
こ
の
う
ち
基
礎
控
除
単
体
で
１
７
８
万
に
引
き
上
げ

る
国
民
民
主
党
の
提
案
が
近
時
話
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
政
策
趣
旨
は
様
々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
後
述
の
通
り
「
１
０

３
万
円
の
壁
」
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
就
労
調
整
の
要
因
と
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
問
題
を
解
消
す
る

こ
と
を
主
目
的
と
は
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

社
会
保
険
に
お
け
る
「
１
０
６
万
円
の
壁
」（
撤
廃
が
検
討
中
）・「
１

３
０
万
円
の
壁
」
が
存
在
す
る
た
め
、
１
７
８
万
円
へ
の
引
上
げ
が

就
労
調
整
の
解
消
を
も
た
ら
す
か
は
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

別
の
趣
旨
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
控
除
額
の
引
上
げ
に
よ
る

家
計
の
可
処
分
所
得
の
増
加
で
す
。
記
憶
に
新
し
い
定
額
減
税
が
時

限
法
に
よ
る
１
年
限
り
の
「
一
時
的
減
税
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

今
回
の
基
礎
控
除
等
の
引
上
げ
は
、
法
令
の
有
効
期
間
が
な
い
所
得

税
法
本
法
の
改
正
を
通
じ
た
「
恒
久
減
税
」
で
す
。
こ
の
恒
久
減
税

に
よ
っ
て
、
持
続
的
な
家
計
改
善
や
消
費
喚
起
を
目
指
す
わ
け
で
す
。

以
上
に
対
し
て
、
本
来
的
な
趣
旨
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
イ
ン
フ

レ
調
整
で
す
。
物
価
が
上
が
れ
ば
最
低
生
活
費
が
上
昇
し
、
賃
金
が

上
が
れ
ば
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
・
ク
リ
ー
プ
（
超
過
累
進
税
率
が
要
因
と
な

っ
て
賃
金
上
昇
率
よ
り
も
高
い
比
率
で
所
得
税
額
が
増
加
す
る
こ

と
）
が
生
じ
る
の
で
、
税
制
面
で
の
イ
ン
フ
レ
調
整
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
最
後
に
課
税
最
低
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
１
９
９
５
年
以
降

に
お
け
る
「
最
低
賃
金
の
上
昇
率
」（
＝
73
％
）
を
勘
案
し
て
「
１

０
３
万
円
」
か
ら
「
１
７
８
万
円
」
へ
の
引
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い

る
点
が
、
イ
ン
フ
レ
調
整
が
本
来
的
趣
旨
と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
。

も
っ
と
も
、
基
礎
控
除
が
最
低
生
活
費
保
障
の
趣
旨
で
あ
る
点
を

重
視
す
れ
ば
、「
最
低
賃
金
の
上
昇
率
」
よ
り
も
、「
最
低
生
計
費
の

上
昇
率
」
や
「
消
費
者
物
価
（
あ
る
い
は
生
活
必
需
品
の
物
価
）
の

上
昇
率
」
な
ど
に
依
拠
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
考
え
も
成
り

立
ち
え
ま
す
。
こ
の
議
論
は
、
生
活
必
需
品
の
物
価
上
昇
率
を
考
慮

し
、
基
礎
控
除
と
給
与
所
得
控
除
を
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
引
き
上
げ
て

「
１
２
３
万
円
の
壁
」
と
す
る
こ
と
で
最
終
的
に
決
着
し
ま
し
た
。

【
参
考
文
献
】
星
野
卓
也
「
基
礎
控
除
引
き
上
げ
の
論
点
整
理
」

Econom
ic Trends

（
２
０
２
４
年
11
月
５
日
公
表
）

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
の
引
上
げ

法
学
部
法
律
学
科
教
授 

倉く
ら
見み　

智と
も
亮あ
き

大
学
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コラム・エッセイ

「
目
の
保
養
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
景
色
や
絵
画

を
目
に
す
る
と
、
心
が
洗
わ
れ
た
り
潤
っ
た
り
、
様
々
な
感
情
が
生

ま
れ
ま
す
。
現
代
で
は
「
手
の
保
養
」
と
い
う
観
点
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
造
形
教
育
学
を
専
門
と
し
て

お
り
、
造
形
活
動
を
通
じ
た
人
間
形
成
や
、
幼
児
の
造
形
、
図
工
の

教
材
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
領
域
の
目
的
は
何
か
と
問

わ
れ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
「
感
性
」
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
一
般
に
感
性
と
は
「
感
じ
る
力
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

身
の
回
り
の
世
界
を
す
べ
て
感
じ
る
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
に

と
っ
て
大
切
な
も
の
や
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
選
択
す
る
力
だ
と

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
感
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
、
実

は
確
か
な
知
性
を
育
む
た
め
の
重
要
な
前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
外
遊
び
を
観
察
し
て
い
ま
す
と
、
目
で
見
て
手
で
触
れ

て
確
か
め
な
が
ら
物
事
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
は
、
感
性
を
支
え
る
五
感
の
中
で
「
触
覚
」
に
関
わ

る
教
育
が
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。「
触

覚
」
が
教
育
や
研
究
の
重
要
な
対
象
と
な
る
機
会
は
少
な
い
と
言
え

ま
す
。
例
え
ば
、
最
近
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
定
で
は
、
図

工
で
育
て
る
資
質
・
能
力
と
し
て
「
色
や
形
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

る
一
方
、
触
覚
に
関
す
る
記
述
が
相
対
的
に
目
立
た
な
く
な
り
ま
し

た
。
将
来
、
子
ど
も
た
ち
の
人
間
形
成
に
何
ら
か
の
歪
み
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
最
先
端
の
研
究
で
は
、
人
間

の
触
覚
が
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
凹
凸
を
弁
別
で
き
る
能
力
を
持
つ
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
残
さ
れ
た
の
は
触
覚
ビ
ジ
ネ
ス

と
も
言
わ
れ
る
現
代
、「
触
覚
」
は
、
現
代
人
の
知
性
の
構
築
や
幸

福
の
在
り
方
に
深
く
関
わ
る
重
要
な
要
素
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
で
は
、
手
の
保
養
と
し
て
ど
の
よ
う
な
実
践
が
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
陶
芸
や
土
に
触
れ
る
手
仕
事
は
、
手
で

直
接
素
材
に
触
れ
、
触
覚
を
通
じ
た
楽
し
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
形

を
作
り
出
す
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
木
や
植

物
な
ど
自
然
素
材
に
触
れ
る
こ
と
で
、
触
覚
を
刺
激
し
な
が
ら
心
に

潤
い
を
与
え
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

完
成
品
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
手
を
動
か
し
、
素
材
と
対
話
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
感
性
の
育
成
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
、
手
を
使
っ
た
経
験
や
楽
し
み
に
意
識

を
向
け
る
こ
と
は
、感
性
を
豊
か
に
す
る
第
一
歩
で
す
。「
手
の
保
養
」

を
意
識
し
て
、
手
で
感
じ
る
喜
び
を
取
り
戻
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
手
の
保
養
」
を
考
え
る

現
代
社
会
学
部
現
代
こ
ど
も
学
科
教
授 

竹た
け
井い　

史
ひ
と
し

女
子
大
学
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コラム・エッセイ

「
宣
伝
会
議
賞
」
と
い
う
広
告
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
。
協
賛
企
業

か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
に
応
え
て
コ
ピ
ー
を
作
る
と
い
う
、
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
の
登
竜
門
と
言
わ
れ
て
い
る
広
告
賞
だ
。
昨
年
度
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
コ
ピ
ー
は
、「
泣
く
子
と
育
つ
」（「
赤
ち
ゃ
ん
本
舗
」

課
題
）。「
泣
く
子
は
育
つ
」
の
「
は
」
を
「
と
」
に
変
え
た
だ
け
の

コ
ピ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
助
詞
を
一
つ
変
え
た
だ
け
で
、
子
供
と

一
緒
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
親
の
姿
が
見

え
て
く
る
。
た
っ
た
一
文
字
の
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
こ
の
た
っ

た
一
文
字
に
辿
り
着
く
ま
で
に
、
作
り
手
は
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
を
費

や
し
た
だ
ろ
う
。

二
年
生
の
選
択
科
目
「
国
語
表
現
法
」
で
広
告
を
扱
う
よ
う
に
な

っ
て
も
う
二
十
年
以
上
経
つ
。
受
講
生
た
ち
は
広
告
の
基
本
を
学
ん

だ
後
、
最
終
課
題
と
し
て
同
志
社
高
等
学
校
の
コ
ピ
ー
を
考
え
、
デ

ザ
イ
ン
を
施
し
、
広
告
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
。
初
め
は
、
ど
こ
か

で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
顔
の
な
い
コ
ピ
ー
が
並
ぶ
。「
可
能

性
が
伸
び
る
学
校
」「
自
分
で
未
来
を
作
る
学
校
」「
ル
ー
ル
に
縛
ら

れ
な
い
学
校
」
…
耳
馴
染
み
が
い
い
だ
け
の
言
葉
は
、
他
人
の
心
に

ひ
っ
か
か
る
こ
と
な
く
、
す
る
す
る
と
記
憶
か
ら
滑
り
落
ち
る
。

と
こ
ろ
が
、
相
互
評
価
を
重
ね
る
う
ち
に
、
彼
ら
は
気
づ
い
て
い

く
。
結
局
み
ん
な
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
。「
自

由
な
学
校
」「
個
性
を
育
む
学
校
」
を
、
そ
れ
ら
し
い
言
葉
で
言
い

換
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
。「
ど
う
言
う
か
」
の
前

に
「
何
を
言
う
か
」
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
だ
。
あ
り

ふ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
く
ら
こ
ね
く
り
回
し
て
も
、
他
人
の
心
に

届
く
言
葉
は
生
ま
れ
な
い
。

同
志
社
の
自
由
と
は
何
だ
ろ
う
？
そ
れ
は
例
え
ば
ど
ん
な
自
由
だ

ろ
う
？
自
由
だ
か
ら
ど
う
な
れ
る
の
だ
ろ
う
？
自
分
に
し
か
語
れ
な

い
同
志
社
の
魅
力
と
は
何
だ
ろ
う
？
自
分
が
本
当
に
言
い
た
い
こ
と

は
何
な
の
だ
ろ
う
？
井
戸
を
掘
る
よ
う
に
自
分
に
問
い
続
け
た
先
に
、

こ
れ
だ
！
と
い
う
言
葉
が
待
っ
て
い
る
。

「
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
は
何
か
を
探
る
時
間
は
、
出
口
の
な
い
深
海
に

い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
苦
し
い
も
の
で
し
た
。
で
も
、
自
分
の
言
い
た
い

こ
と
を
自
分
の
外
へ
出
す
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
何
よ
り

の
財
産
で
す
。」

「
自
分
が
伝
え
た
い
こ
と
が
何
な
の
か
を
考
え
る
の
は
新
鮮
な
体
験
だ
っ

た
。
先
生
の
、
自
分
に
し
か
書
け
な
い
こ
と
を
書
き
な
さ
い
と
い
う
言
葉

を
聞
い
て
、
学
園
祭
で
演
奏
し
た
と
き
の
情
景
が
思
い
浮
か
ん
だ
。
あ
の

時
の
充
足
感
を
伝
え
た
い
、
と
思
っ
た
。
私
は
、
自
分
だ
け
の
表
現
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
た
！
」

（
受
講
生
の
感
想
よ
り
）

「
自
分
だ
け
の
表
現
」
と
出
会
え
た
瞬
間
の
、
高
校
生
の
顔
が
見

た
く
て
、
こ
の
授
業
を
続
け
て
い
る
。
結
局
、「
自
分
」
と
い
う
人

間
が
辿
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
し
か
答
え
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

あ
な
た
は
替
え
の
き
か
な
い
特
別
な
存
在
な
の
だ
、
そ
う
伝
え
た
く

て
、
私
は
こ
の
授
業
を
続
け
て
い
く
。

国
語
表
現
法　
広
告
講
座

高
等
学
校
国
語
科
教
諭 

鴻
こ
う
の
い
け
池　

雅ま
さ
子こ

中
学
校
・
高
等
学
校
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新 刊 紹 介

中
国
共
産
党
の
神
経
系

周し
ゅ
う　
俊し

ゅ
ん（
元
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
助
教
）
著

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
『
裸
の
王
様
』
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
周
囲
は
み
な
恐
れ

を
な
し
て
都
合
の
悪
い
真
実
を
伝
え
ず
、
独
裁
者
は
ヨ
イ
シ
ョ
す
る
声
に
踊
ら
さ
れ

て
愚
か
な
意
思
決
定
を
行
っ
て
し
ま
う
、
と
。
し
か
し
、
独
裁
体
制
へ
の
批
判
や
改

善
へ
の
願
い
と
い
っ
た
感
情
が
先
行
す
る
せ
い
か
、
我
々
は
往
々
に
し
て
王
様
の
愚

か
さ
に
視
線
を
向
け
る
一
方
、
独
裁
体
制
の
中
で
も
「
で
も
、
王
様
、
裸
だ
よ
」
と

い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
や
意
義
を
あ
ま
り
深
く
考
え
な
い
。

本
書
は
中
国
共
産
党
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
「
神
経
系
」
と
表
現
し
、様
々
な
公
刊・

未
公
刊
の
文
書
資
料
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
よ
う
な
斬
新
な
研
究
方

法
に
よ
り
そ
の
全
貌
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
圧
政
に
対
す
る

恐
怖
を
持
ち
な
が
ら
も
、
正
義
感
に
満
ち
て
進
言
す
る
党
官
僚
、
万
民
塗
炭
の
苦
し

み
を
救
お
う
と
す
る
記
者
、
時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
陳
情
し
続
け
た
民

衆
な
ど
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
党
の
指
導
部
に
真
実
を
伝
え
続
け
た
。
し
か
し
、
固

定
観
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
囚
わ
れ
て
い
る
た
め
、
毛
沢
東
ら
共
産
党
の
指
導
者
の

情
報
利
用
に
は
、
認
知
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
正
確
な
情
報
を

手
に
入
れ
な
が
ら
、
毛
沢
東
ら
は
依
然
と
し
て
数
千
万
の
餓
死
者
を
生
み
出
し
た
大

躍
進
（
１
９
５
０
年
代
末
）
へ
の
道
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

情
報
を
ど
う
扱
う
の
か
。
認
知
バ
イ
ア
ス
と
ど
う
付
き
合
う
の
か
。
こ
れ
は
い
つ

の
世
で
も
、
ど
の
国
で
も
、
そ
し
て
誰
も
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

本
書
が
、
独
裁
体
制
そ
し
て
情
報
の
問
題
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
、
少
し
で

も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

 

著
者
よ
り

ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
る 

　
新
島
襄
を
語
る
・
別
巻（
七
） 

本も
と

井い 

康や
す

博ひ
ろ

（
元
大
学
神
学
部
教
授
）
著

昨
年
は
新
島
襄
脱
国
百
六
十
年
、
な
ら
び
に
帰
国
後
初
の
安
中
へ
の
帰
省
百
五
十

年
の
年
で
し
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
を
記
念
し
た
講
演
等
を
収
録
し
た
講
演
集
で
、「
新

島
襄
を
語
る
」
シ
リ
ー
ズ
（
既
刊
は
本
巻
十
巻
、
別
巻
七
巻
）
の
一
冊
で
す
。 

新
島
は
快
風
丸
で
函
館
に
入
港
す
る
直
前
、
潮し

お
待
ち
の
た
め
に
下
北
半
島
突
端
の

風か
ざ
間ま

浦
に
寄
港
し
ま
し
た
。
同
地
に
は
新
島
の
寄
港
碑
が
立
ち
、
函
館
の
海
外
渡
航

碑
同
様
に
毎
年
、
同
志
社
と
の
共
催
で
碑
前
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

建
碑
三
十
年
を
迎
え
た
三
年
前
、
風
間
浦
・
同
志
社
交
流
三
十
周
年
記
念
の
講
演

に
招
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
対
岸
の
函
館
を
臨
む
と
、
新
島
の
航
海
は
ル
ビ
コ
ン

川
を
渡
る
よ
う
な
危
険
な
挑
戦
の
よ
う
に
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
津
軽
海
峡
は
新
島
に

は
越
え
て
は
な
ら
な
い
最
後
の
一
線
で
し
た
。

し
か
し
、
退
路
を
絶
つ
覚
悟
で
決
行
に
至
り
ま
し
た
。

函
館
出
奔
後
、
十
年
を
経
て
横
浜
に
戻
っ
た
新
島
は
ひ
と
ま
ず
安
中
に
帰
省
し
ま

す
。
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
種
々
の
交
流
が
安
中
と
同
志
社
を
繋
い
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
年
前
に
は
両
者
間
で
包
括
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
安
中
で
の
記
念
講
演
で
、
同
志
社
と
の
絆
を
深
め
た
同
地
の
湯
浅
家
、
と
り

わ
け
湯
浅
治
郎
（
同
志
社
理
事
）、大だ

い
工く

原は
ら
銀
太
郎
（
同
志
社
総
長
）、湯
浅
八
郎
（
同

志
社
総
長
）
の
事
績
を
紹
介
し
ま
し
た
。
彼
ら
に
は
同
志
社
は
け
っ
し
て
桃
源
郷
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
上
州
人
・
新
島
の
背
中
を
追
っ
て
ル
ビ
コ
ン
川
を

渡
り
、
背
水
の
陣
を
敷
い
て
あ
え
て
同
志
社
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。 

人
は
皆
、
一
度
は
ル
ビ
コ
ン
川
を
前
に
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

 

著
者
よ
り

サンエムカラー
2,090円（税込）

刊行日 2024年9月28日

名古屋大学出版会
6,930円（税込）

刊行日 2024年6月10日
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※著者の所属・職名は執筆時のものです。

茶
道
の
文
化
経
済
学

太お
お

田た 

直な
お

希き

（
大
学
経
済
学
部
助
教
）
著

２
０
２
４
年
5
月
28
日
、
利
休
月

命
日
に
誕
生
し
た
記
念
す
べ
き
私
の

第
一
作
で
す
。

家
元
制
度
を
も
つ
わ
が
国
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
研
究
は
、
文
化
経
済
学
と
い
う

分
野
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
わ
ず
か
な
研
究
蓄
積
し
か
な
く
、
こ
の
領
域
に
踏
み
込

む
上
で
は
自
ら
新
し
い
文
化
経
済
の
モ
デ
ル
を
描
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
私
は
研
究
の
世
界
と
お
茶
の
世
界
の
双
方
で
師
や
友
に
恵
ま
れ
、
洛
中
の
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
と
茶
道
稽
古
場
で
学
ぶ
環
境
は
ま
さ
に
至
上
の
も
の
で
し
た
。
そ
し

て
流
行
り
病
の
流
行
を
機
に
愛
知
の
祖
父
母
実
家
に
執
筆
の
拠
点
を
移
し
、
酒
と
お

茶
の
日
々
…
…
時
々
執
筆
。
互
い
に
書
い
た
文
章
を
競
い
合
う
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
っ

た
祖
父
は
、
本
書
の
刊
行
を
見
届
け
、
座
右
の
銘
で
あ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

の
詩
を
体
現
す
る
前
向
き
な
心
の
ま
ま
月
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
人
類
に
と
っ
て
は

た
っ
た
の
一
冊
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
青
春
の
一
冊
と

し
て
、
心
を
込
め
て
皆
様
に
お
届
け
し
ま
す
。

家
元
茶
道
の
文
化
体
系
や
哲
学
・
思
想
が
自
律
的
経
済
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
を
導
く
そ
の
筆
致
は
、
自
分
で
い
う
の
も
な
ん
で
す
が
好
き
な
も
の
を
語
る
喜

び
が
溢
れ
て
い
て
と
て
も
良
い
で
す
。
ま
た
そ
の
前
提
と
な
る
「
わ
び
」
の
概
念
に

関
す
る
議
論
も
み
ど
こ
ろ
で
す
。「
わ
び
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
様
々
な
解
釈

が
あ
り
ま
す
が
…
…
さ
て
、
あ
な
た
の
思
う
「
わ
び
」
は
私
と
同
じ
で
し
ょ
う
か
？

現
代
の
家
元
茶
道
に
つ
い
て
稽
古
場
の
経
済
・
茶
会
の
経
済
・
道
具
の
経
済
に
要
素

分
解
し
て
い
る
た
め
、
茶
道
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
知
り
た
い
と
い
う
方
に
も
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

売
り
切
れ
御
免
！
重
版
は
未
定
で
す
！
！
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！
！
！
今
の
う

ち
！
！
！
！ 

お
一
人
様
何
冊
で
も
お
買
い
上
げ
い
た
だ
け
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
ナ
ウ
な
茶
道
観
、
文
化
経
済
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
。
さ
あ
、
お
手
を

ど
う
ぞ
！ 

著
者
よ
り

イ
ギ
リ
ス
湖
水
地
方

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の 

ガ
ー
デ
ン
フ
ラ
ワ
ー
日
記

臼う
す

井い 

雅ま
さ

美み

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』
シ
リ
ー
ズ
の
著
者
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ

ー
は
、
湖
水
地
方
に
自
生
し
た
り
庭
園
に
植
え
ら
れ
た
り
し
た
草
木
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
絵
本
の
中
に
描
い
た
。
私
自
身
が
在
外
研
究
で
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
に
滞
在
し

て
い
た
一
年
間
、
週
末
に
な
る
と
湖
水
地
方
で
渓
谷
を
め
ぐ
る
フ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
に
多
く
の
花
々
と
出
逢
っ
た
こ
と
か
ら
二
冊
の
本
が
生
ま

れ
た
。
ポ
タ
ー
の
絵
本
の
世
界
に
描
か
れ
た
野
の
花
々
に
関
し
て
は
、『
イ
ギ
リ
ス

湖
水
地
方 

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
野
の
花
め
ぐ
り
』
と
し
て
二
〇
二
三
年
に
上
梓

し
た
。
今
回
は
、
ピ
ー
タ
ー
た
ち
を
脅
か
す
人
間
が
つ
く
り
あ
げ
た
ガ
ー
デ
ン
に
植

え
ら
れ
た
植
物
に
関
し
て
ま
と
め
て
み
た
。

風
光
明
媚
な
湖
水
地
方
に
は
、
中
世
か
ら
続
く
城
や
名
家
の
屋
敷
が
遺
さ
れ
て
き

た
一
方
で
、
一
九
世
紀
に
台
頭
し
て
き
た
中
流
階
級
た
ち
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
や
リ

ヴ
ァ
プ
ー
ル
か
ら
都
会
の
喧
騒
を
逃
れ
て
や
っ
て
き
て
は
屋
敷
を
建
て
て
い
っ
た
。

彼
ら
は
、
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
湖
水
地
方
の
景

観
に
合
う
庭
園
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
鉄
道
建
設
反
対
運
動
か
ら
自

然
保
護
の
運
動
が
興
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
守
ら
れ
る
地
域
と
な
っ
た
た
め

に
、
酪
農
家
た
ち
が
住
ん
だ
コ
テ
ー
ジ
も
保
護
さ
れ
、
庭
が
大
衆
化
す
る
過
程
で
小

規
模
な
庭
が
併
設
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
庭
に
は
、
大
英
帝
国
の
繁
栄
と
共
に
プ
ラ
ン

ト
ハ
ン
タ
ー
に
よ
り
世
界
中
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
草
木
が
移
植
さ
れ
、
品
種
改
良
さ

れ
、
栽
培
さ
れ
て
、
ガ
ー
デ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
し
て
植
え
ら
れ
て
き
た
。

本
書
は
、「
春
の
囁
き
に
誘
わ
れ
て
」、「
初
夏
か
ら
夏
へ
、
光
と
の
共
演
」、「
秋

の
そ
よ
風
に
揺
れ
て
」、「
冬
か
ら
春
に
向
け
て
」
と
題
し
た
四
章
の
も
と
に
、
四
五

種
の
花
々
を
紹
介
し
て
い
る
。
科
学
的
見
地
か
ら
で
は
な
く
、
植
物
の
語
源
を
含
む

歴
史
的
背
景
や
文
化
的
意
味
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
を
紹
介
す
る
。

 

著
者
よ
り

水曜社
2,970円（税込）

刊行日 2024年5月29日

春風社
2,420円（税込）

刊行日 2024年6月12日
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忘
れ
ら
れ
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

山や
ま

森も
り 

亮と
お
る（

大
学
経
済
学
部
教
授
）
著

Ｄ
．
Ｗ
．
ラ
ー
ネ
ッ
ド
を
評
す
る
な
か
で
住
谷
悦
治
は
、「
人
は
パ
ン
の
み
で
生

く
る
も
の
で
は
な
い
が
、
同
時
に
パ
ン
な
く
し
て
生
く
る
も
の
で
は
な
い
」
と
書
い

て
い
ま
す
。
こ
の
文
の
前
半
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
献
身
を
、
後
半
は

経
済
学
の
探
究
を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
住
谷
に
と
っ
て
経
済
学
は
「
パ
ン
＝

物
質
的
な
必
要
」
に
関
わ
る
も
の
で
し
た
。

本
書
は
、
こ
の
住
谷
の
把
握
の
重
要
性
を
今
日
に
活
か
す
べ
く
、
経
済
学
に
「
必

要
」
概
念
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
試
み
で
す
。
第
一
に
、
現
代
経
済
学
の
起
源
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
カ
ー
ル
・
メ
ン
ガ
ー
に
と
っ

て
、
必
要
概
念
が
枢
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
第
二

に
、
ス
ミ
ス
と
メ
ン
ガ
ー
は
「
パ
ン
＝
物
質
的
な
必
要
」
だ
け
で
は
な
く
、
慣
習
に

よ
っ
て
必
要
と
な
る
も
の
を
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
本
書
で
は
「
間
主
観
的

必
要
」
と
し
て
捉
え
直
し
て
い
ま
す
。
第
三
に
、
こ
う
し
て
再
発
見
さ
れ
た
ス
ミ
ス

や
メ
ン
ガ
ー
の
必
要
概
念
が
、
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
持
つ
意
味
に
つ
い

て
展
開
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
相
対
的
貧
困
の
理
論
化
、
気
候
危
機
下
で
の
持

続
可
能
な
生
活
の
可
能
性
、
ケ
ア
労
働
の
可
視
化
な
ど
へ
の
寄
与
で
す
。
そ
れ
ら
は

同
時
に
、
も
う
一
つ
の
あ
り
う
べ
き
経
済
学
へ
の
示
唆
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

本
書
の
着
想
は
本
学
着
任
前
だ
っ
た
20
年
近
く
前
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
い
た
時
に

得
ま
し
た
が
、
そ
の
後
研
究
は
停
滞
し
て
い
ま
し
た
。
10
年
ほ
ど
前
に
在
外
研
究
で

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
戻
る
機
会
を
頂
き
、
本
書
の
元
と
な
っ
た
４
つ
の
英
語
論
文
を
執

筆
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
下
さ
っ
た
経
済
学
部
は
じ
め
同
志
社

共
同
体
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
本
書
が
ラ
ー
ネ
ッ
ド
以
来
の
同
志
社
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
の
判
断
は
、
皆
さ
ん
に
委
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

勁草書房
3,300円（税込）

刊行日 2024年7月25日

感
情
の
ア
ー
カ
イ
ヴ

菅か
ん

野の 

優ゆ
う

香か

（
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・　
　

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
）
著

今
で
は
日
常
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
ト
ラ
ウ
マ
」
は
、
当
初
、
肉
体
的

な
負
傷
を
指
す
言
葉
で
し
た
。
そ
れ
が
、
精
神
的
あ
る
い
は
心
理
的
な
苦
痛
を
指
す

用
語
に
な
っ
た
の
は
19
世
紀
の
こ
と
で
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
い
っ
た
歴
史
的
出
来
事
と
の
関
連
で
語
ら
れ
て
き
た
こ
の
言
葉
を
、

臨
床
的
な
視
点
か
ら
解
き
放
ち
、
社
会
的
、
文
化
的
な
言
説
と
し
て
捉
え
直
そ
う
と

す
る
の
が
こ
の
本
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
著
者
の
ア
ン
・
ツ

ヴ
ェ
ッ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
「
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」、「
移
動
と
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
」、「
エ
イ
ズ
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
」
と
い
う
三
つ
の
領
域
を
対
象
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
い
て
、
情
動
的
な
経
験
が
い
か
に
し
て
新
し
い
文
化
の
土
台

と
な
り
う
る
の
か
を
具
体
的
に
探
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
常
の
ト
ラ
ウ
マ
、

性
的
な
ト
ラ
ウ
マ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛
、
怒
り
、
恥
、
親
密
さ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
へ
と
読
者
を
導
い
て
い
く
の
で
す
。
ツ
ヴ
ェ
ッ

コ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
ト
ラ
ウ
マ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
発
見
し
、
そ
れ
を
分
析
す
る
だ
け
で

な
く
、
こ
の
本
自
体
が
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
語
っ
て
い
ま

す
。
ブ
ッ
チ
／
フ
ェ
ム
や
、
エ
イ
ズ
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
い
う
本
書
が
扱
う
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
重
要
な
証
言
者
で
あ
っ
た
ア
ン
バ
ー
・
ホ
リ
ボ
ー
が
二
〇
二
三

年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、『
感
情
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
』
は
文
字
通
り
、
ア
ー
カ
イ
ヴ

と
な
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
の
公
的
文
化
を
育
む
だ
け
で

な
く
、
ク
ィ
ア
な
対
抗
的
公
共
圏
を
生
み
出
す
要
因
と
し
て
「
ト
ラ
ウ
マ
」
を
再
定

義
す
る
本
書
は
、
公
的
な
も
の
と
私
的
な
も
の
、
政
治
的
ト
ラ
ウ
マ
と
性
的
ト
ラ
ウ

マ
の
区
別
を
無
効
化
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ウ
マ
の
脱
病
理
化
に
挑
み
ま
す
。
そ
し
て
ト

ラ
ウ
マ
を
受
け
入
れ
、
と
も
に
行
き
て
い
く
可
能
性
を
読
者
に
強
く
語
り
か
け
る
の

で
す
。

 

著
者
よ
り

花伝社
4,400円（税込）

刊行日 2024年6月30日
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日
本
の
製
紙
業
に
お
け
る
合
併
効
果

―
―
生
産
性
と
効
率
性
の
計
量
分
析

上う
え

田だ 

雅ま
さ

弘ひ
ろ

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

本
書
で
は
日
本
の
製
紙
業
界
に
お
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
造
変
化
に
注
目
し
、

合
併
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
寡
占
市
場
の
理
論
モ
デ
ル
を
用
い
て
経
済
合
理
的
に
整

理
す
る
と
と
も
に
、
収
益
性
・
生
産
性
・
効
率
性
の
側
面
か
ら
多
角
的
な
統
計
分
析

の
手
法
を
駆
使
し
て
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

製
紙
業
界
は
１
９
９
０
年
代
に
大
規
模
な
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
、
市
場
が
寡
占
化

し
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
情
報
化
社
会
の
浸
透
に
よ
っ
て
紙
の
需
要
量
が
鈍
化

し
、
製
紙
企
業
が
供
給
面
の
合
理
化
を
実
行
し
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
需

要
状
況
の
変
化
と
供
給
力
の
強
化
が
、
製
紙
業
の
市
場
構
造
や
成
果
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
の
か
、
定
式
化
し
た
理
論
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
合
併
効
果
を

仮
説
と
し
て
、
本
書
で
は
多
角
的
な
実
証
分
析
の
手
法
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

分
析
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
大
規
模
生
産
の
効
率
性
を
表
す
「
規
模
の
経
済
性
」
と
、

複
数
財
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
「
範
囲
の
経
済
性
」
で
す
。
製
紙
業
界
で
相
次
い

だ
合
併
の
成
否
を
判
断
す
る
鍵
は
、
規
模
と
範
囲
の
経
済
性
を
発
揮
し
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
費
用
効
率
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
が
実
現
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
、「
全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）」、「
確
率
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
分
析
（
Ｓ

Ｆ
Ａ
）」、「
包
絡
分
析
法
（
Ｄ
Ｅ
Ａ
）」
な
ど
の
手
法
を
駆
使
し
て
合
併
の
成
果
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
製
紙
業
界
で
は
従
来
の
本
業
で
あ
る
紙
の
需
要
低
迷
が
新
市
場
開
拓
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
り
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
な
ど
の
新
素

材
を
開
発
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
新
市
場
の
拡
大

が
企
業
の
生
産
性
・
効
率
性
を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
の
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

デ
ー
タ
に
よ
る
実
証
分
析
も
試
み
て
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

大
統
領
た
ち
の
五
〇
年
史

村む
ら

田た 

晃こ
う

嗣じ

（
大
学
法
学
部
教
授
）
著

よ
う
こ
そ
「
ま
た
ト
ラ
」
の
世
界
へ
！

２
０
２
４
年
11
月
の
米
大
統
領
選
挙
で
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
返
り
咲
き
を

決
め
、
翌
年
1
月
に
第
47
代
大
統
領
に
就
任
し
た
。
ア
メ
リ
カ
を
取
り
巻
く
内
外
情

勢
は
激
動
し
、
混
乱
し
て
い
る
。
大
統
領
職
へ
の
信
頼
も
揺
ら
い
で
い
る
。
今
か
ら

半
世
紀
前
の
１
９
７
４
年
も
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
敗
北
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件

で
、
ア
メ
リ
カ
は
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
拙
著
で
は
、
半
世
紀
の

視
野
で
ア
メ
リ
カ
の
内
政
と
外
交
を
俯
瞰
し
て
み
た
。
と
り
わ
け
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

フ
ォ
ー
ド
か
ら
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
ま
で
の
9
人
の
大
統
領
の
個
性
や
政
治
手
法
に

焦
点
を
当
て
て
み
た
。
い
わ
ば
、
比
較
大
統
領
外
交
史
の
試
み
で
あ
る
。

２
０
２
４
年
12
月
に
は
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
元
大
統
領
が
１
０
０
歳
で
亡
く
な

り
、
翌
年
1
月
の
国
葬
で
は
フ
ォ
ー
ド
元
大
統
領
の
弔
辞
が
読
ま
れ
た
。
二
人
は
１

９
７
６
年
の
大
統
領
選
挙
を
戦
っ
た
仲
で
あ
り
、
フ
ォ
ー
ド
は
２
０
０
６
年
に
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
人
は
選
挙
の
の
ち
に
親
交
を
深
め
、
ど
ち
ら
が

先
に
死
ん
で
も
相
手
に
弔
辞
を
残
そ
う
と
約
束
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
超
党
派
精
神

は
ま
だ
生
き
て
い
た
。
バ
イ
デ
ン
は
カ
ー
タ
ー
の
国
葬
で
「
人
格
、
人
格
、
人
格
」

と
語
り
、
ト
ラ
ン
プ
を
睨
み
つ
け
た
。
だ
が
、
人
権
を
重
視
し
た
カ
ー
タ
ー
の
ア
メ

リ
カ
も
、
ト
ラ
ン
プ
の
そ
れ
も
、
と
も
に
現
実
の
ア
メ
リ
カ
な
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
短
期
的
な
評
価
を
超
え
た
長
期
的
な
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
自
戒
を
も
込
め
て
、
半
世
紀
に
わ
た
る
9
人
の
大
統
領
の
物
語
を
紡
い
で

み
た
。

 

著
者
よ
り

新潮社
1,980円（税込）

刊行日 2024年9月25日

ミネルヴァ書房
4,400円（税込）

刊行日 2024年11月1日
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新 刊 紹 介

デ
ー
タ
と
ケ
ー
ス
で
わ
か
る 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業

和わ

田だ 

美よ
し

憲の
り

（
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）
著

皆
さ
ん
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
は
ど
ん
な
存
在
で
し
ょ
う
か
？
憧
れ
の
ブ
ラ

ン
ド
や
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
製
品
を
提
供
し
て
く
れ
る
„
レ
ジ
ェ
ン
ド
＂
で
す
か
？

そ
れ
と
も
世
界
経
済
を
け
ん
引
す
る
„
リ
ー
ダ
ー
＂
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
日
本

企
業
と
凌
ぎ
を
削
る
„
ラ
イ
バ
ル
＂
な
の
で
し
ょ
う
か
。
本
書
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業

の
姿
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
と
ケ
ー
ス
（
事
例
と
判
例
）、
そ
し
て
経
済
・
経
営

学
の
知
識
を
使
っ
て
浮
彫
に
す
る
１
つ
の
試
み
で
す
。
特
に
Ｅ
Ｕ
で
の
通
貨
統
合
が

始
ま
っ
て
か
ら
、
現
在
ま
で
の
変
化
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
本
書
に
は
、
著
者
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
滞
在
し
た
中
で
、
肌
で
感
じ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
や
文
化
の
特

徴
、
人
々
の
暮
ら
し
や
価
値
観
、
そ
し
て
日
本
と
の
違
い
も
綴
っ
て
い
ま
す
。

企
業
論
の
観
点
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
全
体
の
動
き
を
理
解
す
る
た
め
に
、
近
年

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
に
関
わ
る
経
済
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
以
下
の
よ
う
な
テ
ー
マ

を
扱
っ
て
い
ま
す
。
／
単
一
市
場
は
企
業
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
？
／
「
自
由
な

移
動
」
は
本
当
に
望
ま
し
い
の
か
？
／
企
業
の
所
有
構
造
を
調
査
し
よ
う
／
Ｍ
＆
Ａ

は
企
業
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
？
／
イ
ギ
リ
ス
は
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
し
た
の
か
？
／

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
―
環
境
政
策
と
経
済
発
展
を
支
え
る
企
業
と
は
？
／
イ
ン
フ
ラ
産

業
―
民
営
と
国
営
、
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
？
／
自
動
車
産
業
―
憧
れ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

車
は
誰
が
製
造
し
て
い
る
？
／
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
産
業
―
最
強
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
作

る
法
則
と
は
？
／
生
活
関
連
産
業
―
生
活
を
彩
る
企
業
の
秘
密
に
迫
る
！
／

本
書
を
読
み
終
え
た
時
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
企
業
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
さ
ら
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

著
者
よ
り

リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
と

は
何
か
？

佐さ

藤と
う 

郁い
く

哉や

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

「
答
え
は
無
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
問
い
が
無
い
か
ら
だ
」

―
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
美

術
家
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
、
あ
る
時
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
学
術
論
文
な
ど
で
は
、
研
究
上
の
問
い
＝
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
突
然
答
え
（
ら
し
き
も
の
）
が
登
場

し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
仮
説
検
証
法
的
な
研
究
論
文
で
は
、リ
サ
ー
チ・

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
仮
説
命
題
」（
＝
仮
の

答
え
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
例
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
本
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
奇
妙
な
慣
行
に

光
を
あ
て
て
見
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
書
の
執
筆
を
通
し
て
改
め
て
確
認
で
き
た
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
す
―
「
良

い
」
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
条
件
に
関
す
る
解
説
は
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、

肝
心
の
「
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問
い
そ
れ
自
体
に
つ

い
て
は
明
確
な
答
え
が
提
供
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
こ
の
本
で
は
、
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
み

ま
し
た
。

【
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
】
社
会
調
査
（
社
会
科
学
系
の
実
証
研
究
）
の

さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
設
定
さ
れ
る
研
究
上
の
課
題
や
問
い
を
疑
問
文
形
式
の
簡

潔
な
文
章
で
表
現
し
た
も
の

学
問
分
野
の
性
格
に
よ
っ
て
は
、
右
と
は
異
な
る
定
義
の
仕
方
が
可
能
で
し
ょ
う
。

著
者
と
し
て
は
、
本
書
が
一
つ
の
「
た
た
き
台
」
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
に
関
す
る
議
論
が
深
ま
っ
て
い
き
、
ま
た
、
そ
れ
が
よ

り
挑
発
的
で
革
新
的
な
研
究
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 

著
者
よ
り

中央経済社
2,970円（税込）

刊行日 2024年11月10日

筑摩書房
1,056円（税込）

刊行日 2024年11月10日
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新 刊 紹 介

『
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
の
た
め

の
伝
わ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の

書
き
方 : 

専
門
家
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
効
果
的
に
連
携
す
る
！
』

勝か
つ

浦う
ら 

眞ま

仁ひ
と

（
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
准
教
授
）
著

本
書
は
、
専
門
家
と
し
て
各
地
域
の
学
校
を
巡
回
し
、
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
っ
て
き
た
筆
者
の
学
校
臨
床
を
も
と
に
執
筆

し
ま
し
た
。
対
象
児
童
に
対
す
る
支
援
が
充
実
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
基
盤
と
な
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
（
学
習
面
や
行
動
面
に
お
け
る
学
校
で
の

児
童
の
様
子
、
家
庭
環
境
、
学
校
の
支
援
体
制
等
の
記
録
）
が
ど
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
と
考
え
た
こ
と
が
執
筆
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
対
象
児
童
の
問
題
と
さ
れ
る
行

動
の
裏
側
に
あ
る
、
自
己
肯
定
感
／
自
己
否
定
感
の
問
題
に
目
を
向
け
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
自
己
否
定
感
が
強
く
出
て
い
る
児
童
の
立
て
直
し
を
支
え

て
い
く
た
め
に
は
、
①
「
深
い
児
童
理
解
に
基
づ
く
支
援
」、
②
「
担
任
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
多
様
な
支
援
」、
③
「
学
校
内
外
の
環
境
を
活
か
し
た
支
援
」
と
い
う
３

つ
の
支
援
の
観
点
に
立
ち
、
そ
れ
ら
か
ら
生
ま
れ
る
６
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

実
際
に
あ
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
相
談
事
例
を
基
に
し
ま
し
た
の
で
、
特
別

支
援
教
育
に
携
わ
る
先
生
方
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
校
現
場
で
奮
闘
す
る
教
師
の
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
を
た
く
さ
ん
見
つ
け

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
執
筆
を
通
し
て
、
学

校
現
場
と
共
に
歩
む
専
門
家
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
を
筆
者
自
身
よ
り
強
く
し
ま
し
た
。
本
書
が
専
門
家
と
相
談
す
る
き
っ
か
け
や
、

相
談
す
る
内
容
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
、
大
変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

 

著
者
よ
り

谷
崎
源
氏
の
基
礎
的
研
究

大お
お

津つ 

直な
お

子こ

（
女
子
大
学
表
象　

文
化
学
部
准
教
授
）
著

谷
崎
潤
一
郎
の
遺
し
た
作
品
は
、
没
後
50
年
を
経
て
な
お
世
界
中
で
愛
読
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
半
生
に
谷
崎
が
繰
り
返
し
取
り
組
ん
だ
源
氏
訳
、
所
謂

谷
崎
源
氏
を
専
門
に
論
じ
た
研
究
書
は
管
見
で
は
存
在
し
な
い
。

 

谷
崎
源
氏
は
3
種
存
在
し
、現
在
そ
れ
ぞ
れ
〈
旧
訳
〉（
昭
和
14
年
～
昭
和
16
年
）、

〈
新
訳
〉（
昭
和
26
年
～
昭
和
29
年
）、〈
新
々
訳
〉（
昭
和
39
年
～
昭
和
40
年
）
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
特
徴
的
な
の
は
、
光
源
氏
と
藤
壺
の
密
通
に
代
表
さ
れ
る

戦
時
下
に
不
穏
当
な
筋
書
き
を
削
除
し
た
〈
旧
訳
〉
で
あ
る
。
谷
崎
源
氏
は
出
版
社

に
と
っ
て
昭
和
前
半
期
に
ま
た
が
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

関
係
者
の
回
顧
録
や
手
記
が
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
〈
旧
訳
〉
は
国

粋
主
義
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
迫
害
の
象
徴
と
し
て
物
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
豊

富
な
証
言
そ
れ
自
体
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
の
み
に
依
拠
し

て
い
て
は
長
期
に
亘
り
複
数
回
出
版
さ
れ
た
こ
の
作
品
の
実
像
を
見
誤
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

戦
前
、な
ぜ
谷
崎
や
出
版
元
中
央
公
論
社
は
あ
ら
ゆ
る
煩
雑
さ
に
耐
え
な
が
ら〈
旧

訳
〉
の
刊
行
を
完
遂
し
た
の
か
。
戦
後
、
な
ぜ
谷
崎
は
〈
旧
訳
〉
を
焼
き
直
す
と
い

う
選
択
を
せ
ず
、
こ
だ
わ
り
ぬ
い
た
文
体
か
ら
装
幀
ま
で
を
一
新
し
た
〈
新
訳
〉
を

作
り
上
げ
た
の
か
。
谷
崎
源
氏
は
戦
後
の
『
源
氏
物
語
』
享
受
の
在
り
方
を
決
定
づ

け
た
。
本
書
は
訳
文
が
変
遷
す
る
痕
跡
を
ほ
ぼ
完
全
に
留
め
た
〈
新
訳
〉
草
稿
の
調

査
を
ふ
ま
え
、
源
氏
訳
と
い
う
仕
事
が
谷
崎
に
と
っ
て
、
そ
し
て
日
本
社
会
に
と
っ

て
い
か
な
る
意
義
を
持
っ
た
か
を
問
う
。
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よ
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11
月
９
日
（
土
）、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
同
志

社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
「
全
同
志
社
合
唱
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。

同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

や
同
志
社
学
生
混
声
合
唱

団C
.C

.D
.

な
ど
、
同
志

社
に
連
な
る
23
の
合
唱
団

が
集
い
、
ま
さ
に
「
合
唱

の
同
志
社
」
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
、
同
志
社
に
ゆ

か
り
の
深
い
海
平
和
氏
の

開
会
宣
言
の
あ
と
、
八
田

英
二
同
志
社
総
長
・
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
幕
を
開
け
、
単
独
・
合

同
併
せ
て
15
ス
テ
ー
ジ
の
合
唱
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
中
高
生
、
大

学
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
幅
広
い
年
齢
層
が
、
女
声
、
男
声
、

混
声
、
そ
し
て
ゴ
ス
ペ
ル
と
、
様
々
な
演
奏
形
態
で
観
客
を
楽
し
ま

せ
た
。

圧
巻
は
、
８
２
７
人
の
出
演
者
全
員
に
よ
る
「
全
体
合
唱
」。
同

志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
「
主
の
道
を
行
こ
う
」
に
続
き
、「
ハ
レ

ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
」
を
、
本
山
秀
毅
氏
の
指
揮
、
大
代
恵
氏
の
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
伴
奏
に
よ
り
、
観
客
も
交
え
て
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ら
れ

た
。
ま
さ
に
満
堂
に
響
き
渡
る
歌
声
で
あ
っ
た
。

指
揮
の
本
山
氏
を
し
て
「
メ
サ
イ
ア
が
初
演
さ
れ
た
時
の
２
，
０

０
０
人
の
合
唱
に
匹
敵
す
る
歌
声
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
」
と
言
わ

し
め
た
ほ
ど
の
迫
力
で
あ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
、
ポ
デ
ィ
ウ
ム
、
バ
ル

コ
ニ
ー
、
そ
し
て
桟
敷
席
に
、
所
狭
し
と
並
ん
だ
合
唱
団
に
包
ま
れ

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念　

全
同
志
社
合
唱
祭
開
催

―
「
合
唱
の
同
志
社
」、
こ
こ
に
集
う
。
―　

　
　

 

法
人
部  �
 

法
人
事
務
部　

創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ
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同志社
クローズ・アップ

た
観
客
は
、
生
の
声
の
力

強
さ
、
合
唱
の
醍
醐
味
を

感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、

合
唱
は
「
飛
沫
感
染
の
温

床
」
と
さ
れ
て
い
た
。
大

勢
で
歌
う
こ
と
が
禁
じ
ら

れ
た
日
々
か
ら
解
放
さ
れ
、

マ
ス
ク
無
し
で
力
い
っ
ぱ

い
歌
う
喜
び
が
、
こ
こ
に

集
っ
た
全
て
の
メ
ン
バ
ー

の
顔
に
溢
れ
て
い
た
。

今
回
の
合
唱
祭
に
至
る

ま
で
に
は
、
2
年
以
上
の

歳
月
と
、
多
く
の
人
々
の

協
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。

始
ま
り
は
２
０
２
２
年
3

月
。
今
回
実
行
委
員
長
を

務
め
た
遠
山
耕
二
氏
（
１

９
７
３
年
大
学
文
学
部

卒
）
は
語
る
。「
同
志
社

学
生
混
声
合
唱
団
の
先
輩
で

あ
る
山
崎
達
雄
兄
か
ら
呼
び

出
さ
れ
訪
れ
た
の
は
、『
学

校
法
人
同
志
社
創
立
１
５
０

周
年
記
念
事
業
事
務
室
』
で

し
た
。
そ
こ
で
、
創
立
１
５

０
周
年
記
念
事
業
の
担
当
者

か
ら
『
同
志
社
創
立
１
２
５

周
年
に
開
催
し
た
全
同
志
社

合
唱
祭
が
好
評
で
あ
っ
た
た

め
、
創
立
１
５
０
周
年
に
向

け
て
再
び
行
え
な
い
か
』
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
私
に
、

母
校
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
大
い
に
発
奮
し
ま
し
た
。

私
は
、
１
２
５
周
年
の
合
唱
祭
で
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
た

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
実
行
委
員
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
し
た
。
実
行
副
委
員
長
に
は
同
志
社
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
理
事
長
の
森
島
敏
夫
氏
に
務
め
て
い
た
だ
き
、
他

の
委
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大
い
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

そ
れ
か
ら
は
、
同
志
社
関
係
の
合
唱
団
の
洗
い
出
し
、
趣
意
書
の

作
成
な
ど
準
備
作
業
が
続
い
た
。
留
意
点
は
、
合
唱
団
の
「
漏
れ
」

が
な
い
こ
と
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点

オールCCD同志社グリークラブ＆
同志社グリークラブOB会（クローバークラブ）

同志社女子中高聖歌隊
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で
あ
っ
た
。
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
団
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
、

活
動
状
況
と
合
唱
祭
へ
の
参
加
意
思
を
聞
い
た
。
そ
の
結
果
、
23
団

体
か
ら
「
参
加
希
望
」
の
回
答
が
届
い
た
。
そ
れ
を
受
け
、
２
０
２

３
年
1
月
に
第
1
回
代
表
者
会
議
を
開
き
、
実
行
に
向
け
て
本
格
的

に
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
厳
し
い
現
実
も
知
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

合
唱
人
口
の
大
幅
な
減
少
で
あ
る
。
少
子
化
が
進
み
、
若
者
の
趣
味

が
多
様
化
し
、
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
時
間
を
割
か
れ
、
ク
ラ
ブ
活

動
を
す
る
人
数
自
体
が
減
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
い

う
災
厄
が
追
い
討
ち
を
か
け
た
。
こ
ん
な
状
況
下
で
、
合
唱
祭
を
開

い
て
も
果
た
し
て
盛
り
上
が
る
の
か
ど
う
か
が
心
配
さ
れ
た
。

だ
が
、
そ
の
コ
ロ
ナ
が
感
染
症
5
類
に
移
行
し
て
か
ら
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
あ
ち
こ
ち
で
合
唱
活
動
は
再
開
さ
れ
、
マ
ス
ク
無
し
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
増
え
て
き
た
。毎
回
、代
表
者
会
議
に
集
ま
っ
た
面
々

の
熱
量
も
高
く
、
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
同
志
社
の
仲
間
が
一
堂
に
集
い
、「
合
唱
の
力
」
を
示
し

た
い
と
い
う
意
欲
に
満
ち
て
い
た
。
そ
の
意
欲
と
周
到
な
準
備
が
今

回
の
合
唱
祭
の
大
成
功
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
聴
衆
は
合
計
で
１
，
２
８
８
名
で
あ
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
の
様
子
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（https://150th.doshisha.

ed.jp/

）
ま
た
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ハ
リ
ス
理

化
学
館
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
32
回
企
画
展
と
し
て
、「
合
唱
の
同

志
社　
―O

ne Purpose D
O

SH
ISH

A
 

合
唱
が
紡
ぐ
１
５
０
年

　
現
在
～
過
去
～
未
来
―
」
が
２
０
２
４
年
9
月
24
日
～
11
月
17
日

ま
で
同
志
社
大
学
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社

ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
階
企
画
展
示
室
で
開
催
さ
れ
、
６
，
１
６
１
人
の
合

唱
フ
ァ
ン
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
。
こ
の
企
画
に
参
画
し
た
合

唱
団
に
は
、
同
志
社
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
で
き
た
コ
ー
ラ
ス
・
合
唱

に
関
す
る
歴
史
を
残
し
た
い
と
い
う
願
い
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
未
曽
有
の
災
害
を
経
験
し
て
も
な
お
、
未
来
を
向

い
て
活
動
す
る
自
分
た
ち
の
姿
を
示
し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
た
。

展
示
に
は
20
団
体
の
協
力
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
２
５
０
点
余
り
の
資

料
を
展
示
し
た
。
１
2
０
年
の
歴
史
を
有
す
る
団
体
か
ら
、
創
立
後

数
年
と
い
う
団
体
ま
で
様
々
な
歴
史
的
背
景
を
有
す
る
各
団
体
が
、

自
ら
の
歩
み
を
形
で
示
す
た
い
へ
ん
意
義
の
あ
る
展
示
と
な
っ
た
。
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同志社
クローズ・アップ

２
０
２
４
年
11
月
23
日
、
同
志
社
大
学
政
策
学
部
創
立
20
周
年
を

記
念
し
て
、
政
策
学
部
創
立
20
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ら
び
に
、

政
策
学
部
20
周
年
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
13
時
よ
り
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
政
策

学
部
創
立
20
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
に

あ
た
り
、
足
立
光
生
・
政
策
学
部
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
政
策
学
部

が
創
立
20
周
年
を
機
に
掲
げ
た
「
学
部
を
は
み
出
せ
、
そ
の
策
で
挑

め
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

来
賓
祝
辞
と
し
て
小
原
克
博
・
同
志
社
大
学
学
長
よ
り
お
話
が
あ
り
、

同
志
社
大
学
の
中
で
の
政
策
学
部
の
意
義
に
つ
い
て
再
度
考
え
る
重

要
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
真
山
達
志
・
政
策
学
部
教
授

の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
政
策
学
部
創
立
時
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

同
志
社
大
学
政
策
学
部
創
立
20
周
年
事
業
に
つ
い
て

　
　

 
大
学  �

政
策
学
部
長 

足あ

立だ
ち　

光み
つ

生お

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

座談会

真山教授

小原学長

足立学部長
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を
紹
介
い
た
だ
き
、
創
立
時
の
教
員
の
志
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
終
盤

に
は
政
策
学
部
卒
業
生
に
よ
る
座
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
各
界
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
に
よ
っ
て
、
政
策
学
部
の
学
び
が
い
か

に
今
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
政
策
学
部
の
意
義
に
つ
い
て
有

益
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
政
策
学
部
創
立
20
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛
況
の
う
ち
に
終
幕
し
ま
し
た
。

次
に
、
17
時
よ
り
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
会
場
を
移
し
、
政
策

学
部
20
周
年
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最

初
に
足
立
光
生
・
政
策
学
部
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、

八
田
英
二
・
同
志
社
総
長
・
理
事

長
か
ら
祝
辞
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
山
谷
清
志
・
政
策

学
部
教
授
か
ら
乾
杯
の
発
声
が
あ

り
、
パ
ー
テ
ィ
の
幕
が
開
き
ま
し

た
。
ゼ
ミ
毎
に
撮
影
さ
れ
た
懐
か

し
い
写
真
が
次
々
に
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
る
な
か
、
ま
た
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
卒
業
生
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
映
し
出

さ
れ
る
等
の
企
画
が
進
行
し
、
在
学
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
が
一
同

に
歓
談
し
て
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ

の
終
わ
り
に
はD

oshisha C
ollege Song

の
斉
唱
とD

oshisha 
C

heer

に
よ
っ
て
会
場
が
一
体
と
な
る
な
か
、
パ
ー
テ
ィ
は
盛
会

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

同
志
社
大
学
政
策
学
部
創
立
20
周
年
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
策

学
部
の
歩
み
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
政
策
学
部
の
発
展
に

向
け
て
在
学
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
大
き
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Doshisha College Song斉唱

祝賀パーティ

八田総長・理事長
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同志社
クローズ・アップ

ア
リ
ス
・
Ｊ
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏
は
、
明
治
期
の
京
都
で
初

め
て
キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
子
教
育
の
道
を
切
り
ひ
ら
き
、
同
志
社
女

子
大
学
の
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
り
、
今
な
お
そ
の
功
績
は
広
く
敬

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ス
タ
ー
ク
ウ

ェ
ザ
ー
氏
の
甥
孫
で

あ
る
ラ
ン
ダ
ル
・
フ

ァ
ウ
ラ
ー
氏
が
、
妻

の
パ
メ
ラ
・
セ
ブ
リ

ア
ン
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー

氏
ら
と
と
も
に
、
10

月
25
日
に
米
国
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
か
ら
本
学

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
ダ
ル
氏
は
、ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏
の
す
ぐ
上
の
兄
ジ
ョ
ー
ジ・

ブ
リ
ッ
グ
ス
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
子
孫
に
あ
た
り
ま
す
。
ジ
ョ

ー
ジ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
結
婚
後
、
ア
メ
リ
カ
に
戻
り
ま
す
が
、
再

婚
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
の
娘
エ
ス
リ
ン
が
ラ
ン
ダ
ル
氏
の
祖
母
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ラ
ン

ダ
ル
氏
自
身
は
現
在
バ

ー
ジ
ニ
ア
州
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
・
Ｃ
近
郊
に
在
住

で
、
家
族
の
歴
史
に
関

心
を
持
ち
、
調
査
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。
今

回
ラ
ン
ダ
ル
氏
は
、
今

か
ら
１
５
０
年
近
く
前

に
、
当
時
は
未
知
の
国

だ
っ
た
日
本
に
宣
教
師

ア
リ
ス
・
Ｊ
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏
の
ご
子
孫
の 

ラ
ン
ダ
ル
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
氏
が
ご
来
校

　
　

 

女
子
大
学  �

 

広
報
課
・
史
料
セ
ン
タ
ー

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L
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ジェームズ館前にて（左から坂本清音名誉教授、
Fowler氏夫妻、今井由美子教授）

懇談の様子
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と
し
て
派
遣
さ
れ
、
同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
に
献
身
さ
れ

た
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏
の
足
跡
を
辿
る
た
め
に
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
研
究
者
で
あ
る
坂
本
清
音
名
誉

教
授
、
表
象
文
化
学
部 

英
語
英
文
学
科
の
今
井
由
美
子
教
授
が
お

迎
え
し
、
和
や
か
な
面
談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

面
談
の
中
で
、
坂
本
清
音
名
誉
教
授
か
ら
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏

が
イ
リ
ノ
イ
州
エ
ル
ジ
ン
で
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
集

会
で
神
の
召
命
を
受
け
、
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ボ
ー
ド
が
支
援
す
る
女
性

宣
教
師
と
し
て
来
日
さ
れ
た
こ
と
、
当
初
は
新
島
八
重
か
ら
日
本
語

の
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
エ
ル
ジ
ン
時

代
の
宣
教
師
申
請
書
や

入
洛
後
の
人
力
車
に
乗

っ
た
写
真
な
ど
の
貴
重

な
資
料
が
具
体
的
に
示

さ
れ
る
と
、
懇
談
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
本
学
が
保
管
し
て

い
た
家
系
図
は
途
中
で

途
切
れ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ラ
ン
ダ
ル

氏
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

長
年
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏
の
没
年
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
に
没
年
が
１
９
２
１
年
と
判
明
し
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
に
は
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
没
後
１
０
０
年
を

記
念
し
、
学
校
法
人
同
志
社
・
同
志
社
女
子
大
学
・
同
志
社
女
子
中

学
・
高
等
学
校
・
同
志
社
同
窓

会
に
よ
っ
て
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

の
市
営
墓
地 M

ount H
ope 

C
em

etery 

に
墓
碑
を
建
立

し
ま
し
た
。
墓
碑
建
立
の
経
緯

を
初
め
て
知
ら
れ
た
ラ
ン
ダ
ル

氏
は
た
い
へ
ん
感
動
さ
れ
、
ぜ

ひ
と
も
現
地
を
訪
れ
た
い
と
の

意
向
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、
ラ

ン
ダ
ル
氏
ご
夫
妻
は
、
Ａ
・

Ｊ
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏
が

日
本
に
遺
し
た
教
育
的
・
文
化

的
影
響
の
深
さ
に
強
い
感
銘
を

受
け
、
帰
国
後
も
そ
の
研
究
を

継
続
す
る
意
志
を
示
さ
れ
ま
し

( 父）George Starkweather
               （1815-1887）　　　　

（母）Mary Waite
          (1805-1892)

Mary  Anne
Starkweather
(1840-1930)

Sarah Wilder
Starkweather
(1842-1918)

John Waite
Starkweather
(1844-1934)

George Briggs
Starkweather
(1847-1932)

Emma Loomis
(1851-1918)

Alice Jeannette 
Starkweather
   (1849-1921)

Ethelyn Starkweather
         (1887-1967)

Edward Franklin Smith
         (1885-1967)

Emma Jean Smith
     (1920-2002)

Alvin Eldridge Fowler
       (1916-2001)

Randal Neil Fowler
         (1949-  )

家系図（アリス・Ｊ・スタークウェザーの両親～甥孫ランダル・ファウラー氏）

史料センター展示室をご見学

Mount Hope Cemetery に墓碑を建立（写真提供：同志社同窓会）
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同志社
クローズ・アップ

た
。
２
０
２
６
年
に
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
本
学
が
、
同
志
社

女
子
大
学
の
創
立
に
大
き
く
貢
献
し
た
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
氏
の
ご

子
孫
と
交
流
を
持
て
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
有
意
義
な
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
家
と
本
学
の
深
い
繋
が

り
を
再
認
識
し
、
と
も
に
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

( 父）George Starkweather
               （1815-1887）　　　　

（母）Mary Waite
          (1805-1892)

Mary  Anne
Starkweather
(1840-1930)

Sarah Wilder
Starkweather
(1842-1918)

John Waite
Starkweather
(1844-1934)

George Briggs
Starkweather
(1847-1932)

Emma Loomis
(1851-1918)

Alice Jeannette 
Starkweather
   (1849-1921)

Ethelyn Starkweather
         (1887-1967)

Edward Franklin Smith
         (1885-1967)

Emma Jean Smith
     (1920-2002)

Alvin Eldridge Fowler
       (1916-2001)

Randal Neil Fowler
         (1949-  )

家系図（アリス・Ｊ・スタークウェザーの両親～甥孫ランダル・ファウラー氏）
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う
ま
い
絵
と
は
？

大
人
の
評
価
す
る
「
う
ま
い
絵
」
は
リ
ア
ル
さ
や
写
実
性
が
重
視

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
観
察
力
や
表
現
力
が
発
展
途
上
の
中

学
生
に
と
っ
て
美
術
の
時
間
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
そ
ん
な
生
徒
と
ど
の
よ
う
に
授
業
を
作
る
べ
き
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

「
学
研
教
育
総
合
研
究
所
」
の
調
査
に
よ
る
と
、
小
学
生
で
は
図

画
工
作
が
好
き
な
教
科
3
位
、
嫌
い
な
教
科
4
位
、
中
学
生
で
は
美

術
が
好
き
な
教
科
8
位
、
嫌
い
な
教
科
7
位
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ
、
興
味
関
心
も
広
が
り
、
各
教
科
へ

の
意
識
の
変
化
の
中
で
、
一
概
に
図
画
工
作
・
美
術
が
生
徒
に
と
っ

て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
教
科
に
な
っ
た
と
捉
え
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

徒
を
見
て
い
る
と
、
自
由
に
描
け
た
幼
少
期
と
異
な
り
、
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
ス
キ
ル
不
足
が
自
信
喪
失
や
苦
手
意
識
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
成
長
過
程
で
の
自
己
意
識
の

発
達
や
、
他
者
の
目
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
1
年
生
の
美
術
で
は
、多
様
な
表
現
を
受
容・

尊
重
し
、
自
己
表
現
を
追
求
す
る
素
地
を
育
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
美
術
を
通
じ
て
表
現
の
楽
し
さ
や
自
分
ら

し
さ
を
見
出
せ
る
授
業
を
目
指
し
、
試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
折
、
障
が
い
者
ア
ー
ト
を
専
門
に
扱
う
合
同
会
社am

iam
i

（
代
表 

キ
ュ
レ
ー
タ
ー 

高
野
さ
ん
）
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、

生
徒
た
ち
が
「
う
ま
い
絵
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
身
の
表
現
を
探
る

授
業
を
作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。am

iam
i

の
作
品
は
一
般
的
な

「
う
ま
い
絵
」
と
は
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
想
い
と
多
様
な
表
現
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
年
生
の
2
学
期
に
は
、
鑑
賞
と
表
現
を
組
み
合
わ
せ
、

am
iam

i

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
社
会
と
つ
な
が
り
な
が
ら
多

様
な
価
値
観
を
尊
重
す
る
学
び
を
目
指
す
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
絵
を
描
く
か
は
先
生
で
は
な
く
生
徒
が
決
め
る

授
業
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
進
め
ま
し
た
。

生
徒
が
あ
り
の
ま
ま
の
表
現
を
追
求
す
る
鑑
賞
と
表
現
の
試
み 

ー
合
同
会
社am

iam
i

と
の
企
業
コ
ラ
ボ
授
業
ー
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考
え
が
頭
を
よ
ぎ
る
か
ら
そ
う
思
っ

た
。」「
自
分
が
表
現
し
た
い
こ
と
を
思

う
が
ま
ま
に
描
い
て
る
と
思
っ
た
。」

「
一
つ
一
つ
の
作
品
が
違
っ
て
い
て
、

ク
ラ
ス
の
人
が
好
き
な
作
品
も
バ
ラ
バ

ラ
で
人
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が
分
か
れ

て
い
た
。
自
分
自
身
が
好
き
な
よ
う
に

作
品
を
作
っ
て
い
る
感
じ
が
し
て
個
性

が
あ
る
と
考
え
た
。」従
来
の「
う
ま
い
」

で
は
な
く
、
様
々
な
表
現
を
受
容
す
る

入
り
口
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
設
定

さ
れ
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
生
徒
は
自

ら
の
主
題
を
見
出
し
、
描
く
対
象
を
決

め
、
画
材
を
選
択
し
て
表
現
を
模
索
し

ま
す
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
時

に
は
生
徒
同
士
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
自
身
の
表
現
を
改
め
て
振
り
返
り
、
ひ
と
り
1
分
の
発

表
を
全
員
が
行
い
相
互
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
はam

iam
i

の
高
野
さ
ん
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
実
際
の
授
業
で
生
徒
作
品
に
コ
メ

ン
ト
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
価
値
あ
る

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
気
づ
き
や
自
信
へ
と
つ
な

が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

１
、 am

iam
i

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
の
鑑
賞
に
よ
り
、
多
様
な
表

現
に
触
れ
る

２
、 
生
徒
自
身
が
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
自
分
自
身
が
主
題
を
見
つ
け

て
表
現
を
行
う

３
、
発
表
に
よ
っ
て
相
互
鑑
賞
を
行
う

活
動
の
中
で
、
生
徒
は
作
品
や
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、
表
現
を

模
索
し
、
振
り
返
り
を
言
語
化
す
る
中
で
、
自
身
の
価
値
観
の
変
化

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

作
品
鑑
賞
で
は
、am

iam
i

の
扱
う
ア
ー
ト
作
品
６
作
品
の
鑑
賞

を
行
い
ま
し
た
。
鑑
賞
授
業
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
過
去

の
名
画
と
評
価
さ
れ
て
い
る
作
品
で
は
な
く
、
今
こ
の
世
界
を
生
き

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
、
フ
ラ
ッ
ト
な
視
点
で
多
様
な
表
現
に
触
れ
る
こ
と
を
追

求
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、
自
分
な

り
の
感
じ
方
で
気
に
な
る
作
品

（am
iam

i

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作

品
）
と
向
き
合
い
、
自
身
の
表
現

に
つ
な
げ
ま
す
。
鑑
賞
活
動
を
通

し
て
、
生
徒
は
次
の
よ
う
に
言
語

化
し
て
い
ま
す
。「
周
り
の
固
定

概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
描
く
の
っ
て

素
敵
だ
な
と
思
っ
た
。
自
分
で
描

こ
う
と
し
て
も
ど
う
し
て
も
『
ち

ゃ
ん
と
描
か
な
い
と
…
』
と
い
う

作品鑑賞風景

オンラインでの発表風景

71



新
し
い
考
え
方
を
知
れ
た

「
み
ん
な
の
を
見
て
、
こ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
の
か
、（
中
略
）
発

見
が
あ
っ
て
、
す
ご
く
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。
人
に
よ
っ
て
考
え
方
、

感
じ
方
は
全
然
ち
が
う
し
、
新
し
い
考
え
方
を
知
れ
た
。
こ
ん
な
言

い
方
を
し
た
ら
と
て
も
失
礼
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
最
初
私
は
Ｃ
の

絵
（am

iam
i

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
の
こ
と
）
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
変

な
絵
だ
な
、と
思
っ
た
け
ど
、Ｍ
さ
ん
の
絵
（
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
作
品
）

を
見
て
、
話
を
聞
い
た
ら
、
Ｃ
の
絵
を
か
い
た
人
に
ど
ん
な
風
に
ど

こ
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
と
か
が
す
ご
く
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。」

「
自
分
は
自
分
の
絵
が
嫌
い
で
小
学
校
で
は
か
わ
い
く
か
こ
う
と

必
死
だ
っ
た
け
ど
、
今
回
は
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
人
の
目
を
気

に
せ
ず
か
け
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。」「
ク
ラ
ス
全
員
の
作
品
を
見
て

み
て
、
み
ん
な
リ
ア
ル
に
か
い
た
り
抽
象
的
に
か
い
た
り
色
合
い
も

形
も
場
面
も
場
所
も
そ
も
そ
も
描
く
対
象
も
ぜ
ん
ぶ
が
ぜ
ん
ぶ
そ
れ

ぞ
れ
ち
が
う
け
ど
、
下
手
で
変
な

作
品
な
ん
て
1
つ
も
な
く
て
全
て

の
作
品
が
す
ば
ら
し
く
て
、
絵
を

見
る
だ
け
で
そ
の
人
の
性
格
が
わ

か
る
と
言
っ
て
も
良
い
く
ら
い
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
が
の
ば
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
絵
た
ち
は
と
て
も
大
切

な
も
の
な
の
か
な
と
思
っ
た
。
絵

を
描
い
て
、
発
表
し
て
、
人
の
作

品
を
見
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。」
生
徒
の
振
り
返
り
に
は
、
固
定
概
念
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
由

な
表
現
へ
の
喜
び
や
達
成
感
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
自
分
の
作
っ
た
も
の
の
評
価
基
準
が
『
ど
れ
だ
け
人
か

ら
認
め
て
も
ら
え
る
か
』だ
っ
た
の
に
対
し
て
、今
回
の
授
業
で『
自

分
が
好
き
な
も
の
を
描
け
た
か
』『
絵
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
た

か
』
に
な
っ
た
。（
後
略
）」「
今
ま
で
は
『
ど
ん
な
絵
を
書
く
か
』

は
自
分
で
は
な
く
先
生
が
決
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
回
は
自
分
で

書
き
た
い
絵
を
え
ら
び
ま
し
た
。
自
分
で
想
像
し
た
も
の
を
書
く
の

は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
発
表
を
し
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
る

中
で
気
づ
い
た
の
は
み
ん
な
ち
が
う
感
性
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
な
と

い
う
事
で
す
。
そ
の
感
性
を
こ
れ
か
ら
も
み
が
い
て
い
き
た
い
で

す
。」「
ぼ
く
は
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
に
も
評
価
さ
れ
る
作

品
が
作
れ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
絵
が
苦
手
で
、
上
手
下

手
関
係
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
絵
を
描
く
こ
と
に
は
少
し
抵
抗

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
回
の
作
品
を
高
野
さ
ん
が
評
価
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
少
し
自
信
に
な
り
ま
し
た
。」
生
徒
た
ち
は
、

相
互
鑑
賞
を
通
し
て
、
他
者
の
視
点
か
ら
自
身
の
思
考
の
変
化
に
気

づ
き
、
学
び
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
更
に
、
個
性
が
尊

重
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
や
多
様
性
の
理
解
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
授
業
を
通
し
て
、
学
び
の
主
体
は
生
徒
た
ち
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
大
人
も
「
う
ま
い
絵
」
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の

豊
か
な
創
造
性
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
こ
の
授
業
で
育
ち
始
め
て
い
る
生
徒
そ
れ

ぞ
れ
の
感
性
を
大
切
に
今
後
の
授
業
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

生徒の発表には高野さんがコメント
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リ
ア
ル
な
図
書
館
の
限
界

「
電
子
図
書
館
」
と
い
う
存
在
を
初
め
て
強
烈
に
意
識
し
た
の
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
た
２
０
２
０
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
突
然
の
臨
時
休
校
、
相
次
ぐ
学
級
・
学
年
閉
鎖
で
生
徒
が

学
校
に
来
ら
れ
な
く
な
り
、
慌
た
だ
し
く
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
始
ま

っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
図
書
館
に
で
き
た
の
は
、
お
便
り
の
発
行
や

郵
送
貸
出
の
実
施
な
ど
非
常
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
。

私
立
中
高
図
書
館
の
中
に
は
、
電
子
図
書
館
を
活
用
し
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
見
ら
れ
た
。
歴
然
と
し
た
差
を
見
せ
つ
け

ら
れ
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

す
。
何
よ
り
生
徒
に
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

っ
た
。「
利
用
者
が
図
書
館
に
来
る
」
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
た
図

書
館
運
営
に
は
、
大
き
な
限
界
が
あ
る
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
リ
ア
ル
な
図
書
館
の
限
界
」
を
感
じ
る
の
は
、
何

も
非
常
時
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
開
館
時
間
内
に
図
書
館

に
行
け
な
い
。」
と
い
う
声
が
生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

香
里
中
高
図
書
館
は
、
１
限
目
開
始
の
8
時
50
分
に
開
館
し
、
下
校

時
間
の
15
分
前
で
あ
る
17
時
45
分
に
閉
館
す
る
と
い
う
の
が
基
本
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
昼
休
み
・
放
課
後
は
生
徒
で
に
ぎ
わ
い
、

授
業
で
の
利
用
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
中
高
生
は
多
忙
で
あ
る
。
特
に
本
校
は
部
活
動
が
盛
ん

で
あ
り
、
放
課
後
は
多
く
の
生
徒
が
様
々
な
部
活
に
勤
し
ん
で
い
る
。

そ
の
た
め
、
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
と
図
書
館
を
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
な
い
。「
も
っ
と
朝
早
く
か
ら
、
あ
る
い
は
遅
く
ま
で
開
館
し

て
ほ
し
い
。」「
日
曜
日
に
学
校
の
図
書
館
に
来
た
い
。」
そ
う
い
っ

た
声
を
聞
く
こ
と
も
多
い
。
要
望
に
応
え
た
い
の
は
山
々
で
あ
る
が
、

現
在
の
人
員
で
は
難
し
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
更
に
、
長
期
療
養
や

不
登
校
の
生
徒
な
ど
、
学
校
に
来
ら
れ
な
い
生
徒
の
こ
と
も
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

電
子
図
書
館
の
開
設
と
生
島
吉
造
先
生

そ
う
し
た
中
、
図
書
館
に
対
し
て
寄
付
を
し
た
い
と
い
う
お
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
福
音
と
い
う
べ
き
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
当
初

生い
く

島し
ま

吉き
ち

造ぞ
う
・
稲い
な

子こ

・
吉よ
し

秋あ
き

記
念 

同
志
社
香
里
電
子
図
書
館
の
開
設
を
記
念
し
て
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寄
付
者
の
方
は
、
寄
付
金
を
紙
の
本
の
購
入
に
充
て
て
ほ
し
い
と
希

望
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
本
校
図
書
館
は
有
難
い
こ
と
に
潤
沢
な
図
書
購
入
費
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
の
収
容
冊
数
も
限
界
に
近
づ
き

つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
先
に
述
べ
た
事
情
を
ご
説
明
し
、
寄
付
金
を

活
用
し
て
電
子
図
書
館
を
開
設
す
る
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。

開
設
が
決
ま
っ
た
電
子
図
書
館
で
あ
る
が
、
こ
の
拙
文
の
タ
イ
ト

ル
に
も
書
い
た
よ
う
に
、「
生
島
吉
造
・
稲
子
・
吉
秋
記
念 

同
志
社

香
里
電
子
図
書
館
」
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
図
書
館
名
に
つ
い
て
、

少
し
紹
介
を
し
た
い
。
ま
ず
、
生
島
吉
造
先
生
は
、
本
校
の
第
5
代

校
長
で
あ
る
。
１
９
０
６
年
5
月
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
同
志
社
大

学
法
学
部
に
進
学
、
そ
の
後
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
2
年
次
に
編
入
し
卒

業
さ
れ
た
。
香
里
中
高
に
は
１
９
５
５
年
4
月
か
ら
勤
務
さ
れ
、
１

９
６
８
年
4
月
か
ら
１
９
７
１
年
3
月
ま
で
校
長
を
務
め
ら
れ
た
。

稲
子
は
奥
様
の
お
名
前
で
あ
り
、
吉
秋
は
息
子
さ
ん
の
お
名
前
で
あ

る
。
寄
付
者
の
方
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
生
島
吉
造
先
生
と
そ
の
ご

家
族
の
お
名
前
を
記
念
に
残
し
た
い
と
願
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

電
子
図
書
館
の
名
前
に
生
島
先
生
の
名
前
を
冠
す
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

電子図書館を記念して、図書館入口に設置されたプレート

第5代校長　生島吉造　先生

『香里の丘』第38号 (同志社香里中・
高等学校PTA、1971年3月15日) p.4
より引用
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同志社
クローズ・アップ

紙
と
電
子
の
両
輪
を
目
指
し
て

本
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
教
育
の
情
報
化
が
急
速
に
進
展
し
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
全
生
徒
が
デ
バ
イ
ス
を
所
有
す
る
状
態
と

な
っ
て
い
た
。
既
に
電
子
図
書
館
を
導
入
す
る
土
壌
は
整
っ
て
お
り
、

準
備
は
順
調
に
進
ん
だ
。
２
０
２
４
年
5
月
27
日
、
電
子
図
書
館
は

無
事
オ
ー
プ
ン
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生

徒
及
び
教
職
員
は
時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
ず
、
自
由
に
本
を
読

む
環
境
を
手
に
し
た
の
で
あ
る
。
電
子
書
籍
の
数
も
着
実
に
増
加
し
、

２
０
２
４
年
11
月
24
日
現
在
で
は
、
１
２
２
４
冊
の
本
が
読
め
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
電
子
書
籍
に
は
、
電
子
な
ら
で
は
の
様
々

な
機
能
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
文
字
の
拡
大
・
音
声
読
み

上
げ
・
背
景
と
文
字
の
色
の
反
転
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
電
子
書
籍

に
よ
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
読
書
環
境
が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

肝
心
の
生
徒
の
利
用
状
況
は
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

い
っ
た
状
態
で
あ
る
。
図
書
館
に
よ
く
顔
を
出
す
生
徒
か
ら
は
、「
紙

の
本
の
方
が
好
き
。」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
も
多
い
。
そ
し
て
、

従
来
図
書
館
に
来
て
い
な
い
層
に
は
、
ま
だ
電
子
図
書
館
の
存
在
が

浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

今
後
は
、
授
業
等
と
の
連
携
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
生
徒
へ

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
２
０
２
４
年
度
は
、

北
海
道
に
修
学
旅
行
に
行
く
中
学
2
年
生
に
対
し
て
、
北
海
道
関
連

の
電
子
書
籍
を
用
意
し
た
。
北
海
道
に
密
着
し
た
小
規
模
出
版
社
の

本
を
簡
単
か
つ
迅
速
に
用
意
で
き
た
の
は
、
電
子
図
書
館
だ
か
ら
こ

そ
為
せ
る
業
で
あ
っ
た
。

「
紙
」
と
「
電
子
」
は
優
劣
を
比
較
さ
れ
、
相
反
す
る
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
両
輪
と

し
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
運
用
し
て
こ
そ
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
香
里
中
高
の

電
子
図
書
館
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
の
進
化
に
ご

注
目
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

生島吉造・稲子・吉秋記念 同志社香里電子図書館
https://web.d-library.jp/kori/g0101/top/
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ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ブ
っ
て
何
？

我
が
ク
ラ
ブ
の
夏
合
宿
の
計
画
書
や
、
登
山
大
会
の
計
画
書
に
は
、

何
十
年
来
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
目
的
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。W

andervogel

と
は
、
20
世
紀
初
め
に
学
生
で
あ
っ
た
カ

ー
ル
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
な
ど
が
始
め
た
青
年
に
よ
る
野
外
活
動
で
す
。

日
本
で
も
、
こ
の
影
響
を
受
け
、
大
学
や
高
校
に
主
に
登
山
を
行
う

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
が
設
立
さ
れ
、
今
に
至
る
ま
で
、
そ
の
名

が
受
け
つ
が
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
と
は
、
ド
イ
ツ

語
で
「
渡
り
鳥
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
名
の
と
お
り
、
我
が
ク
ラ

ブ
で
も
、
自
由
に
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、
自
然
に
親
し
み
つ
つ
、

身
体
を
鍛
え
、
忍
耐
力
を
養
い
、
正
し
い
判
断
力
、
適
切
な
策
を
生

み
出
せ
る
力
を
つ
け
、
綿
密
な
計
画
と
実
行
力
を
身
に
つ
け
、
団
体

行
動
を
実
践
し
、
そ
の
も
と
で
健
全
な
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行

す
る
と
い
う
こ
と
を
、
ク
ラ
ブ
の
目
的
と
し
て
計
画
書
に
記
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
計
画
書
に
は
あ
わ
せ
て
、
次
の
聖
句
も
記
入
さ

れ
て
い
ま
す
。「
愛
は
忍
耐
強
い
。
愛
は
自
慢
せ
ず
、高
ぶ
ら
な
い
。」

自
然
の
中
で
学
ぶ

私
が
顧
問
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
５
年
の
事
で
、
以
前
の
顧
問

で
あ
っ
た
森
一
郎
先
生
が
当
時
、
校
長
に
な
ら
れ
、
顧
問
を
退
か
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
際
に
、
希
望
を
出
し
、
顧
問
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
退
職
に
至
る
ま
で
、
ず
っ
と
こ
の

ク
ラ
ブ
の
顧
問
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
と
と
も
に
関
西
一

円
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
山
に
登
り
ま
し
た
。
年
に
一
度
は
、
白

馬
岳
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
・
仙
丈
ケ
岳
、
立
山
、
白
山
な
ど
テ
ン
ト
泊
の

合
宿
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

は
、
幸
せ
な
教
員
人
生
で
し

た
。
体
育
会
系
の
ク
ラ
ブ
顧

問
は
、
基
本
は
生
徒
の
活
動

を
見
守
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
こ

の
ク
ラ
ブ
の
顧
問
と
し
て
魅

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
歩
む
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同志社
クローズ・アップ

力
に
感
じ
て
い
た
の
は
、
生
徒
と
共
に
同

じ
活
動
を
教
員
も
さ
せ
て
も
ら
え
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
山
登
り
体
験
を
生
徒

と
共
に
共
有
し
て
い
く
こ
と
で
、
私
に
と

っ
て
も
多
く
の
学
び
の
日
々
で
し
た
。
と

り
わ
け
、
本
校
は
中
高
を
通
し
て
学
ぶ
生

徒
が
多
く
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
に
至
る

ま
で
、
6
年
間
、
山
登
り
を
続
け
る
生
徒

も
お
り
、
初
め
は
弱
か
っ
た
生
徒
も
、
ど

ん
ど
ん
山
を
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
成
長
に
い
つ
も
驚
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
は
、
時
に
は
、
高
校
の
登
山
競
技
に
出
場

し
、
京
都
府
代
表
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
中
学
校
か
ら
続
け
て
い
る
強
み
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
経
験
か
ら
、
顧
問
も
生

徒
と
と
も
に
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

山
で
試
験
？

京
都
は
、
北
山
を
山
域
と
し
て
学
生
時
代
か
ら
登
山
活
動
し
て
き

た
今
西
錦
司
先
生
や
梅
棹
忠
夫
先
生
な
ど
の
大
学
者
を
輩
出
し
て
き

た
府
で
す
。
登
山
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
学
校
は
、
比
較
的
珍
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
府
立
の
学
校
や
同
志
社
中
学
校
に
も
同
志
社
高
校

に
も
い
く
つ
か
の
山
登
り
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
京
都
府
高
体
連

登
山
専
門
部
の
専
門
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
私
は
、
総
体

予
選
や
秋
の
高
等
学
校
登
山
大
会
、
近
畿
大
会
の
運
営
に
も
少
し
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
も
常
に
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
校
生
は
登
山
大
会
に
出
場

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
会
で
ど
の
よ
う
な
競
技
が
行
わ
れ

る
か
を
多
く
の
人
は
ご
存
じ
な
い
と
思
い
ま
す
。
山
に
入
る
前
に
ま

ず
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
計
画
書
に
つ
い
て
審
査
が
あ
り
ま

す
。
日
程
は
も
ち
ろ
ん
、
山
域
の
概
念
図
、
髙
低
図
、
装
備
分
担
、

食
料
計
画
、
救
急
、
荒
天
対
策
な
ど
、
入
念
に
山
の
準
備
を
こ
の
段

階
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
現
地
で
山
を
踏
破
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

4
人
1
チ
ー
ム
で
パ

ー
テ
ィ
ー
を
組
み
、

協
力
し
て
山
を
歩
き

ま
す
。
早
い
こ
と
が

必
ず
し
も
良
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

体
力
は
山
の
安
全
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
す
。
途

中
、
読
図
審
査
が
あ

り
ま
す
。
置
い
て
あ

る
フ
ラ
ッ
グ
の
位
置

を
地
図
に
書
き
込
み

ま
す
。
山
行
を
終
え

ワンダーフォーゲル　全国大会出場の記録
1957 年（昭 32）　奈良県 大台ケ原
1959 年（昭 34）　愛媛県 石鎚山
1983 年（昭 58）　岐阜県 槍ヶ岳・双六山
1992 年（平 4）　 宮崎県 大崩山・傾山
1993 年（平 5）　 栃木県 白根山・男体山
1995 年（平 7）　 島根県 大山
2000 年（平 13）　岐阜県 槍ヶ岳・双六山
2002 年（平 14）　茨城県 男体山・三鈷室山
2013 年（平 25）　大分県 大船山・久住山・中岳
2014 年（平 26）　神奈川県 金時山・三国山・神山
2016 年（平 28）　岡山県 蒜山・毛無山
2017 年（平 29）　山形県 蔵王山・月山
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る
と
、
記
録
帳
の
提
出
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
記
載
は
、
も
し
遭
難
し
た
と

き
の
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
装
備
審
査
も
あ
り
ま
す
。
必

要
な
装
備
が
ザ
ッ
ク
か
ら
す
ぐ
に
取

り
出
せ
る
か
を
見
ま
す
。
幕
営
審
査

は
、
10
分
以
内
に
、
テ
ン
ト
の
適
切

な
設
営
が
行
え
る
か
を
見
ま
す
。
そ

し
て
、
炊
事
審
査
で
は
、
何
を
作
る

か
だ
け
で
は
な
く
、
衛
生
面
に
も
配
慮
が
必
要
で
す
。
テ
ン
ト
場
で

は
、
マ
ナ
ー
も
審
査
さ
れ
ま
す
。
山
で
は
、
騒
い
で
い
て
、
も
し
誰

か
が
眠
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
次
の
日
の
遭
難
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
生
徒
は
、
知
識
（
地
形
、

動
植
物
、
救
急
法
、
登
山
技
術
、
山
域
の
地
理
歴
史
な
ど
）、
お
よ

び
天
気
図
作
成
の
テ
ス
ト
が
待
っ
て
い
ま
す
。
山
で
試
験
が
あ
る
の

で
す
。
こ
ん
な
ク
ラ
ブ
は
な
か
な
か
他
で
は
な
い
で
す
ね
。
つ
ま
り
、

体
育
会
系
と
文
化
系
の
要
素
を
合
わ
せ
持
っ
た
ク
ラ
ブ
で
あ
る
と
こ

ろ
に
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
面
白
さ
が
あ
る
の
で
す
。

登
山
で
は
、
い
つ
も
晴
れ
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
時
に

は
、
風
雨
の
厳
し
い
中
で
の
山
行
も
あ
り
ま
す
し
、
途
中
で
ひ
き
返

し
た
り
、
事
前
に
登
ら
な
い
選
択
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

登
っ
た
ら
、
下
山
し
て
無
事
に
家
に
帰
る
ま
で
が
登
山
で
す
。
山
に

行
く
ま
で
の
準
備
、
帰
っ
て
か
ら
の
片
付
け
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

人
生
そ
の
も
の
で
す
。
要
す
る
に
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
生
き
て
い
く
力
、

生
活
力
を
磨
く
ク
ラ
ブ
で
す
。
競
い
合
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

安
全
に
山
を
歩
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
す
が
、
そ
れ
は

同
時
に
、
人
生
を
生
き
て
い
く
力
も
学
べ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

絶
滅
危
惧
種
？

テ
ン
ト
泊
の
大
会
出
場
や
合
宿
で
は
、
女
子
で
あ
っ
て
も
重
い
荷

物
を
背
負
っ
て
移
動
し
ま
す
。
何
日
も
お
風
呂
に
入
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
山
で
は
、
す
れ
違
う
と
挨
拶
を
す
る
文
化
が
あ
り
ま
す

が
、
生
徒
は
、
ご
高
齢
の
登
山
者
の
方
々
か
ら
、
絶
滅
危
惧
種
を
見

る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
か
わ
い
い
孫
を
見
る
よ
う
な
感
覚
で
、「
え

ら
い
わ
ね
え
、
頑
張
っ
て
ね
」
と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

生
徒
た
ち
も
、
し
ん
ど
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、

美
し
い
自
然
に
ふ
れ
、
何
か
喜
び
を
感
じ
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
に
身
を
置
い
て
い
る
生
徒
は
、
も
う
そ
れ

だ
け
で
リ
ス
ペ
ク
ト
で
し
た
。
ぜ
ひ
、
卒
業
し
て
年
齢
を
重
ね
て
も
、

ま
た
、
山
に
身
を
置
い
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
時
は
、
若
い
登

山
者
た
ち
に
ぜ
ひ
お
声
を
か

け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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は
じ
め
に

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個

性
を
伸
ば
し
、
興
味
を
追
求
で
き
る
中
高
大
の
一
貫
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
英
語
を
中
心
と
し
た
語
学
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
例
え

ば
高
等
学
校
で
は
心
理
学
や
哲
学
、
地
球
環
境
学
な
ど
高
度
な
選
択

科
目
を
豊
富
に
用
意
し
、
生
徒
自
ら
の
学
び
の
意
欲
に
し
っ
か
り
と

応
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
個
性
が
輝
く
生
徒
の
中
か
ら
、
も
の
づ
く
り
の

世
界
に
魅
せ
ら
れ
、
独
学
で
火
星
探
査
機
や
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
試
作

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
上
田
理
仁
さ
ん
（
中
学
2
年
生
（
取
材
当

時
））
を
紹
介
し
ま
す
。

上
田
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

小
さ
い
頃
か
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
お
も
ち
ゃ
を
組
み
立
て
た
り
、
自

分
で
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
モ
ー
タ
ー
を
回
し
た
り
、
一
人

で
い
ろ
ん
な
も
の
を
作
る
の
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
同
志
社
国
際

学
院
初
等
部
の
5
年
生
の
と
き
、
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
を

使
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
展
示
会
を
見
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
の
面
を
カ
メ
ラ
で
画
像
認
識
し

な
が
ら
最
短
手
数
で
色
を
揃
え
る
の
を
見
て
、
こ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
！
自
分
も
も
っ
と
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
み
た

い
と
興
味
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―�

い
ろ
ん
な
こ
と
に
関
心
を
広
げ
て
、
も
の
づ
く
り
の
好
奇
心
を
育

ん
で
き
た
の
で
す
ね
。
火
星
探
査
機
の
模
擬
開
発
に
取
り
組
ん
だ

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
行
っ
て
い
る
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
自
分
が
も
の
づ
く
り
を
す
る
の
な
ら
、
ま
だ
人
が
降
り
立
っ
た

個
性
を
伸
ば
し
興
味
を
追
求
で
き
る
一
貫
教
育 

　

～
き
ら
り
輝
く
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徒
へ
の
イ
ン
タ
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～
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こ
と
が
な
い
惑
星
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
い
と
思
い
、
第
二
の
月
と

言
わ
れ
る
火
星
が
身
近
な
存
在
で
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
た

ん
で
す
。
早
速
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
材
料
や
工
具
を
買
っ
て
き
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
火
星
探
査
機
の
試
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

―�

試
作
で
工
夫
し
た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

探
査
機
が
カ
メ
ラ
で
周
囲
の
状
況
を
認
識
し
な
が
ら
目
的
地
ま
で

走
行
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で
サ
ン
プ
ル
を
採
取
で
き
る
よ
う
に
、

独
学
で
学
ん
だ
最
新
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ

ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
火
星
で
は
普
通
の
自
動
車
の
よ
う
な
4
輪

構
造
で
は
前
に
進
め
な
い
の
で
、
6
輪
（
前
2
輪
、
後
4
輪
）
に
し

て
地
面
と
の
グ
リ
ッ
プ
力
を
高
め
た
り
、
モ
ー
タ
ー
の
ト
ル
ク
量
や

サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
硬
さ
を
調
整
し
て
車
体
が
傾
か
な
い
よ
う
に
工

夫
し
た
り
…
、
火
星
の
低
い
重
力
や
凸
凹
し
た
地
形
の
中
で
ど
の
よ

う
に
安
定
し
て
走
行

で
き
る
の
か
、
自
分

の
部
屋
に
本
な
ど
い

ろ
ん
な
障
害
物
を
設

置
し
、
何
度
も
昇
り

降
り
さ
せ
て
検
証
し

ま
し
た
。

―�

ハ
ー
ド
作
り
も
ソ
フ
ト
作
り
も
独
学
で
習
得
し
た
の
で
す
ね
。
実

際
に
火
星
探
査
機
を
作
っ
て
み
て
何
か
感
じ
た
こ
と
、
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

自
分
が
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
も
っ
と
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
、
Ｄ

Ｉ
Ａ
の
青
田
先
生
に
頼
ん
で
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）

に
連
絡
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
ロ
ケ
ッ
ト
の
設
計
・
開
発

に
携
わ
っ
て
い
る
技
術
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
作
機
の
改
善
点
・
改
良
点
に
つ
い
て
貴

重
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
っ
た
ほ
か
、「
失
敗
を
恐
れ
る
な
！
」

と
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
、
将
来
、
宇
宙
開
発
の
最
先
端
の
現
場
で

働
き
た
い
と
い
う
夢
が
ま
す
ま
す
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
志
社
国
際
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
、「
同
志
社
ロ
ー

ム
記
念
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ
で
、
小
型
人
工
衛
星
を
開
発
し

て
打
ち
上
げ
を
目
指
す
取
組
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
り
、

生
命
医
科
学
部
で
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
を
さ
れ
て
い
る

渡
辺
公
貴
教
授
の
指
導
を
受
け
る
機
会
を
も
ら
っ
た
り
、
火
星
探
査

機
の
試
作
・
開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
で
普
段
で
は
経
験
で
き

な
い
よ
う
な
世
界
に
飛
び
込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―�
現
在
、
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

中
学
2
年
生
の
と
き
、
足
を
痛
め
て
歩
く
の
に
苦
労
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
の
代
わ
り
に
弟
や
妹
を
迎
え
に
行
っ
た
り
、
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洗
濯
物
を
取
り
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
ツ
ー
ル
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術
や
知
識
を
活
か
し
て
、
も

っ
と
身
近
で
社
会
に
役
立
つ
よ
う
な
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
試
作
中
の
モ
デ
ル
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

に
搭
載
し
た
カ
メ
ラ
の
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
し
な
が
ら
、
ユ
ー

ザ
ー
自
身
が
マ
ウ
ス
を
使
っ
て
リ
モ
コ
ン
操
作
で
動
か
す
タ
イ
プ
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ミ
カ
ン
な
ど
軽
い
も
の
な
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
で

持
ち
運
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
将
来
的
に
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｘ
Ｒ
な
ど
最

新
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
い
ろ
ん
な
場
所

に
自
律
的
に
移
動
し
、
様
々
な
事
情
で
外
出
が
難
し
い
人
た
ち
の
ア

バ
タ
ー
と
し
て
社
会
に
バ
ー
チ
ャ
ル
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―�

同
志
社
国
際
中
学
校
で
学
ん
で
良
か

っ
た
と
思
う
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
学
2
年
生
の
秋
、
中
高
生
が
集
ま
っ

て
自
分
た
ち
の
研
究
を
発
表
し
議
論
し

合
う
「
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
と
い

う
ア
ジ
ア
の
学
会
に
参
加
し
た
の
で
す

が
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
方
法
な

ど
、
事
前
に
教
頭
の
二
股
先
生
や
い
ろ
ん

な
先
生
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
も
ら
い
、

自
信
を
持
っ
て
発
表
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
や
り
た
い
こ
と
を
全
力
で
後
押
し
し
て
く
れ
る
の
が
同
志
社
国

際
中
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
と
の
距
離
感
が
近

く
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
備
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
に
取
り
組
む
研
究
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
も

の
づ
く
り
を
す
る
に
は
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
ね
。

―�

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
だ
け
で
な
く
、
人
工
知
能
な
ど
最
先
端
の
分
野
を

学
ん
で
、
自
分
の
技
術
力
を
も
っ
と
高
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
課

題
が
た
く
さ
ん
埋
も
れ
て

い
る
の
で
、
今
取
り
組
ん

で
い
る
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の

よ
う
に
、
多
く
の
人
を
幸

せ
に
す
る
よ
う
な
も
の
づ

く
り
を
続
け
て
い
け
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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responsibility for the choices that the United States of America made or 
those of Japan. His main reason for speaking about his grandfather’s 
experience is to make sure that no human being ever again suffers such a 
fate as the people in Hiroshima and Nagasaki, 

The second person I met was a guest speaker at DIA named Ms. Kosuzu 
Harada. She is the granddaughter of Mr. Tsutomu Yamaguchi who fell 
victim to the atomic bomb in Hiroshima AND the one that wreaked havoc 
on Nagasaki. She has taken on 
the responsibility of sharing the 
story of her late grandfather as a 
Hibakusha. The number of living 
victims who are able to share 
their stories is dwindling year by 
year as age takes its toll on those 
whose futures were reshaped by 
the choices made in that summer 
some 8 0 years ago.

What shocked me the most was to find out that a relationship, even a 
friendship between these two grandchildren could even be possible. I met 
each of them separately and found it amazing that even though they were 
on opposite sides of the horrific occurrence dealt to Hiroshima and 
Nagasaki that they shared a common goal: to work for peace and make 
sure that no one ever had to become the victim of atomic weapons and 
deal with the lingering effects they cause.

They have dedicated their time and energy to becoming peacemakers, 
just like God hopes for all of us as we learn from the bible in Matthew 
chapter 5, verse 9  which tells us, “Happy are those who work for peace; 
God will call them his children!”

What we can learn from these two wonderful people and their friendship 
is the power of forgiveness, hope and peace for the future!
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As teachers, we teach children to forgive others when they do horrible 
things to them and that they should always give them another chance. We 
learn from the bible as it tells us in Luke chapter 6, verse 31, to “Do for 
others just what you want them to do for you.” This lesson is important for 
young children as they explore their personalities and learn to become 
members of a group in preparation for developing into responsible 
decision-making members of society. For adults, this lesson of forgiving is 
not always an easy one and many find it is often quite challenging. 
Forgetting about these bad experiences from the past can be even more 
difficult.

I had the great privilege of meeting two amazing people this year. First, I 
met a young American man named Mr. Ari Beser. He is the grandson of 
Lieutenant Jacob Beser from 
whom he heard numerous tales 
of what took place during 
World War II. Lt. Beser was in 
the air force and on BOTH the 
plane that dropped the first 
atomic bomb on Hiroshima 
AND also the plane carrying the 
atomic bomb that devastated 
Nagasaki in August of 1945. In 
the beginning, I found it strange 
that he only talked about the facts of what happened and not the 
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か
き
や
り
ん
ご
、
さ
つ
ま
い
も
、
じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
、
お
米

な
ど
、
色
鮮
や
か
な
秋
の
味
覚
を
、
心
を
込
め
て
さ
さ
げ
る
子
ど
も

た
ち
。
今
年
も
、
全
校
生
で
収
穫
感
謝
礼
拝
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
表
情
は
、
分
か
ち
合
う
喜
び
に
溢
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。１

６
２
０
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に
乗
っ
て

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
人
々
（
ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
）
が
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
人
々
に
作
物
の
作
り
方
を
学
び
、
共
に

収
穫
を
祝
っ
た
こ
と
が
収
穫
感
謝
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
地
、
ニ
ュ

ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
校
祖
新
島
襄
が
「
自
由
」
と
「
良
心
」
を
学

ん
だ
同
志
社
の
原
点
と
も
い
え
る
場
所
で
、
同
志
社
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
く
さ
ん
の
命
と
そ
の
命
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
へ
の
感
謝
、

ま
た
そ
の
恵
み
を
み
ん
な
で
分
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
へ
の
感

謝
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
「
感
謝
」
す
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
た

ち
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま

す
。収

穫
感
謝
礼
拝

で
児
童
、
保
護
者

に
お
持
ち
い
た
だ

き
ま
し
た
た
く
さ

ん
の
さ
さ
げ
物
は
、

滋
賀
県
の
障
が
い

者
支
援
施
設
「
止

揚
学
園
」
に
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

分
か
ち
合
う
仲
間

と
顔
の
見
え
る
交

流
を
と
、
今
年
度

収
穫
感
謝
を
通
じ
て 

―
同
志
社
小
学
校
の
取
り
組
み
―

　
　

 

小
学
校  �

教
頭 

田た

中な
か　

雅ま
さ

裕ひ
ろ

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

84



同志社
クローズ・アップ

は
、
7
年
ぶ
り
に
止
揚
学
園
を
訪
問
し
、
8
名
の
5
・
6
年
生
が
交

流
し
ま
し
た
。

穏
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
学
園
の
ま
わ
り
を
手
つ
な
い
だ
り
車
い

す
を
押
し
た
り
し
て
散
歩
し
て
い
る
と
、
道
端
に
咲
い
て
い
る
花
の

名
前
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
も
や
さ
し
く
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
館
内
の
色
と
り
ど
り
の
手
描
き
の
絵
、
心
の

こ
も
っ
た
手
作
り
の
昼
食
、
そ
し
て
、
と
も
に
歌
っ
た
讃
美
歌
や
聴

か
せ
て
い
た
だ
い
た
歌
声
は
温
か
く
私
た
ち
を
包
み
込
む
よ
う
で
し

た
。
同
志
社
出
身
で
あ
る
園
長
の
福
井
生
さ
ん
か
ら
は
、
止
揚
学
園

で
生
活
す
る
「
仲
間
」
の
姿
を
通
し
て
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
、
幸
せ

に
な
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
学
園
の
歩
み
と
と

も
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
流
に
参
加
し
た
8
名
の
児
童
は
、
収
穫
感
謝
礼
拝
に
向
け
て
、

朝
の
礼
拝
や
全
校
集
会
で
、
こ
の
時
の
出
会
い
や
経
験
を
全
校
生
に

伝
え
ま
し
た
。
た
だ
、
さ
さ
げ
も
の
を
さ
さ
げ
届
け
る
の
で
は
な
く
、

思
い
を
交
わ
す
、「
分
か
ち
合
う
」
こ
と
の
本
当
の
意
味
を
、
た
く

さ
ん
の
出
会
い
を
通
し
て
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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幼
稚
園
で
も
、
十
二
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
と
祝
会
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
久
々
に
幼
稚
園
の
リ
チ
ャ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
、
十
二
月

十
一
日
（
水
）
～
十
三
日
（
金
）
の
三
日
間
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

年
長
組
に
よ
る
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
中
で
年
中
組
が
聖
歌
隊
と
し
て
歌

い
、
祝
会
で
は
年
少
組
の
歌
と
楽
器
演
奏
の
の
ち
、
全
学
年
で
歌
を

歌
っ
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。
年
少
組
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
で
あ
り
、
絵
本
や
紙
芝
居
を
見
た
り
、
ア
ド
ベ
ン
ト
で
ク

ラ
ン
ツ
に
ろ
う
そ
く
を
灯
し
て
い
っ
た
り
す
る
中
で
、少
し
ず
つ「
イ

エ
ス
様
の
お
誕
生
日
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
年
長
組
・
年
中
組
の
練
習
を
見
聞
き
す
る
中
で
、
幼
稚
園
の

み
ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
期
待
を
も
ち
、

楽
し
み
に
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
い
つ
も
の
ホ
ー
ル
と
は
違
い
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
で
緊
張
し
な
が
ら
も
、
年
少
組
と
し
て
礼
拝
や
祝
会

に
参
加
し
お
祝
い
す
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

年
中
組
は
昨
年
の
経
験
が
あ
り
な
が
ら
も
、
聖
歌
隊
と
し
て
沢
山

の
讃
美
歌
を
歌
っ
て
劇
に
参
加
す
る
と
い
う
大
き
な
役
目
を
担
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
讃
美
歌
の
な
か
に
は
普
段
聞
き
な
じ
み
の
な

い
言
葉
が
あ
り
、
初
め
は
歌
の
意
味
が
分
か
ら
ず
歌
う
こ
と
に
苦
労

し
て
い
ま
し
た
が
、
年
長
組
の
練
習
に
参
加
し
劇
を
見
る
う
ち
に

徐
々
に
話
の
内
容
が
理
解
で
き
、
歌
に
気
持
ち
が
こ
も
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
各
々
好
き
な
歌
を
歌
う
時
に
は
つ
い
力
が
入
り
大
声
に

な
り
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
劇
の
場
面
に
合
わ
せ
て
子
ど

も
な
り
に
歌
い
方
を
変
え
て
、
時
に
は
勇
ま
し
く
、
時
に
は
優
し
く

歌
う
姿
に
は
昨
年
か
ら
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
年
長
組
に
と
っ
て
は
入
園
以
来
待
ち
に
待
っ
た
ペ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
舞
台
で
す
。
自
分
の
役
が
決
ま
る
と
張
り
切
っ
て
言
葉
を

覚
え
、
早
く
劇
を
し
た
い
と
期
待
に
溢
れ
た
様
子
で
し
た
が
、
い
ざ

取
り
組
み
始
め
る
と
言
葉
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
役
の
歌
を
歌
っ
た

り
、
場
面
に
合
わ
せ
て
動
い
た
り
、
大
人
の
合
図
無
し
で
自
分
た
ち

だ
け
で
劇
を
進
め
て
い
く
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
不
安
な
表

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会
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同志社
クローズ・アップ

情
を
浮
か
べ
恐
る
恐
る
行
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
年
中
組

の
歌
と
合
わ
せ
な
が
ら
の
練
習
を
重
ね
る
う
ち
劇
の
流
れ
や
全
体
像

を
掴
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
中
児
に
劇
を
見
て
も
ら
う
中
で

緊
張
感
を
も
っ
て
臨
む
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
主
体
的
に
動
い
て
自

信
を
も
っ
て
劇
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
番
が
近
づ
き
衣
装
を
身
に
つ
け
る
と
さ
ら
に
意
欲
が
高
ま
り
、
年

中
組
と
合
同
で
練
習
を
し
て
い
く
中
で
一
体
感
を
も
ち
な
が
ら
劇
に

集
中
し
て
い
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会
当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
を
前

に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
嬉
し
く
、
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
を
見
せ
な
が

ら
も
堂
々
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
祝
会
で
は
全
学
年
で
の

「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
呼
び
か
け
に
お
客
さ
ん
か
ら
も
答
え
て

も
ら
い
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
で
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
に
精
い
っ
ぱ
い
力
を
出
し
切
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

ま
で
の
日
々
で
、
友
だ
ち
と
共
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
み

や
り
き
っ
た
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
園
生
活
や
就
学
後
の
生
活
に
お

け
る
主
体
性
や
協
同
性
の
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

年長組　ページェント

年少組　鈴の合奏

年中組　聖歌隊
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劇
的
事
件
は
、
１
８
７
４
年
10
月
9
日
に
、
十
年
近
く
の
留
学
を
終

え
て
、
祖
国
日
本
へ
の
帰
還
を
目
前
に
ひ
か
え
て
い
た
新
島
が
、
ヴ

ァ
ー
モ
ン
ト
州
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

第
65
回
年
次
大
会
に
出
席
し
、
告
別
の
演
説
に
代
え
て
、
日
本
に
キ

リ
ス
ト
教
の
学
校
設
立
の
必
要
を
熱
烈
に
訴
え
、
そ
の
場
で
約
五
千

ド
ル
の
約
束
を
得
た
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。
同
志
社
の
誕
生
が
こ

こ
に
具
体
的
に
約
束
さ
れ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。」

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
「
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
」
を
記
念

し
て
、
今
か
ら
50
年
前
の
１
０
０
周
年
記
念
に
同
志
社
の
代
表
団
が

グ
レ
イ
ス
教
会
（
現
在
の
正
式
名
称
はG

race C
ongregational 

C
hurch, U

nited C
hurch of C

hrist

で
あ
る
の
で
ア
メ
リ
カ

合
同
教
会
グ
レ
イ
ス
会
衆
派
教
会
が
正
し
い
日
本
語
訳
と
な
る
が
、

便
宜
上
、
以
下
グ
レ
イ
ス
教
会
と
記
す
）
を
訪
ね
た
報
告
記
事
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
50
年
後
の
２
０
２
４
年
10
月
10
日（
木
）～
15
日（
火
）

「
新
島
襄
の
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
１
５
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
校
法
人
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

北
垣
先
生
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
新
島
は
宣
教
師
と
し
て
帰

国
す
る
直
前
、
そ
の
大
会
に
お
い
て
多
く
の
人
々
を
前
に
、
日
本
に

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
（
牧
師
養
成
校
）
を
設
立
す
る
と
い
う
志
を

熱
く
語
り
、
多
額
の
寄
付
の
約
束
を
得
た
、
そ
れ
が
同
志
社
設
立
の

礎
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
記
念
し
た
礼
拝
を
、
50
年

今
、
私
の
手
元
に
故
北
垣
宗
治
先
生
が
書
か
れ
た
記
事
「
ラ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
式
典
」『
同
志
社
時
報
』
№
96
（
１
９
７
６
年
9
月
30
日

発
行
）
が
あ
る
。
北
垣
先
生
は
そ
の
冒
頭
こ
う
記
し
て
お
ら
れ
る
。

「
新
島
襄
の
生
涯
に
は
い
く
つ
か
の
劇
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。

国
禁
を
犯
し
て
函
館
を
脱
出
し
た
こ
と
（
１
８
６
４
年
）
が
そ
の
一

つ
で
あ
る
し
、
有
名
な
『
自
責
の
杖
』
の
事
件
（
１
８
８
０
年
）
も

そ
れ
に
数
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
前
者
は
鎖
国
中
の
日
本
の
精
神

的
奴
隸
状
態
か
ら
の
脱
出
で
あ
っ
た
し
、
後
者
は
新
島
襄
の
教
育
愛

を
示
す
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
き
わ
め
て
象
徴
的
な
事
件
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な
い
ほ
ど
重
要
な

特別
寄
稿

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業

新
島
襄
の
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル 

１
５
０
周
年
記
念
ツ
ア
ー

大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授 

森
田　

喜
基

88



特別寄稿

の
時
を
経
て
、
再
び
グ
レ
イ
ス
教
会
と
同
志
社
が
共
同
し
て
献
げ
る

こ
と
が
こ
の
ツ
ア
ー
の
目
的
で
あ
っ
た
。
同
志
社
か
ら
は
八
田
英
二

総
長
・
理
事
長
、
小
原
克
博
大
学
長
は
じ
め
、
教
職
員
、
卒
業
生
な

ど
合
わ
せ
て
27
名
が
参
加
し
た
。

一
行
は
ま
ず
一
日
目
午
前
中
、
ボ
ス
ト
ン
に
て
新
島
の
「
ア
メ
リ

カ
の
父
母
」
で
あ
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
ゆ
か
り
の
オ
ー
ル
ド
・
サ
ウ

ス
教
会
や
、
ア
メ
リ
カ
最
古
の
都
市
公
園
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
・
コ
モ

ン
の
す
ぐ
そ
ば
に
位
置
す
る
会
衆
派
図
書
館
を
巡
っ
た
。
会
衆
派
図

書
館
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
第
65
回
年
次
大
会
の
出
席
者
名

簿
、
議
事
録
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
別
稿
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に

す
る
。

午
後
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、
そ
の
参
加
者
は
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
や
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
巡
っ
た
。

二
日
目
は
新
島
の
最
初
に
学
ん
だ
教
育
機
関
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
旧
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学

校
校
舎
な
ど
を
訪
れ
た
。

１
５
０
年
前
に
新
島
が
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
グ
レ
イ
ス
教
会
に
お
け

る
記
念
礼
拝
は
、
10
月
13
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
。
同
志
社
小
学

校
3
年
生
の
山
本
光
さ
ん
他
に
よ
る
英
語
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨

意
（
抜
粋
）」
の
朗
読
、
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
、
小
原
克
博
大

学
長
、
そ
し
て
グ
レ
イ
ス
教
会
の
テ
リ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
牧
師
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
出
席
者
は
新
島
の
志
と
神
へ
の
信
仰
に
触

れ
る
機
会
を
得
た
。
ヘ
ン
リ
ー
牧
師
は
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
14
章
14
節

で
「
私
の
名
に
よ
っ
て
私
に
何
か
を
願
う
な
ら
ば
私
が
か
な
え
て
あ

げ
よ
う
」
と
い
う
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
か
ら
、
新
島
が
利
己

的
な
思
い
で
は
な
く
、
日
本
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
主
の
名
に
相
応
し
い
」
願
い
・
祈
り
を

も
っ
て
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
を
し
た
こ
と
を
熱
く
語
ら
れ
た
。

礼
拝
の
中
で
は
グ
レ
イ
ス
教
会
聖
歌
隊
の
歌
声
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
、
バ
グ
・
パ
イ
プ
、
そ
し
て
現
地
ボ
ス
ト
ン
か
ら
ツ
ア

ー
に
同
行
し
た
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大
学
生
の
山
根
基
嗣
さ
ん
（
同
志

社
国
際
学
院
初
等
部
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
卒
）
に
よ
る
バ
イ

オ
リ
ン
と
、
多
様
な
楽
器
・
息
吹
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
賛
美
が
な
さ

れ
た
。

尚
、
礼
拝
の
中
で
小
原
克
博
大
学
長
か
ら
「
グ
レ
イ
ス
教
会
で
の

演
説
想
像
図
」
の
陶
板
の
贈
呈
が
な
さ
れ
た
。
１
０
０
周
年
の
際
に

は
同
志
社
側
か
ら
「
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
」
を
説
明
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
（
石
板
）
が
送
ら
れ
た
が
、
今
回
は
「
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・

ア
ピ
ー
ル
」
と
言
え
ば
思
い
浮
か
ぶ
、伊
谷
賢
蔵
に
よ
る
「
想
像
図
」

を
、
大
塚
美
術
館
も
手
掛
け
た
大
塚
オ
ー
ミ
陶
業
に
依
頼
し
、
制
作

し
た
も
の
を
贈
呈
し
た
。

礼
拝
後
に
は
グ
レ
イ
ス
教
会
の
方
々
が
盛
大
な
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

催
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
記
念
礼
拝
及
び
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
、
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
神
学
校
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
継
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団
体
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
同
教
会
海
外
宣
教
局
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
ア

ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
神
学
校
か
ら
の
代
表
者
、
ま
た
同
志

社
英
学
校
設
立
時
に
新
島
と
共
に
最
初
の
教
師
と
な
っ
た
デ
ー
ビ
ス

宣
教
師
の
ひ
孫
エ
レ
ノ
ア
・
ラ
ニ
ー
さ
ん
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

た
。
記
念
礼
拝
、
そ
し
て
グ
レ
イ
ス
教
会
や
来
賓
の
方
々
と
の
交
流

は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
心
に
今
も
残
っ
て
い
る
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
後
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
こ
と
約
2
時
間
半
、
一
行

は
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
到
着
、
新
島
襄
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
て
い
る

ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
を
訪
ね
、
そ
の
後
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
関
係

者
と
の
夕
食
会
が
催
さ
れ
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
の
参
加
者
か
ら
は
「
こ
の
素
晴
ら
し
い
経
験
を
、
自

分
の
言
葉
で
語
り
続
け
、
分
か
ち
合
い
た
い
。
ブ
ド
ウ
の
枝
の
よ
う

に
多
く
の
人
々
に
共
有
し
た
い
」、「
同
志
社
創
立
１
０
０
周
年
に
も

同
志
社
か
ら
代
表
団
が
グ
レ
イ
ス
教
会
を
訪
れ
た
が
、
次
は
創
立
２

０
０
年
に
向
け
て
、こ
の
こ
と
を
同
志
社
と
し
て
記
憶
し
て
ほ
し
い
」

と
の
コ
メ
ン
ト
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
新
島
の
「
軌
跡
」
を
辿
り
、

こ
の
節
目
に
同
志
社
設
立
の
原
点
で
あ
る
出
来
事
を
記
念
し
、
改
め

て
創
立
者
が
ど
の
よ
う
な
志
、
信
仰
を
持
っ
て
同
志
社
設
立
を
目
指

し
た
の
か
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
こ
か
ら
現
在
を
振
り
返
り
、
ま
た
未

来
的
意
味
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
で
あ
っ
た
。

尚
、
記
念
礼
拝
の
様
子
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
Ｈ
Ｐ

か
ら
動
画
視
聴
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

旧ハーディー邸会衆派図書館フィリップス・アカデミーの良心碑
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特別寄稿

八田総長・理事長のメッセージ グレイス教会記念礼拝

グレイス教会

旧アンドーヴァー神学校
（現在はフィリップス・アカデミーの教室）
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小原同志社大学長（記念品の授与）ジョンソン・チャペルの新島肖像画

アーモスト大学による歓迎レセプション

92



同志社の同志社の一貫教育一貫教育

「
ゴ
ル
フ
」
を
対
象
に
、
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
ス
モ
ー
ル

ス
タ
ー
ト
し
、
全
体
的
な
制
度

設
計
に
向
け
た
第
一
歩
に
し
た

い
と
考
え
、
２
０
２
４
年
度
に

「
同
志
社
ゴ
ル
フ
ア
カ
デ
ミ
ー
」

（
以
下「
ア
カ
デ
ミ
ー
」と
省
略
）

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
７
月
上
旬
、
法

人
内
各
学
校
の
一
学
期
終
了
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
据
え
て
、
募
集
案
内
を
各
学
校
へ
配
信
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
募
集
定
員
数
20
名
を
大
幅
に
超
え
る
約
60
名
の
生
徒
か

ら
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
初
め
て
の
試
み

で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
生
徒
、
保
護
者
か
ら
の
意
見
を
集
め
た
い
と

の
考
え
か
ら
、
20
名
１
ク
ラ
ス
で
の
開
催
予
定
を
、
急
遽
３
ク
ラ
ス

に
増
設
し
、
す
べ
て
の
応
募
者
を
受
け
入
れ
て
開
催
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
は
９
月
８
日
、
10
月
６
日
、
同
27
日
、

11
月
10
日
の
計
４
回
、
各
ク
ラ
ス
90
分
間
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
各
日
２
名
の
コ
ー
チ
に
レ
ッ
ス
ン
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
１

名
は
経
験
者
の
生
徒
、
も
う
１
名
は
未
経
験
者
の
生
徒
と
分
担
し
て

レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー 

所
長　

大お
お
久く

保ぼ 

雅ま
さ
史し

同
志
社
ゴ
ル
フ
ア
カ
デ
ミ
ー

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
む
、

中
学
生
・
高
校
生
の
課
外
活
動
（
ク
ラ
ブ
活
動
）

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ

ン
タ
ー
」
と
省
略
）
で
は
、
２
０
２
３
年
度
よ
り

「
中
学
校・高
等
学
校
の
課
外
活
動（
ク
ラ
ブ
活
動
）

に
お
け
る
教
員
の
負
担
軽
減
」
の
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
教
員
の
負
担
軽
減
を
推
進
す
る
た
め
に
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
す
べ
て
の
課
題
を
解
決
し
た
う
え

で
新
た
な
制
度
を
設
け
る
に
は
、
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
一
方
、
で
き
る
部
分
か
ら
始
め
る
こ
と
に
よ
り
制
度
設

計
に
向
け
て
の
課
題
の
更
な
る
洗
い
出
し
や
、
児
童
・
生
徒
の
意
見

の
聴
取
な
ど
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
識
者
の
意
見
を
参
考
に
、
法
人
内

中
学
生
・
高
校
生
が
一
同
に
会
す
る
課
外
活
動
の
場
を
設
け
、
そ
こ

で
得
ら
れ
る
知
見
を
足
掛
か
り
に
新
た
な
課
外
活
動
の
制
度
設
計
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
、
課
外
活
動
の
例
と
し
て

同志社の同志社の
　　一貫教育一貫教育

hitohito-Li
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初
日
の
９
月
８
日
は
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
残
る
中
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
（
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
よ
り
一
回
り
小
さ
く
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
ク
ラ
ブ
で
打
つ
ス
ポ
ー
ツ
・https://snaggolf.

jp/
）
と
い
う
ゴ
ル
フ
の
入
門
ス
ポ
ー
ツ
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
先
に
新

体
操
の
リ
ボ
ン
の
よ
う
な
帯
が
つ
い
て
い
る
ク
ラ
ブ
、
上
下
に
立
て

る
と
音
の
鳴
る
ス
テ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
な
ど
を
利
用
し
て
参
加
者
の
遊
び

心
を
く
す
ぐ
り
な
が
ら
、
レ
ッ
ス
ン
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
は

参
加
者
を
経
験
者
と
未
経
験
者
に
分
け
、
経
験
者
は
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

を
用
い
て
練
習
を
行
い
、
未
経
験
者
は
引
き
続
き
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
で
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
的
入
れ
や
、
飛
距
離
を
競
っ
た
り
す
る

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
も
組
み
入
れ
て
練
習
は
行
わ
れ
、
最
後
の

15
分
間
は
未
経
験
者
も
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
初
め
て
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
の
練
習
で
し
た
が
空
振
り

す
る
生
徒
も
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
前
に
し
っ
か
り
と
ゴ
ル
フ
ボ
ー

ル
が
飛
ぶ
生
徒
も
多
く
、

保
護
者
も
コ
ー
チ
も
驚
い

て
い
ま
し
た
。

第
二
回
目
以
降
、
ゴ
ル

フ
未
経
験
者
に
対
し
て
は
、

徐
々
に
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
打
つ
練

習
時
間
が
長
く
と
ら
れ
、
最
終
回
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
（
シ
ャ
フ
ト
が

一
番
長
く
、
一
番
飛
距
離
が
出
る
ク
ラ
ブ
）
を
手
に
本
番
さ
な
が
ら

の
シ
ョ
ッ
ト
を
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

一
方
、
経
験
者
を
担
当
い
た
だ
い
た
コ
ー
チ
は
レ
ッ
ス
ン
終
了
時

間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
熱
心
に
生
徒
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち

も
自
分
の
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
改
善
点
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

ど
の
生
徒
た
ち
も
毎
回
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い

ま
し
た
。

４
回
と
い
う
少
な
い
レ
ッ
ス
ン
で
し
た
が
、
未
経
験
者
の
生
徒
た

ち
も
「
ゴ
ル
フ
」
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
身
近
に
感
じ
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
経

験
の
あ
る
生
徒
た
ち
も
コ
ー

チ
に
指
導
を
受
け
、
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

４
回
の
レ
ッ
ス
ン
を
終
え

た
あ
と
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
、
参
加
生
徒
の
受

講
動
機
は
、「
ご
家
族
に
勧
め

ら
れ
た
」
と
い
う
回
答
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
レ
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同志社の同志社の一貫教育一貫教育

が
で
き
る
機
会
に
な
る
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

今
後
、
今
回
の
取
り
組
み
で
得
ら
れ
た
知
見
や
参
加
者
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
な
ど
を
新
た
な
課
外
活
動
の
制
度
設
計
に
生
か
し
て
い
く

予
定
で
す
。

ッ
ス
ン
の
満
足
度
が
高
く
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
「
満
足
」・「
や
や

満
足
」
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
９
割
を
超
え
る
生
徒
が
「
今

後
も
ゴ
ル
フ
を
続
け
た
い
」、「
同
様
の
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」

と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
回
答
か
ら
も
ア
カ
デ
ミ

ー
に
対
し
て
好
意
的
な
回
答
や
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
親
子
の
会
話
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
、
生
徒
の
約
７
割
、

保
護
者
の
９
割
以
上
が
増
え
た
と
回
答
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
チ
か
ら
は
、「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
も
言
わ
れ
、
老
若
男
女
問

わ
ず
、
自
分
の
技
量
で
プ
レ
ー
で
き
る
競
技
「
ゴ
ル
フ
」
は
、
健
康

の
た
め
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
き
っ
か
け
に
今
後
も
続
け
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
、
法
人
内
各
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
、
学
校
の
垣
根

を
超
え
た
繋
が
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
法
人
内
各
学
校
で
の
課
外
活
動
に
対
し
て
、
ゴ

ル
フ
に
限
ら
ず
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
文
化
的
経
験
を
こ
の
よ
う

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
、
法
人
内
の
児
童
・
生
徒
に
様
々
な
経

験
を
し
て
も
ら
い
、
視
野
を
広
げ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と

の
可
能
性
を
示
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、経
験
の
あ
る
児
童・

生
徒
に
も
そ
の
道
の
専
門
家
を
招
聘
す
る
こ
と
で
更
な
る
技
術
向
上
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新作能　庭上梅（ていしょおのんめ）新作能　庭上梅（ていしょおのんめ）
－未来へ繋ぐ新島襄の志－－未来へ繋ぐ新島襄の志－

同志社の150周年にあたる2025年は、同志社大学能楽部創部100周年でもあります。こ
れを記念して、新作能「庭上梅」を同志社創立150周年記念事業の一環として同志社栄
光館において上演することになりました。
「庭上梅」は創立者新島襄の建学の精神と、同志社精神の永遠の伝承、発展に向け決
意しあう学生の雄志を能楽によって賛歌するものです。初演は2005年11月26日、同志社
創立130周年、能楽部創部80周年を記念して寒梅館ハーディーホールで行われ、それ以
降、同志社の記念事業のたびに上演されてきました。
今回は2016年1月の同志社創立140周年記念事業以来となりますが、能制作者「同志社
紫謡会」及び演能者の「ぜひ礼拝堂で行いたい」との思いから「栄光館」にての上演と
なります。
梅の花をこよなく愛した新島は、「庭上の一寒梅　笑って風雪を侵して開く　争わず
又力

つと

めず　自ら占む百花の魁
さきがけ

」の詩を残しています。厳しい環境の中で困難や試練に耐
えて、謙虚でありながら信念を貫く新島先生の体験から出た詩であり、生き方を表して
います。
「庭上梅」は、新島襄が大磯で最後の初春を迎えた病床で、漢詩「庭上の寒梅」に託し
て自らの志を語る場面を中心として、老農夫のニドル、自責の杖、五平さん、同志社大
学設立の旨意、遺言、書簡の一言葉などのエピソードや言葉により構成されています。
今回の上演は新島精神を受け継ぎ新たな未来を構築していくための道標となり、また
「伝統芸能を未来へつなぐ」ことへの指標ともなることを願っています。
また、上演の前には同志社大学能楽部金剛会に所属されておられた作家の澤田瞳子氏
に、能の歴史や同志社との関係について講演をいただきます。

（概要）
日時：2025年4月19日（土）13時30分～16時
場所：�栄光館�

（同志社女子大学／同志社女子中学校・高等学校）
プログラム：13時30分～　�講演「庭上梅」をめぐって�

作家：澤田瞳子氏
　　　　　　15時～　　　�新作能「庭上梅」上演�

出演　観世流シテ方　井上裕久氏他
主催：学校法人同志社／同志社紫謡会

入場無料・事前申込制
申込締切：2025年4月11日(金)
お申込み：右の二次元バーコードからお申込みください　　�

お問い合せ先：学校法人同志社　創立150周年記念事業事務室
TEL：075-251-2710　E-mail：ji-150th@mail.doshisha.ac.jp
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ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内
ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を資料で紹介する展示

施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）年に竣工し、永らく同志
社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重要文化財に指定されています。

【企画展】
第３４回企画展　同志社創立１５０周年記念特別企画展
今、新島旧邸

期　　間：2025年4月15日(火)～6月15日（日）
場　　所：2階�企画展示室
主　　催：同志社大学同志社社史資料センター

当センターによる特別企画展の第1弾となる展示です。現在に
至るまで旧邸で保存されてきた資料を実際に見て、創立150周
年を迎える「今、新島旧邸」を体感してください。

【常設展】
同志社創立１５０周年記念特別常設展
新島襄　召命と志

期　　間：�第1部　志　�
2025年4月1日(火)～6月1日(日)、10月７日(火)～11月30日(日)

　　　　　�第2部　キリスト教　�
6月3日(火)～8月3日(日)、12月2日(火)～2026年1月31日(土)

　　　　　�第3部　起業　�
8月5日(火)～10月5日(日)、2026年2月3日(火)～3月28日(土)

場　　所：�1階�常設展示室�
「同志社のあゆみ」「新島襄の人と思想」

主　　催：同志社大学同志社社史資料センター

新島襄が同志社を結社し、英学校を開校してから150年。節目を迎える
今こそ、新島が何を志して、キリスト教の重要性を如何に考え、教育
事業に邁進したのかを資料で振り返ります。

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～1７：00（最終入館�16：30まで）
【閉 館 日】�日曜日（企画展開催中を除く）・月曜日・祝日・4月30日～5月2日・夏期休暇中の一定期

間・年末年始
【場　　所】�同志社大学�今出川キャンパス�

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736

新島旧邸2階の襖絵

アンドーヴァー神学校時代
の新島襄　1872年
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新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。18７5（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を18７8（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【公開期間】4～７月、9～11月、3月
　　　　　①通常公開　�毎週火・木曜日（祝日は閉館）
　　　　　②特別公開　�毎週土曜日�

春の特別公開（2025年4月1日～5日）�
第34回企画展開催期間（4月15日～6月15日）の火・木・土曜日�
（4月29日、5月1日・3日・6日は閉館）�
オープンキャンパス（8月2・3日〔仮〕）�
秋の特別公開　10月1～5日�
ホームカミングデー　11月9日�
創立記念日　11月29日�
大学卒業式　2026年3月20～22日

　　　　　※�公開日の詳細はHPをご覧ください。�
https://archives.doshisha.ac.jp/archives/old_mansion/old_mansion.html

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】�①通常公開�

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。�
②特別公開�
　旧邸周囲および建物内部（母屋1階と付属屋）に入場できます。�
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】�京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町�

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。
【団体見学申込】�10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。※日・月・祝日は閉室

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075－251－2716　FAX：075－251－2736
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同志社女子大学史料センター�第 28回企画展同志社女子大学史料センター�第 28回企画展

同志社女子大学の新たな挑戦：２１世紀の広報戦略同志社女子大学の新たな挑戦：２１世紀の広報戦略

同志社女子大学は、2000年以降4学部6学科（英語英文学科と日本語日本文学科は学芸
学部から表象文化学部に移設）を新設しました。そうした学部学科の新設に際して、本
学は様々な広報活動を展開してきました。さらには、我が国において長い歴史を有する
女子教育機関としての伝統を踏まえつつも、新たな時代の社会変化に対応する戦略を試
行錯誤してきました。今回の企画展では、本学が21世紀における女子教育のあり方を、
どのように志向し社会に発信してきたか、2000年以降の広報活動関連の資料を基に振り
返る機会にしたいと考えています。

期　間：2024年11月22日(金)～2025年７月31日(木)
時　間：10：00～16：00
閉室日：�土・日・祝日および5月1日～2日�

（ただし、2025年4月29日、７月21日は開室しております。）
場　所：�同志社女子大学史料センター�

（今出川キャンパス�
 ジェームズ館1階展示室）

主　催：同志社女子大学

お問い合わせ：�同志社女子大学史料センター�
〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入�
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201�
E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

広報戦略
21世紀の

時　間：10:00～16:00　
閉室日：�土・日・祝日および2024年11月29日、12月25日、12月30日～2025年1月3日、5月1日～2日�

（ただし、2024年11月23日～24日、2025年4月29日、7月21日は開室しております。）
場　所：同志社女子大学史料センター（今出川キャンパスジェームズ館1階展示室）

同志社女子大学史料センター　第28回企画展

日時：2025年2月1日（土）14:00～15:00　会場：同志社女子大学今出川キャンパス

主催：同志社女子大学

公開講演会 同志社女子大学のさらなる発展を支えた広報戦略

講師：川田 隆雄教授（本学学芸学部メディア創造学科）
【事前申込要】　史料センターメールアドレス又はFAXでお申込みください。①氏名　②属性（卒業生、在学生、教職員、一般）　③電話番号又はメールアドレス
【お問い合わせ・申込先】　同志社女子大学史料センター　〒602-0893 京都市上京区今出川通寺町西入　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201　E-mail: shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

同
志
社
女
子
大
学
の

新
た
な
挑
戦

2024.11/22［
金
］→2025.7/31［木］　
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同志社校友会からのお知らせ同志社校友会からのお知らせ

同志社設立10年後の1885年に「アルムニ会」として発
足したのが、同志社校友会の始まりです。活動の主な
目的は、卒業生の親睦と大学との連携を通じた学生の
支援です。現在、約3７万人の会員となり、国内はもと
より、各国に支部があります。

2020年春からコロナ禍となったことを受けて、経済的に困窮している学生支援のた
め、2020年5月から6月にかけて外出が困難となる中で、近隣の商店街やスーパーで利用
できる食生活支援クーポンを配付し、一人暮らしの食生活サポートを行う事ができまし
た。
その後、2020年秋には、大学内の食堂において、コロナ禍の学生への経済的な負担を
軽減するための支援を行い、2022年12月には累積で約33万人の利用がありました。
2023年度になり大学の授業がコロナ前の状態に戻ったことを受けて、経済支援から栄
養バランスのとれた食育への支援に切り替え、大学内の食堂で捕食として小鉢の提供を
しました。2024年度は、秋学期から朝食支援を通じて、規則正しく充実した学生生活を
送ってもらえるよう対応しています。
今後も学生に寄り添った支援を実施していく予定です。

活動の概要
①卒業生と繋がる同志社校友会
　�2024年12月現在、国内に48の支部、海外に36の支部が存在して
います。現地の校友会ネットワークが卒業生に対してサポート
を行っています。
　�連絡先は、ＱＲコードまたは、■ 同志社校友会 ■ で検索してく
ださい。

②大学と繋がる同志社校友会
　�同志社大学が掲げるリーダー育成、グローバル化への支援、「同志社大学2025　
ALL�DOSHISHA募金」の推進など大学と連携した活動を行っています。

③学生を支える同志社校友会
　�「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、海外留学生支援として
「グローバル人材育成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じて学生生活が
充実するようにサポートを行っています。

同志社校友会本部事務局　　　　　　　
TEL　075-251-4393　　　　　　　　　
E-mail�info00@doshisha-alumni.org
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同志社同窓会の歩みと年間行事・事業同志社同窓会の歩みと年間行事・事業

＜同志社同窓会とは＞
同志社同窓会は1893年に同志社女学校の同窓会として設立さ
れました。それは18７6年の女学校創立より1７年後のことで、96
名の母校愛あふれる卒業生と有志らによるものでした。制定さ
れた規約の第1条には「会員たるものは相互の交誼を密にし且同
志社女学校の益を図るを目的とする」とあります。
創設132年となる同志社同窓会は、女子大学、大学院、女子高
校および中学、旧制女専、高女の卒業生・修了生によって構成

されており、62支部（国内59支部、海外3支部）に95,000名を超える会員を有していま
す。同志社女子大学《Vineの会》と同志社女子中高同窓会「同志社ゆかり会」もふく
め、同志社女子部全体の同窓会です。

＜同志社同窓会の歩み＞
母校で「地の塩・世の光」（マタイ5：13）となるようにと教えられ育まれた卒業生
たちは卒業後も良き姉妹として年に1度「母校に帰る日」を決めて集まり、礼拝をもっ
て総会を持ち、年会（大同窓会）を開いたとの記録が残っています。それは今も引き継
がれています。また、現在の「同志社同窓会報」の前身である「同志社女学校期報」が
同窓会の創設事業として発行されました。そして同志社を愛し、女学校と生徒・卒業生
らを愛し、同志社栄光館を建てるためにも尽力されたM.F.デントン先生から多大な感
化を受け、その教えを守って様々な活動を続けています。母校への寄付金を集めるため
にと教えてくださったバザーは同志社同窓会の大切な行事の一つになっています。

�年間活動と行事・事業�
春（5月）と秋（9月）の幹事会�
７月　�同志社同窓会総会�

3年に1度は総会の前日に支部長会開催
10月 バザー開催�
11月 �全同志社リユニオン（法人同志社、同志社大学、校友会と共催）�

同窓会ルームで催物
12月 ミス・デントン永眠記念墓前礼拝（相国寺�長得院の墓前での礼拝）
2月　新島襄生誕記念会（学校法人同志社、同志社校友会と共催）�
3月　女子高、女子大学卒業生対象入会式
その他、�奨学金贈呈や会報の発行、同窓会館の運営（紫苑会講習としてヨーガ、�

華道、茶道、料理教室を開講）、貸室、女子中高購買・食堂の運営

＊ホームページhttps://www.dojo-doso.org
＊E-Maildojodoso@juno.ocn.ne.jp
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記

●同志社広報委員会小委員会委員
〇印委員長

○大学文学部教授　新　　茂之
大学神学部教授　三宅　威仁

大学社会学部教授　梶谷　真也
大学法学部教授　望月　詩史

大学経済学部准教授　原田　禎夫
大学商学部教授　髙橋　広行

大学政策学部教授　多田　　実
大学文化情報学部准教授　星　　英仁

大学理工学部教授　近藤　弘一
大学生命医科学部准教授　髙柳　真司

大学スポーツ健康科学部教授　石井好二郎
大学心理学部教授　神山　貴弥

大学グローバル・コミュニケーション学部教授　内田　尚孝
大学グローバル地域文化学部助教　宮嵜　克裕

女子大学学芸学部教授　牛渡　克之
女子大学現代社会学部教授　竹井　　史

女子大学薬学部教授　根木　　滋
女子大学看護学部教授　三橋　美和

女子大学表象文化学部准教授　宮腰　直人
女子大学生活科学部准教授　米田　祐子

中学校・高等学校事務長　鎌田　伸一
香里中学校・高等学校事務長　池上　　作
女子中学校・高等学校事務長　磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長　貴志　浩行

小学校事務長　川嶋　久佳
国際学院事務長　堀岡　英利

幼稚園教諭　竹中　琴恵
法人事務部長　柳井　　望
大学広報部長　木下　裕之

法人事務部校友同窓課長　田中　裕一
大学広報部広報課長　中原　伸夫

女子大学広報部広報室広報課長　前野　　健
※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。

●編集協力　 アルカダッシュ
●同志社時報の申し込み

・送料（ゆうメール着払い：１冊249円）のみのご負担で
ご講読いただけます。

・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学広報課

同志社時報　第159号
編集人　　新　茂之
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課

電話（075）251−3120
印刷所　株式会社あおぞら印刷

２０２５年４月１日発行

本
号
で
は
「
同
志
社
の
環
境
教
育
を

考
え
る
」
と
題
し
た
特
集
座
談
会
の
記

事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
狙
い
は
、

わ
た
く
し
た
ち
が
「
環
境
」
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
「
環
境
」
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
認
識
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

「
環
境
」
と
い
う
概
念
は
、
き
わ
め

て
包
括
的
で
あ
り
、
わ
た
く
し
た
ち
の

周
り
に
あ
る
事
物
と
か
そ
こ
で
起
き
て

い
る
で
き
ご
と
と
か
を
包
み
込
ん
で
い

ま
す
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
も
の
ご
と

は
、
わ
た
し
た
ち
の
近
く
に
あ
っ
た
り
、

わ
た
し
た
ち
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
り

し
ま
す
。
と
は
い
え
、
わ
た
く
し
た
ち

は
、「
環
境
」
か
ら
離
脱
し
て
は
生
き

ら
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
有

機
体
と
し
て
、「
環
境
」
と
の
相
互
的

作
用
の
中
で
み
ず
か
ら
の
生
命
を
維
持

し
生
活
を
整
え
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
環
境
」
を
大
き
く
「
自

然
的
環
境
」
と
「
社
会
的
環
境
」
に
分

け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

「
自
然
的
環
境
」
の
破
壊
に
対
す
る

取
り
組
み
が
地
球
的
規
模
で
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
現
代
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
周
囲
の
「
自
然
的
環
境
」
に
触

れ
る
こ
と
は
、
な
お
さ
ら
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
座
談
会
の
記
事
が
紹

介
し
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が

学
校
内
に
あ
る
「
自
然
的
環
境
」
に
じ

か
に
触
れ
て
学
び
を
体
験
的
に
広
げ
深

め
て
い
く
た
め
の
活
動
は
、
子
ど
も
た

ち
が
「
自
然
的
環
境
」
を
巡
る
問
題
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
と
き
の
大

切
な
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
学
校
内
に
留
ま
ら
ず

に
学
校
の
外
に
出
て
実
際
の
「
自
然
的

環
境
」
を
し
っ
か
り
と
観
察
す
る
の
も

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。確

か
に
、「
環
境
」を「
自
然
的
環
境
」

と
「
社
会
的
環
境
」
に
区
分
で
き
は
し

ま
す
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
、
互
い

に
結
び
つ
き
合
い
連
動
し
合
っ
て
い
ま

す
。
座
談
会
の
記
事
が
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、「
社
会

的
環
境
」
の
歪
み
が
「
自
然
的
環
境
」

を
悪
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
現
実
に
も

直
面
し
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、「
社

会
的
環
境
」
の
い
び
つ
な
あ
り
方
は
、

「
自
然
的
環
境
」
に
つ
い
て
、
膠
着
し

た
見
方
を
わ
た
し
た
ち
に
与
え
、
わ
た

く
し
た
ち
の
思
考
を
停
止
さ
せ
て
も
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、

「
自
然
的
環
境
」
の
示
す
力
強
さ
を
実

感
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
う
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。「
社
会
的
環
境
」
の
充
実
が
「
自

然
的
環
境
」
を
豊
か
に
し
、「
自
然
的

環
境
」
の
維
持
が
「
社
会
的
環
境
」
を

支
え
て
い
る
、
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
た

く
し
た
ち
に
と
っ
て
、「
社
会
的
環
境
」

を
欠
い
た
「
自
然
的
環
境
」
は
、
け
っ

し
て
存
在
せ
ず
、「
自
然
的
環
境
」
を

無
視
し
た
「
社
会
的
環
境
」
は
、
ま
っ

た
く
存
続
せ
ず
、「
環
境
」
は
、
わ
た

く
し
た
ち
の
「
文
化
」
を
意
味
し
て
い

る
の
で
す
。

ご
多
用
の
中
、
本
号
に
ご
寄
稿
い
た

だ
い
た
諸
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
ま

し
て
篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
煩

瑣
な
編
集
の
作
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
広
報
課
の
末
廣
明
日
香
氏
に
も
深
甚

の
感
謝
を
申
し
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 

（
新
）
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